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映
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催

静
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ド
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西
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講
堂
で

31
日
(盒
)

京
都
大
学
化
学
研
究
所

学
術
講演
会

日
本
綿
策
ク
ラ
ブ
ホ
ー

ルで

全
学
連
再
建
め
ざ
し
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東
京

・
京
阪
神
を
中
心
に

五
・三
一全
国
学生
ゼ
邦ス
ト
に
む
け
て
、
駁
大
で
は
、
教
養
部
を
中
軸
に
米核
潜
艦
、
日
韓
会
談
な
ど
か
な
り

の
侵
透
を
み
せ
て
いる
。
と
く
に
二
十
二
日
の
東
大
ポ
ポ
ロ
座
畢
件
判
決
を
機
に、
翌
二十
三日
の
京
大
か
ら
八
百

人
の
デ
モ
参
加
者
を毘
し
た
よ
う
に
、
と
く
に
二
圓
生
以
上
の
学
生
に
は
大
管
法
闘争
の
蓄
損
が
み
ら
れ
、
五
・三

一は
核
潜
艦
寄
港問
題
と
と
も
に
ポ
ポ
ロ
座
事
件
判
決
反
対
を
も
含
め
て
、
か
なり
の
高
揚
を
も
た
ら
す
も
の
と
み

ら
れ
る
.

岡
学
会
で
は
、
と
く
に
学内
教
官
層
の

聞
に
は
、
ポ
ポ
ロ
座
罫
件判
決
そ
の
も

の
が
大
管
法
と
笑
質
的
に同
し
も
の
で

あ
り
、
権
力
か
ら
の
大
学
目治
の
麗
大
づ

な
慢
署
を
判
例
と
し
て固
定
化
す
る
こ

と
を
み
ぬ
け
ず
全
く
反
応が
あ
ら
わ
れ

の
萸
京
派
遣
を
提
起
し
て
いる
。
同
志

一社
大
学
で
は
選
挙
中
と
い
う
こと
も
あ

って
、
若
干
と
り
く
み
が
遅れ
て
いる

模
様
で
あ
る
が
、
両
大
学
と
もポ
ポ
ロ

蹴窺
裂
鮒籠
盤
遂

内
民
圭
化
委
員
会
設
置
とと
も
に、
闘

争
の
幅
を
広
げ
る
構
え
をみ
せ
て
いる

教
養
部
自
治
会
で
は、
さる
二十
一

日
の
自
治
会
で
反
対
な
し
の圧
倒
的

多
数
で
三
十
一日
ス
ト
ライ
キ
を
決
一

議
し
、
そ
の
後
三
十
日
の
代議
大
会
一

の
た
め
の
各
ク
ラ
ス
の
代議
員
選
出
}

も
進
ん
で
い
る
.

府
学
連
段
階
で
は
、
立
命
大
では
法
、

文
両
学
部
の
ス
ト
ラ
イ
ヰ
が決
定
さ
れ

て
お
り
、
学
友
会
で
は
三
十
一日
百
人
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座
判
決
を
め
ぐ
って
学
生
の
間
に
は
か

な
り
の
勤
き
が
み
ら
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
な
お
大
阪
府
学
連
、
兵
犀
県
学連
で

も
、
三
十
一
日
スト
ライ
キ
を
提
起

し
て
お
り
、
大
阪
大、
大
阪
市
大
、

神
戸
大
学
を
軸
にと
り
く
ま
れ
て
い

る
。

菓
原
で
は
閑
大教
養
学
部
を
拠
点
に
と

り
く
ま
れ
、
二
十
四日
現
在
ま
で
に
、

民
胃
糸
が
三
十
一日
全
学
集
会
を
提
起

し
て
い
る
が、
スト
ラ
イ
ま
脳立
の
可

能
性
は
か
なり
強
い模
様
で
あ
る
。
な

お
都
学連
で
は
当
日
二、
三
干
人
の
勤

員
で
、外
務
省
、
最
高
裁
への
デ
モ
を

予
定
し
て
いる
。
ま
た
、
最
高
裁
判
決

に
対
し
ては
、
二十
三日
に
東
大
教
養

本郷
で
学
内
集
会
が
も
た
れ
、
二
十
五

日
にも
都
内
各
大
学
で
学
匹
集
会
を
行

な
った
。
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川
手
前
で
二
十
列横
隊
と
な
り
道
路

一杯
に
フ
ラ
ン
ス
デ
モ
を
勧な
いな

が
ら
裁
判
所
に
致
着
し
た
。裁
判
所

前
に
は
四
百
名
の
機
勤隊
が待
機
し

て
デ
モ
隊
と
に
ら
み
合
っ
た
。デ
モ

隊
は
軌
道
上
に
し
ば
ら
く
座
り込
ん

だ
後
た
だ
ち
に
体
制
を
組
み
直し
機

動
隊
と
衝
突
。
し
か
し
機
動
隊
のは

げ
し
い
弾
圧
の
た
め
デ
モ
隊
は
後退

裁
判
所
前
に
陶
ぴ
座
り
△
み
の
戦術

を
と
った
.

だ
が
機
勤
隊
の
弾
圧
は
増
々
は
げ
し
く

な
って
双
方
の
マ
イ
ク
合
戦
の
後
、
機

動
隊
は
座
り
込
ん
で
い
る
デ
モ
隊
に
苅

し
て
、
京
都
で
は
か
つ
て
見
ら
れ
な
か

った
こ
ぼ
う
抜
き
を
二
度
に
わ
た
っ
て

行
使
し
た
.
こ
う
し
た
機
動
隊
の
あ
ま

り
の
行
為
に
一般
市
民
の
怒
り
の
声
も

所

で々
聞
か
れ
た
。
こ
の
衝
突
で
三
人

の学
生
が
検
挙
さ
れ
、
三
十
六
名
の
学

生
が病
院
で
手
当
て
を
堂
け
る
ケ
ガ
を

し
た
。
混
乱さ
せ
ら
れ
た
デ
モ
隊
は
御

所
内で
一
たん
体
制
を
整
え
た
後
、
学

生
の
釈
放
を要
求
し
て
府
警
へ向
か
っ

た
が
こ
こ
でも
機
動
隊
に
押
し
返
え
さ

れ
て
六
時前
、
周
庁
前
で
解
散
し
た
。

冨
瀬
府
学遷
委
員
畏
の
括

裁
判
所

を
こ
う
し
て堅
固
な
機
動
隊
で
守
ら
ね

ば
な
ら
な
い
こと
自
体
、
最
高
裁
判
決

の
白
治
会
活
動
弾圧
を
員
体
的
に暴
露

し
た
も
の
で
あ
る
。今
後
我

は々
今
B

の
こ
の
デ
モ
を
契
機
に五
・
三
一の
全

国
統
一行
動
、
さ
ら
に
それ
以
後
の
闘

に
向
け
て
全
国
的
な
学
生
運
動
を
展

開
せ
ね
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
し
、
こ
の

最
高
裁
判
決
を
各
大
学
に
適
応
さ
せ
な

い
よ
う
、
ま
た
、
警
官
の
学
内
介
入
を

許
さ
な
い
よ
う
学
校
ぐ
る
み
の
闘
争
を

組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
最
後
に

全
学
連
の
早
期
再
建
が
今
ま
で
以
上
に

必
要
な
課
題
に
な
って
き
た
.

"ポ

ポ

ロ

4

二
十
二
日
の最
高
裁
の
康
大
ポ
ポ
ロ
座

事
件
判
決
に対
し
て
、
岡
学
会
で
は
た

だ
ち
に
二
十
三日
午
後
十
二
時
半
よ
り

法
経第
一教
室
に於
て
緊
急
の
京
大
集

会
を開
き
、
最
高
裁
判
決
に
対
す
る
抗

議
を
表明
ず
る
と
同
時
に
五
・三
囎お

よ
び
それ
に続
く
闘
争
を
ポ
ポ
ロ
學
件

判決
粉
砕を
含
め
た
型
で
組
む
こ
と
を

決
議し
た。
こ
の
日
、
教
養
で
は
活
発

に
ク
ラ
ス討
論
が
行
な
わ
れ
、
判
決
反

判
決
に
抗
議

府
学
連
怒
り

の
デ

モ
地
裁

へ

対
決
議
や
午後
か
ら
の
授
築
放
棄
を
決

議
し
た
ク
ラ
スも
見
ら
れ
、
掌
部
で
も

理
学
部
、
経済
学
部
、
文
学
部
な
ど
で

学
生
集
会
が
もた
れ
て
自
治
会
活
勤
弾

圧
強化
の
危
機
を碓
認
し
た
。
集
会
は

人
文
研
の
井上
清
文
学
部
教
授
の
講
演

「ポ
ポ
ロ
事
件と
最
高
裁
判
決
の
意
味

す
る
も
の
」
で始
ま
った
。
問
題
が
大

学
の
自
治
、
学問
の自
由
な
ど
身
近
か

な
も
の
だ
け
に
こ
の日
の
集
会
は
か
な

り
の
起
上
がり
を
見
せ
、
手
人
に
近
い

学
生
が
法
経第
一教
室
を
う
め
、
昨
年

度
の
大
管
法
闘争
以
来
あ
ま
り
盛
上
り

を
見
せ
な
か
っ
た集
会
が
久
方
ぶ
り
に

活
気
づ
い
た
.講
演
の
後
、
各
学
部
か

ら
の
集
会
報告
、
創
造
座
か
ら
の
ア
ピ

ー
ル
、
八
木
同
学会
委
員
長
の
総
括
が

あ
り
「ポ
ポ
ロ
判決
反
対
」
「漂
子
力

潜
水
艦
寄
港
阻
止
」な
どの
ス
ロー
ガ

ン
お
よ
び
決
議
文
を採
決
し
て閉
会
し

た
.そ
の
後
、
た
だ
ち
に
七
百
五
十
人
の

学
生
が
デ
モ
体
制
に
は
い
り
、
京
都

地
方
裁
判
所
に
向
け
て
出
発
し
た
.

京
大
デ
モ
隊
は
各
交
差
点
で
渦
巻
デ

モ
を
繰
り
返
し
な
が
ら
河
原
町
今
出

川
で
同
志
社
大
デ
モ
隊
二
百
人
と
、

さ
ら
に
立
命
大
学
前
で
百
人
近
く
の

立
大
デ
モ
隊
と
合
流
し
て
河
原
町
通

り
を
爾
下
。
デ
モ
隊
は
丸
太
町
今
出

機
械
(工
)は
三
百
件
突
破

繍鍼
轟旨ミ旨
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今
年
の
理
工系
求
人
状
況
は
五
月
二
十

三
日
現
在、
文
科
系
のそ
れ
に
比
し
て

非
常
に畏
い。
既
に定
員
以
上
の
教
室

も
多く
見
うけ
られ
る
。

理学
部は
四十
件
で
、
大
体
例
年
と

同様
で
あ
るが
、
これ
は
事
務
員
に

のみ
釆た
も
ので
直
接
教
冒
に
求
人

に
釆
るも
の
が
かな
り
あ
る
。
四
十

件
の
う
ち、
ほ
と
ん
ど
が
化
学
工

業系
で
、
櫨
物
学
、
勤
物
学
は
ま

だ多
く
は
な
い
。農
学
部
は
二十
件

(下)

 

安
定
し
た
申
し
込
み
先

と
な
って
お
り
、
瑠
学
部
同
様
直
接

学
科
に
申
し
込
み
が
多
く
あ
る
。
状

況
は
例
年
と
変
ら
ず
、
釆
る
会
社
も

ほ
と
ん
ど
一定
し
て
い
る
.
薬
学
部

は
三
十
五
件
と
、
大
体
昨
年
、
一
昨

年
と
変
り
な
い
が
、
薬
品
会
社
に
集

中
し
て
い
る
。
工
学
部
は
孕
郡
亭
務

室
に
来
て
い
る
も
の
が
一般
会
社
百

四
十
件
で
、
他
に
冒
公
庁
が
百
五
十

件
程
度
来
て
い
る
。
電
気
工
学
科
は

百
数
十
件
で
、
既
に
昨
年
今
体
の
三

分
の
二位
あ
り
、
出
足
は
か
な
り
早

い
。
建
築
工学
科
は
七
十
二件
で
、

昨
年
とほ
ぼ同
じ
.
化
学
工
学
科
は

勧
四
十
件
で
昨年
よ
り
少
し
す
く
な

い
状
況
で
あ
る
.鉱
山
学
科
は
三十

件
で
、
例
年
に比
較
し
て
少
し
多
い

と
い
っ
た
と
こ
ろで
あ
る
。
高
分
子

化
学
科
は七
十
八件
で
例
年
と
大
し

て
変
ら
な
い
.
工業
化
学
科
は
二百

件
で
出
足
は
余
り良
く
な
く
、
昨年

の
約
半
分
で
ある
。機
械
工
学
科
は

三
百
二
十
件
で
昨年
と
大
体
同
じ
で

あ
る
.
数
理
エ
学科
は
三十
六、
七

件
で
、
例
年
に
較
べ
て出
足
は
す
こ

し
悪
い
。
航
空
工学
科
は
三十
六件

で
、
こ
れ
も
例
奪
に比
し
て良
く
な

い
。院
生
協
議
会
は

ボ
イ
コ
ッ
ト

夢五
・三
7
五
者共
闘を

同
学
会
で
は
、
五
・
三
一全
国
統
一行

勘
日
に
、
駅
大
で
は
五
者共
闘
を
く
む

と
し
て
、
学
内
四
組織
に
働き
か
け
て

い
た
が
、
院
生
協議
会は
さ
る
二十
四

日
騙
時
中
央
委
総
会
を開
き
「安
保
共

闘
の
よ
う
な
全
国
的統
一
闘争
以
外
に

は
五
者
共
闘
は
くめ
な
い
」と
し
て五

・三
一に
不
参加
を
決
議
し
た
.

こ
れ
に
対
し
て同
学
会
で
は
、
院
生

と
も
に
、
他
三
者
には
強
力
に働
き

か
け
、
四
者
共闘
な
笑
現
さ
せ
る
と

い
つ
て
い
る
。

わ
れ
た
。

会
議
は
ま
ず
各
方
面
の
科
学
者
の
人

聞
科
学
の
取
組
み
状
況
と
将
釆
計
圃

に
つ
いて
の
報
告
が
行
な
わ
れ
た
後

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
い
り
、
学
術
会

議
が
政
府
に
設
立
を
要
求
す
る
と
い

う
「人
間
科
学
総
合
研
究
所
」
に
つ

いて
の
具
体
案
が
検
討
さ
れ
た
.

人
間
科
学
と
は
近
年
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

で
発
達
し
て
い
る
行
動
科
学
の
日
本
版

と
も
い
え
る
も
の
で
、
心
理
学
、
社
会

学
、
文
化
人
類
学
ほ
か
多
方
面
か
ら
人

聞
の
行
動
を
研
究
す
る
新
し
い
学
問
と

いわ
れ
て
い
る
。
な
お
請
演
者
と
演
題

は
次
の
通
り
.
「文
化
人
類
学
と
人
聞

科
学
」
今
西
東
大
教
授
「社
会
学
と
人

聞
科
学
」
武
田
早
大
教
授
「人
間
工
学

に
つい
て
」
熊
谷
阪
大
教
授
「農
林
経

済
学
と
人
聞
科
学
」
柏
京
大
教
授
。

　
　
　
　　
　
　
が

纏

購
謝灘

ら
び
にド
イ
ツ
経
営
学
会
出
席
の
た
め

西ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
連
王
国
へ
。

ア
イ
ス
ホ
,
ケ
●

五
月
三+
一日

対
名
大
足期
戦
(名
古
屋
ス
ケ
ー
ト
セ

ン
タ
ー)
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学
生
運
動
を
大
幅
に
索
制

座ポ
事ポ
件口

最
高
裁
、
無
罪
判
決
破
棄

昭
和
二
十
七
年
の第
一審
無
罪
判
決
以
来
〃大
学
の
自
治
∬と
汐警
察
糎
の
介
入
∬
を
め
ぐ
っ
て
十
一
年
間箏
わ
れ
て
き
た
"聚
大
ポ
ポ
ロ
座
亭
件
∬
の
上

告
審
判
決
公判
が
二十
二日
最
高
裁
大
法
廷
(横
田
喜
三
郎裁
判
長
)
で
行
な
わ
れ
た
。
判
決
は
「本件
集
会
は
、
学
生
の
政
治
的
、
社
会
的
活
勤
で
、
憲

法
第
二
十
三条
で
保
障
さ
れ
て
い
る
大
学
の
学
問
の自
由と
自
治
を
學
有
し
え
な
い
も
の
で
あ
り
、
ま
た公
開
の集
会
で
あ
る
か
ら
警
察
官
の
立
入
り
は
違

法
で
な
い
」と
し
て
、
一審
、
二
審
の
判
決
を
破
棄し
あ
ら
た
め
て
榮
京
地
裁
に
裁
判
の
や
り
直し
を
命
じ
た
。

こ
の
裁
判
は
、
事件
の本
質
が
警
察
権

力
の
大
学
目
治
の慢
害
に
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
、
大
き
な政
治
的
問
題
と
し
て
亭

件
発
生
以
釆
、各
方
面
で
庄
冒
さ
れ
て

き
た
。
特
蛍

昨年
は
大
学
管
理
法
の

問
題
が
あ
吟
、学
問
の目
由
、
大
学
の

自
治
の
慢
害
であ
る
と
し
て
広
範
な
反

対
運
動
が
起
った
後
で
あ
る
だ
け
に

"ポ
ポ
ロ
座
判決
召
が
学
生
の
み
な
ら

ず
、
大
学
人
一般
に与
え
た
影
響
は
大

き
い
。
ま
た
大学
内
への
警
窟
立
入
り

が
問
題
と
な
っ
て
いる
愛
知
大
事
件
、

大
阪
掌
芸
大
畢件
の高
裁
判
決
に
も
直

接
的
に
響
く
だ
ろう
。
今
回
の
判
決
で

は
、
従
来
の
判
決
で
指
摘
さ
れ
た
警
察

権
の大
学
の
自
治
、
学
問
の
自
由
に対

す
る
慢
醤
に
つい
て
は
判
断
を下
さ
ず

大学
の自
由
を
「教
授
や
研
究
者
の専

門
の研
究
と
そ
の
結
果
の
発
表、
教

授
」
の自
由
に
限
走
し
、
い
わ
ゆ
る

"学
問
的
紺
で
な
い
学
生
の
活
動は
そ

の範
囲
外
に
あ
る
も
の
と
し
て
、ポ
ポ

ロ座
の
公
演
を
松
川
嶺
件
に
取材
し
た

政
治
的
、
社
会
的
活
動
と
断
定、
し
か

も
こ
の
公
演
は
公
開
で
あ
っ
た
か
ら、

}股
市
民
と
岡
様
、
警
察
冒
も
自由
に

立
入
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
いる
。

従
うて
、
今
後
学
囚
の
厚政
治
的
∬集

会
には
警
窟
の鱗
断
侵
入
が
認
め
ら
れ

た
こ
と
に
な
る
。

?る

に

き

市

霊長類研で
愛知県犬山

京
大
の
霊
長
類
研

究
グ
ル
ー
プ
を
中

心
に
国
立
霊
長
類

研
究
所
を
設
立
し

よ
う
と
い
う
動
き

が
高
ま
って
き
て

い
る
。
殴
立
予
定

地
と
し
て
は
目
下

愛
知
県
犬
山
市
に

あ
る
日
本
モ
ン
キ

ー
セ
ン
タ
ー
の
隣

地
接
が
上
げ
ら
れ

て
いる
が
、
こ
れ

は
同
セ
ン
ター
の
サ
ル
を
フ
ル
に
研

究
に利
用
し
た
いと
いう
槻
点
か
ら
決

め
られ
たも
の
で
あ
る
。
日
本
モ
ン
キ

ー
セ
ン
タ
ー
も
こ
の
グ
ル
ー
プ
が
研
究

に必
要
な
〃笑
験
用
`
サ
ル
を
豊
篤
に

部
長
選
出
規
定
決
ま
る

教
養
部

第

一
次
選
考
は
講
師
ま
で

教
養
部
教
授
会
は
、
十
五
日
教
授
会
を

開
き
「教
授
部
畏
選
出
規
定
」
を作
成

し
二
十
二日
こ
れ
を
発
表
し
た
。

同
規
定
は
、
第
漏次
選
考
で
選
出
さ
れ

た
三名
の
部
畏
候
補
者
を
教
養
部
教授

会
に
お
い
て
互
選
す
る
事
な
ら
び
に
、

投票
法
等
を
定
め
て
い
る
。
ま
た
十
五

日
の教
授
会
で
は
、
第
闘次
選
考
に
お

け
る
選挙
糎
を
専
任
講
師
、
助
教
授
、

教
授
とし
て
、
投
票
に
よ
って
選
出
す

る
事
を申
し
合
わ
せ
た
が
、
『部
長

選
出規
定
」
の中
に
入
れ
ら
れ
て
な
い

た
め
非
常
に
不
安
定
な
も
の
と
な
り
そ

う
。
な
お
従
来
の
教
養
部
に
お
い
て
部
畏
選

挙
は
教
授
会
で
選
は
れ
た
三
名
の
候
補

者
を
総
長
が
最
終
決
定
を
す
る
と
い
う

形
で
行
な
わ
れ
て
い
距
。

〃供
給
∬
す
る
必
要上
、
名
占
屋
鉄
遵

と
タ
イ
ア
ソ
プ
し
て
設
置し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
勤
き
の
中
心
と
な
っ
て
いる
今

西
錦
司
教
授
の
話
で
は
こ
の
部門
に

お
け
る
日
本
の
研
究
は
現
在世
界
的

に
み
て
も
ト
ソ
ブ
ク
ラ
ス
に位
置
し

て
いる
が
、
こ
の
水
準
を
維
持
す
る

た
め
に
も
こ
の
研
究
所
の
設
立
は
ぜ

ひ
と
も
必
要
だ
と
い
う
。

と
も
あ
れ
こ
の
動
き
は
ま
だ
出
発
点
の

段
階
で
あ
り
、
そ
の
見
通
し
は
何
と
も

いえ
な
いが
、
設
立
実
現
を
望
む
声
は

少
く
な
い
よ
う
だ
。

医
、
来
年
も
編
入
試

欠
員
若
干
名
を
補
う

医
学
部
で
は
三
十
九
年
度
の
学外
編
入

者
募
集
を
と
り
や
め
る
意
向で
三十
七

年
度
か
ら
増
募
し
て
き
た
が、
三十
九

年
度
も
者
干
名
を
募
集
し
て編
入
試
験

を
行
な
う
も
よ
う
。
な
お
決
足な
ら
び

に
募
集
要
項
が
発
表
さ
れる
のは
今
年

の
末
と
な
る
見
込
み
。
ま
た、
法
学
部

で
は
、
従
釆
通
り
三
年
次編
入
試
験
を

行
な
う
予
定
。

"
ポ

ラ

リ

ス
反

対

"

院
生
協
、
職
組
起
つ

ポ
ラ
リ
ス
型
核
潜
水
艦寄
港
問
題
を
め

ぐ
っ
て
、
京
大
掌
内で
も学
生
を
中
心

と
し
た
寄
港
阻止
の声
が
高
ま
って
い

る
が
、職
組、
大
学院
生
協
議
会
を
軸

に
職員
、
教
官
の中
にも
動
き
が
で
て

き
て
いる
よ
う
で
あ
る
。

ま
ず、
二
十
日
の京
都
市
民
築
会
に

は
、
職
組
、
院
生
ら
五
十
人
が
参
加

し
た
の
を
は
じ
め
、
職
組
で
は
学
内

の
醤
名
活
動
を
は
じ
め
た
。
二
十
四

日
に
は
立
命
大
で
全
京
都
大
学
連
合

の
集
会
が
行
な
わ
れ
、
ポ
ラ
リ
ス
問

題
の
討
議
に
集
中
し
た
。

数
学
会
年
会
開
か
れ
る

日
本
数
学
会
の
三
十
八
年
度
年
会
が
二

十
四
日
か
ら
京
大
で
始
ま
っ
た
。
こ
の

年
会
で
は
二
十
七
日
ま
で
の
三
日
聞
に

約
二
百
の
講
演
が
あ
り
、
全
国
の
数
学

者
が
集
ま
る
。
今
年
は
特
に
ア
メ
リ
カ

フ
ラ
ン
ス
の
晋
名
な
数
学
者
が
参
加
し

て
特
別
講
演
を
行
な
う
。
開
場
は
数
学

教
室
地
球
物
理
学
教
室
、
湯
川
記
念
館

法
経
第
三
の
四
か
所
で
、
代
数
字
、
統

計
学
、
幾
何
学
、
函
数
論
、
数
学
基
礎

論
な
ど
九
つ
の
部
門
に
分
れ
て
い
る
.

人

間

科

学

の

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム
開

く

単
術
会
議
長
研
委
が

日
本
学
術
会議
長
期
研
究
計
画
調
査
委

員
会
主
催
の
「人
間
の
科
学
に
関
す
る

シ
ン
ポジ
ウ
ム
」第
三回
は
十
七
日
午

後
一
時
か
ら教
脅
掌
部
大
謂
義
簿
」約

六
十
人
の
学
者、
学
生
を
集
め
て
行
な

劇

困□
図

ハン
ド
ボ
ー
ル

六
月
一日
春
期
り
ー

グ

対
桃
山
大
(関
学
グ
ラ
ン
ド
)

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

六
月
一日
関
西
学
生

り
ー
グ
(大
阪
府
立
体
育
館
)

硬
庭

六
月
一日

対
九
大
定
期
戦

(京
大
コー
ト
)
三
日
ー
九
日
関
西
学

生
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
(甲
子
園
コ
ー
ト
)

顯
難
耀

別
段
そ
の
お
か
げ
で
ポ

ロ
校
禽
が
立
派
な鉄
筋
の
建
物
に
な
る

で
は
な
し
、
学
生
の厚
生
施
設
が
拡
充

す
る
訳
で
も
な
い
▼こ
れ
ま
で
「京
大

教
養
部
」
と
い
う名
称
は
、
京
大
内
だ

け
で
通用
する
いわ
ぱ
慶仮
の
名
κ
で

あ
り
、
正
式
には

「吉
田
分
校
」
で
あ

り
「教
獲
部
長
」
は
「吉
田
分
校
主

任
」
で
あ
っ
た
のが
、
こ
れ
に
よ
って

正
式
に
こ
の
よ
う
に呼
ば
れ
る
こ
と
に

な
る
わ
け
。
つま
り
は
、
ま
ま
子
扱
い

に
さ
れ
て
い
たも
のが
、
戸
籍
上
"実

子
灯
扱
い
に
なる
と
いう
こ
と
ら
し
い

と
こ
ろ
が
"実子
κ
待
遇
に
な
る
に

あ
た
っ
て
教
養
部内
には
いろ
い
ろ
な

意
見
が
出
て
いる
よ
う
だ
。
と
く
に
、

若
い
教
冨
層
か
らは
こ
れ
を
機
会
に
教

獲
部
の
改
革
をす
べき
だ
と
い
う
声
が

あ
る
▼こ
ん
ど
の
制
度
化
に
よ
って
、

学科
制
な
る
も
の
が
と
り
入
れ
ら
れ
る

こと
にな
る
が
、
こ
れ
に
は
ず
い
ぶ
ん

と
批
判
的
な
意
見
が
で
て
い
る
.
新
制

大
学
にな
っ
てか
ら
、
旧
制
大
学
に
は

「講
座制
」
新
制
大
学
に
は
「学
科

制
」を
それ
ぞ
れ
基
準
に
予
算
措
置
やゆ

教
官
の
定員
な
ど
を
さ
だ
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
教
養
部
も
今
後
は

「新制
大
学並
み
」の
待
遇
を
受
け
る

こ
と
に
な
ると
いう
も
の
▼
こ
れ
に
対

し
、
旧制
大学
で
あ
った
京
大
で
、
教

養
部
だ
け
が
"新
制
大
学
並
み
∬
に
さ

れ
る
の
はお
かし
い、
と
いう
ち
ょ
っ

と
〃オ
カシ
イ
∬意
見
も
あ
る
が
、
そ

れ
よ
り
「現
状
の諸
問
題
を
な
ん
ら
解

決
せ
ず
に、
か
え
っ
て固
定
化
す
る
も

の
だ
』と
いう
のが
若
手
教
官
の
多
く

の考
え
かた
だ
.
ま
た
、
助
教
授
以
下

の教
官
に笑
質
的
な
行
政
関
係
の
仕
事

を
負
担
さ
せ
てお
き
な
が
ら
、
教
授
会

が笑
権
を
全
て握
って
い
て
、
助
教
授

以
下
の声
を
反
映
す
る
こ
と
が
な
い
と

い
う不
満
が
あ
り
、
そ
の
た
め
再
任
講

師
ま
で含
む
「教
官
会
議
」
を
実
質
的

な
最
高決
議
機
関
に
せ
よ
と
い
う
運
動

が
もり
あ
が
り
つ
つあ
る
▼
こ
の
よ
う

な教
養
部
内
の動
き
は
現
在
助
謂
会

へ助教
授
、
専
任
講
師
九
十
人
の
組

織
)
が中
心
にな
って
いる
。
し
か
し

「教
授
会
の
ペー
ス
に
完
全
に
ま
き
こ

ま
れ
て
いる
」と
の
内
部
の
批
判
通
り

教授
会
の顔
色
をう
か
が
い
つ
つ、
の

感
が
強
く
、
運
動推
進
の
大
き
な
力
に

な
り
え
て
い
な
い
よ
う
だ
▼
いろ
い

ろ
重
要
な
問題
をは
らん
で
いる
教
養

部
が
、
今
回
の
独
立
を機
にそ
の
"切

開
手
術
躍
を
行
な
わ
な
い限
り
、
病

根
は
さ
ら
に
一層根
強
く
は
びこ
り
、

い
つ
な
ん
ど
き
悪化
し
な
いと
も
限
ら

な
い
。
そ
の
た
め
に
も、
助
講
会
は
単

に
〃お
願
い
"
する
ので
は
な
く
、
正

当
な
る
要
求を
強く
押
し
だ
し
て
運
勤

を
展
開
す
べ
き
であ
り
、
ま
た
、
教
養

部
内
の
問
題
と
し
て片
ず
け
る
の
で
は

な
く
、
広
く
京
大
の問
題
と
し
て
い
く

よ
う
志
向
す
べ
き
だろ
う
。
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運
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郎
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国
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現
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魏

鰻麗

讃

山
識

闇
三
含
」
碧

-
詰

躍
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(
労
働
者
の
抵
悪
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詣
海
道
に
お
け
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鉱
労
働
者
の
状
態

霜
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閥
刷
研
死
会

「失
対
」
労
働者
の
状
憩

河
井

謙
弥

フ
ラ
ン
ス
の
労働
看
謄
級
、
そ
の
新
し
い
問刷アンド
レ
・バ
ル
ジ
ョネ

(
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ムV

腕卜霧
騒
雛

顯
霧

婁

茜
回)

天
漣
恵
雄

井
出

洋

黒川

俊
謹

壇
田庄
兵
衛

高
木

藤
夫

高
摺

浩

国
沼

肇

不
破

哲
三

堀
江

正
現

号5第1963・6

季

刊
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霧
溌
陳さ
れ
粍
敦
養
と
、
鋭
い社
会

的
な
目を
も
って
日
々
の
生落
闘

係
を凝
視
し
准
匙代
的
良識
に
あ

ふれ
る随
竃
集
.
学
術
・評
諭
と

広
い
分野
に
お
い
て
活爾
する
著

看
が学
生
時
代
を
過
し
た大
正
へ

の
回慧
、
国
譜
間
題
へ
の発
貫

日本
交
叱
への
考
察
と
エ
ッセ
ー

署
者の
瀬
潔
な
人
柄
が
随所
に
漂

う
日
の々
生
落
に
お
け
る雑
感
。

さら
に
少
年
瞬
代
の
自
作の
諏
話

など
は
腕
む
人
を
童
心に
た
ち
か

えら
せ
、
尽
き
る
こ
と
のな
い
感

銘と
示
腔
を
与
え
て
くれ
る
。

コ ぎ㎜ 小"町白 水 社 擬御㎜圃
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輕濟詳論
6昇 、誌 日本の金融政策と構造
低金利政策の隈昇と買オペー轍嘲融渡辺佐箪日本のオーパーボローイングー 小泉 明
オーバーローンと金利と買オペー三宅義夫
金剰水準ど国際饒争カー・一一一上田遮一∬
公社債市場の育成をはばむもの一石川郁郎
オーバーローンと物価変動…・脚一磯村隆文躍一パ顧口印ンとインフレ 石川常雄

レイングランド銀行訪問話・・一・・一・・一一大島 瀞
レ問題の企業を探ぐる・三和銀行…醐A・B・C
レ技術一今日・明日プレフケブ建築・一古川 修
幽現代資本主義と独占資本主義論暫一岩田 弘
《談話富》ガバメントエコノミストー青木得三
《ルポ〉地城開発ところどころ一鱒鄭島 恭彦

■共同市場諸国の労動漣働 鴫リュピモワ

現代日本経済史入門
安藤良雄箸 ・近日発売・580円
第一次世界大戦から太平洋戦争を経て
戦後の再建にいたるまでの日本経済の
歩みぞ入門的に叙述したもので、経済史
の 度からみた現代史でもある.

寡京新宿須賀町8本 評論新社 振替東京16番

 

規
代
思
潮
社
/
新
刑
・
近
刊

ト
ロ
ツ
キ
ー
選
集
第
八
巻
/
第
九
回
配
本

清
水
幾
太
郎
他
訳
/
四
六
判
/
六
五
〇
円

璽
机運
動
の
原
型
と
し
て「
人
民
戟
線
の
体
験
と
思
慧は
甘
美

な追
憶
で
包
ま
れ
つ
つ、
今
日
も
な
お
コ
反体制
」運
動
の
基

調を
な
し
て
い
る
.
だ
が、
人
民
戦
線
は
果
し
て
心よ
い密
月

を用
意
し
た
か
.
本
書
は
こ
の
現代
史
の
神
話
に
深
い
メズ
を

加え
衆

今
日
最
も
アク
チ
ュ
アリ
テ
ィを
も
つ
書
であ
る
。

実
存
的
白
由
の
胃
険

二
ー
チ
=
か
ら
マ
ル
ク
ス
ま
で

竹

内
芳

郎

著
/

四
六
判
/
八
五
〇
円

近代
ヒ
ュー
マ
ニ
ズ
ム
の
襯
落
によ
って
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
理

代
ヨー
ロ
ッパ
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
さな
か
で
、
一切
の
超
越
的

反
権を
み
つ
か
ら
拒
否
す
る
実存
的
目
由
が
い
か
に
し
て己
れ

を確
立
し
「
ま
た
あ
ら
た
な
自
己梱
剋
の
ド
ラ
マ
を
通
じて
、

社会
と
歴
史
の
全
体
性
へ
と
転
身す
る
過
程
の
精
緻
な
考察
.

甚

餐
採
期
の
思
想

組
織な

き前

衛
たち

II

I

森

秀人

著/

四
六判

/四

九
〇円辺俗的なナシコナリズムによる日本復帰論への苛烈
な批判を軸として、独占麦配の網で血みどろな惨たる様

相
に
た
たき

こま

れた

沖縄
の
現
案を

深層

から

とら

乏

わ
れわ

れを

鋭い

衡動

の中
に
誘
い
こむ
、
新鮮

なイ
ン
タ
ーナショナリズムの観点で書かれ尭興色あるドキュマン近刊

現

代
の

経

験6

水
墾盒

饗4

τ蓋

8

影
の
越境

をめ

ぐ
つ
て
6
耀葦

¥四
五〇

蝦都
販
聚蟻

麗講

現
代
思潮

社

数理科学の最新の研究成果 をワ物理 ・工学 ・経済 ・経営 ・

医学 ・生物 ・天文 ・地学等 の各部門の人々に,わ かりやす

く紹介 する,数 学を中心 とした科学の最前絵の総合雑誌〃

月刊/餐 月5日科
座啖会/彌 永昌吉 ・山内恭彦 ・山内二郎 ・森口繁一 ・増山元三郎 ・
古屋 茂 ・一松 信 エ ッセイ/山 内恭彦 ・秋月康夫 数学の亭ぴ
方/彌 永昌吉ORの 数学/国 沢清典 鮒算機について/野 崎昭弘
新 しい数学/矢 野健太郎 自動診断の実験/増 山元三郎 複素変数
素粒子論/宮 沢弘成 竃芋翫算搬による作曲/大 槻説乎 腕物/ド
ク トル ・チエコ トピヅクス/古 屋 茂 付録/yノ シー ト(編 子
計算機て作曲した音楽)-TOSEAC組 曲ほか
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す
で
に
慣
習
法
的
に
な
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
「大
学
の
自
治
」
に
つ
い
て
初
め
て
最
高
裁
判
所
が
そ
の
見
解
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
た
「東
大
ポ
ポ
ロ
座
事
件
」
に
関
す
る
最
高
裁
判
決
公
判
は
、
二
十
二
日
行
な
わ
れ
「原
審
を
破
棄
、
差
戻
し
」
と
い
う
判
決
が
く
だ
さ
れ
た
。

こ
の
判
決
は
、
原
審
の
「
大
学
の
自
治
」
を
大
幅
に
認
め
た
無
罪
判
決
を
く
つ
が
え
し
た
点
で
、
昨
年
以
来
「大
管
法
」
を
め
ぐ
っ
て
「大
学
の
自
治
」

重
要
な
判
例
と
し
て
残
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

難
,

.

°

'. 灘難
灘察霧鰯
髄

なこ芦 ぼ
}"

鎌

羅蟄

難
懸標灘欝 醐最議 判決蕎 譜雫

こ
こ
で
ポ
ポ
ロ
座
事
件
の
経
過
を
第
一審
判
決
理
由
を
中
心
に
展
開
し
つ
つ
、
最
高
裁
判
決
の
内
容
を
検
討
し
、
本

判
決
の
も
つ
問
題
点
や
、
そ
れ
が
及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
影
響
な
ど
を
述
べ
て
、
最
後
に
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
考
察

し
て
い
き
た
い
。
(編
集
部
)

"無
抵
抗
は
自

由
の
破
棄
4

分
離
で
き

ぬ

"学
問
政

治
"

　

　

の
「扇
大
ポ
ポ
ロ
座
事

問

題

件
」
と
は
、
羅

二+

く

く

七
年
二
月
二
十
目
梨大

本
郷
法
文
経
二
十
五
番
教
駆で
、'東
大

の
演
劇
サ
ー
ク
ル
「ポ
ポ
ロ
座
」
が、

松
川
畢
件
を
テ
ー
マ
と
し
た
「何時
の

日
に
か
」
と
い
う
演
劇
発
表
会
を開
い

て
い
た
時
、
窃蕩
内
に
本
郷
署
の私
服

警
官
三
人
が
立
入
って
い
る
の
を
学
生

が
発
見
し
、
身
分
を
明
ら
か
に
す
る
よ

う
追
求
し
た
こ
と
か
ら
錦
を
発
し
た
も

の
で
、
大
学
の
目
治
と
警
察
権
の
限界

を
め
ぐ
って
十
一年
間
に
わ
た
っ
て
争

わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

ポ
ポ
ロ
座
事
件
が
起
き
た
二
十
七
年

と
い
う
坤
は
、
朝
鮮
戦
争
が
行
な
わ
れ

て
お
り
、
そ
の
創
年
は
、
全
面
講
和
か

単
独
講
和
か
で
関
内
で
大
き
な
問
題
と

な
った
「対
日
調
和
条
約
」
が
調
印
さ

れ
た
.
ま
た
、
ポ
ポ
ロ
座
串
件
の
二
か

月
半
後
に
は
「メ
ー
デ
ー
流
皿
扇
件
」

が
生
し
て
い
る
.

　

　

の
よ
う
に
、
朝
鮮
戦
争

こ

の

と
り
つ
"畿

あ

渦

く

く

中
で
、
国
内
は
、
破
壊

活
動
防
止
法
案
の
国
会
上
提
反
対
や

「植
民
地
化
・軍
穣
基
地
化
反
対
」
の

声
が
盛
上
が
うて
い
た
。
そ
れ
と
と
も

に、
日
本
共
筐
覚
は
火
焔
ビ
ン
戦
術
な

ど、
少
数
精
鋭
分
子
に
よ
る
極
左
冒
険

主
義
戦
術
を
と
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
。こ
の
た
め
、警
冨
の
情
報
活
割
も
盛

ん
にな
り
、
累
大
で
も
「本
冨
士
警
緊

署
警
備
係
員
は
久
し
き
以
前
よ
り
(少

くと
も
昭
和
二十
五
年
七
月
末
ご
ろ
以

降
)
躍
京
大
学
の
構
内
に
お
い
て
、
警

備
檎
勢
収
集
の
κ
め
の
警
察
活
劃
を
続

け
て
米
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
警
察

活
則た
る
や
、
私
服
の
讐
備
係
員数
名

が
ほ
と
ん
ど
連
目
の
ご
と
く
大
学構
囚

に
立
入
って
、張
込
み
、尾
行、
密
行

盗
聴
等
の
方
法
に
よ
っ
て
学
内
の情

勢
を
税
察
し
(中
略
)
学
内諸
団体
並

び
に
団
体
役
員
の
動向
、
学
内
集
会
の

榎
様
、
状
況等
に
つ
い
て常
時
広
汎
、

刻
明
な
査
察と
監視
を
続
け
て
」
(ポ

ポ
ロ
座
事
件
第
一
番判
決
)
いた
有
様

で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た情
勢
のな
か
で
ポ
ポ
ロ
臣

事
件
が
起
き
た
ので
あ
る
。

三
人
の
私服
警
冨を
労見
し
た
掌
生

た
ち
は
身
分
を明
ら
か
にす
る
た
め
警

察
手
帳
の提
示を
求め
た
が
、
そ
の
際

他
の
二
人
は
大声
を
あ
げ
て
逃
げ
出
し

た
た
め
追
跡
され
、
一人
憾
構
内
で
捕

え
ら
れ
会
場
囚
に連
れ
戻
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、私
服
警
官
の
持
って
い

た
手
帳
に
は
、
園犬
に関
す
る
栂
勢
調

査
に
つ
い
て
の
詳し
い記
嶺
が
紀
入
さ

れ
て
いた
た
め
、
ス
パ
イ
活
動
と
し
て

[の霧

萌

ら
か
に
な
り
「李

の
目

治
」
を
犯
す
も
の
と
し
て
問
題
は
噌段

と
大
き
く
な
った
。

　

　

警
察
側
は
学
生
二
人

一
方

(内
ズ
は
時
効
)
を

く

く

警
冨
に
対
し
暴
力
行
為

を
行
使
し
た
と
い
う
理
由
で
逮
捕
、
起

訴
し
た
た
め
「大
学
の
自
治
」
と
「警

察
権
介
入
の
限
界
」
を
め
ぐ
っ
て
の
論

争
が
焦
点
と
な
った
。

検
察
側
の
主
張
は
次
の
通
り
で
あ
る

(朝
日
三
イ
八
年
五
月
二
十
二
d
l
夕

刊
)①

憲
法
の
保
障
す
る
学
問
の
目
由

は
、
教
授
、
研
究
省
の
学
問
的
研
究
、

発
表
、
講
義
の
目
由
に
限
ら
れ
、
政
治

的
目
的
を
為
つ
実
践
沽
動
は
ふ
く
ま
れ

な
い
。

の
野

掌
生
の
目
治
は
、
大
学
当
局
と

に
お
い
て
、
あ
る
程
度
認
め
ら

れ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
目
治
の
範
囲

は
教
授
の
目
治
よ
り
は
る
か
に
限
ら
れ

て
い
る
。

③

反
櫨
民
地
闘
争
デ
ー
の
一
瑚と

し
て
行
な
わ
れ
、
松
川
事
件
の
資
金
力

ン
パ
ま
で
や
っ
たポ
ポ
ロ座
公
演
は
明

ら
か
に
政
治活
動で
、
学
閤
的
な
潰
劇

研
究
の
集
会と
は
到
底考
λ
ら
れ
な

い
。　

　

に対
し
、
二十
九
年

こ
れ

五
月
+
百
、
景

畑

く

く

戴
は
、
学
生
の
行
為
を

大
学
の
目
治
を守
る
た
め
の
正
当
行
為

と
認
め
無
罪
と判
決
し
た
。
そ
れ
に
よ

る
と
「警備
の
必
喪と
いう
一方
的
判

断
の
下
に
、学
内
活
蜘の
あ
ら
ゆ
る
分

野
が
絶
え
ず
警察
権
力
の監
視
と
査
察

の
下
に
置
かれ
る
こと
を
是
認
す
る
に

は
学
問
の
目
由
、大
学
の
目治
の
持
つ

国
法
上
の価
値
は
余
り
に
も
員
盛
で
あ

る
h
と
し
て、
大学
の
目治
、
学
問
の

自
由
は
憲法
二十
三条
に
よ
うて
保
証

さ
れ
て
お
り
「学
間
の
目
由
は
、
単
な

る
個
人
的
な価
傾
で
あ
る
に
止
ら
ず
、

社
会
的、
国
家
的
にも
最
大
の
尊
慮
を

払
わ
ね
ば
なら
ぬ
賞
亟
な
価
値
で
あ
る

」
と
の
べ、
こ
の
よ
う
な
「掌
同
・研

究
の
目由
」
を
椎
利
の
干
渉
か
ら
守
る

た
め
に
大
学
の
目
治
が
あ
る
と
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
教
官
は
勿
論
の
こ
と

学
生
も
「大
学
が
教
育
の
場
と
し
て
、

単
に
学
生
に
知
識
を
授
け
る
と
い
う

に
止
ら
ず
、
学
生
の
学
問
的
精
神
を
鍛

治
す
る
こ
と
を
そ
の
重
喪
な
使
命
の
㌍

つと
し
て
い
る
」
以
上
大
学
の
自
治
の

も
と
に
、
自
治
運
動
を
為
す
こ
と
が
許

さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
事
件
も
、
蔚
に

あ
げ
た
よ
う
に
警
冒
の
継
続
的
建
法
行

為
の
一理
と
し
て
発
表
会
場
立
入
り
か

ら
生
じ
た
こ
と
と
、
し
か
も
、
ポ
ポ
ロ

座
は
、
学
生
団
体
と
し
て
公
認
さ
れ
、

当
日
の
公
瀕
も
正
式
に
許
可
さ
れ
て
い

た
以
上
、
大
学
の
自
治
を
守
ろ
う
と
し

た
学
生
が
警
官
に
抗
議
す
る
こ
と
は
違

法
で
な
い
と
の
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
学
生
の
笑
力
行
使
は
,合
法
的
な

抗
議
σ
と
し
て
(刑
法
三
五
条
正
当
行

為
、
岡
三
六
条
一項
正
当
防
衛
)
無
罪

,を
告渡
し
た
も
の
で
あ
る
。

学
生
集
会
も
範
囲
外
?

中
教
審
答
申
案
に
呼
応

　

　

判
決
理
由
で
注
目
し

こ

の

な
け
れ
は
な
ら
な
い
の

く

く

は
、
学
問
的
活
動
と
政

治
的
活劇
は
分
離
で
き
な
い
と
し
て
、

検
崇
側
の
第
一の
主
張
を
台
尼
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
「本
米
、
学
閥
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最

嘉
裁
判
決
要
旨

廠
法
ニナ
三条
の
学
聞
の
目
由
の

規
冠は
、
掌
間
研
究
の
自
由
と
そ
の

研
霧

果の
発
表
の
図
由
と
を
含
み

大
学で
の
ζ
れ
ら
の
目
由
そ
保
障
す

る
こ
とを
趣
旨
と
し
た
も
の
で
あ

る
。こ
の
自
由
は
公
共
の
橿
祉
に
よ
る

制
限
を免
れ
な
い
が
、
大
学
の
自
由

は
大
学
の
本
質
に
基
づ
い
て
一般
の

場
合
よ
り
あ
る
程
度
広
く
認
め
る
べ

き
で
、
伝
続
的
に
大
学
の
教
授
、
研

究
者
の
人
事
、
大
学
の
施
設
と
学
生

の
菅
幾
に
つ
い
喬

あ
る
程
度
竈
め

ら
れ
て
い
る
.

こ
の
よ
う
に
大
学
の
学
闘
の
目
由

と
自
治
は
、
大
学
が
脚
門
の
学
芸
を

教
授
研
究
す
る
ζ
と
に
基
づ
く
も
の

で
あ
り
、
大
学
の
自
治
と
は
直
接
に

教
授
、
研
究
者
の
研
究
、
そ
め
結
果

の
発
衰
と
教
授
の
目
由
を
保
障
す
る

も
の
と
解
せ
ら
れ
る
べ
き
だ
。

大
学
の
学
生
が
嶋般
函
民
以
上
に

学
聞
の
目
由
の
保
耀
愚受
け
る
の
は

ガ

大
学
の
教
授
、
研
究
者
が
持
つ
特
別

な
学
問
の
目
由
と
目治
の
切果
と
し

て
で
あ
る
。

大
掌
の
掌
生
集
会も
以
上
の
馳
囲

内
で
目
由
と
目治
を
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
学
生
の集
会
が
学
間
的

な
研
究
結
果
の
発蓑
の
た
め
で
な
く

実
社
会
の
政
治
的活
馴
に
あ
た
る
場

合
は
、
学問
の
目由
と
目
治
の
保
護

は
受
け
な
い
。

本
件
ポ
ポ
ロ
劇
団箪
件
は
原
審
の

を
侵
す
も
の
で
は
な
い
。

二
、
た
と
え警
官
の
立
入
り
が
学
問

一、
二
毒
判
決
は
慰
法
二
十
三
条

の
目
由
の侵
轡
で
あ
って
も
、
暴
行

の
解
釈
を
朕
り
、
ひ
い
て
は
大
学
の

を
加
える
こ
と
は
適
当
で
な
く
犯
罪

自
治
の
限
界
に
つ
い
て
そ
の
解釈
と

を
構成
す
る
。
(垂
水
裁
判
官
)

適
用
を
誤
った
違
法
で
あ
り
、
原判

一尋、本
絹
に
つい
て
は
警
官
が
公
衆

決
お
よ
び
第
一番
判
決
は
破
棄
を
免

の
一員
とし
て
入
場
券
を
買
って
入

れ
な
い
。

っ
た
の
だか
ら
警
冒
に
違
法
は
な

な
お
陶
判
決
に
は
次
の
補
足恵
見

い
。さ
ら
に違
法
性
阻
却
瑚
由
が
成

　

が
つ
い
て
い
る
.

立
す
る
た
め
に
必
要
な
"急
迫
性
甜

一、
警
官
が
集
会
に
立ち
入
った

な
ど
の
嬰
件
を
欠
い
て
い
る
.
(石

認
定で
は
反
植
民
地
闘
争
デ
ー
の
一

つ
とし
て行
な
わ
れ
、
実
社
会
の
政

治
的、
社
会
的
活
動
に
あ
た
り
、
学

問
的な
研
究
発
表
の
た
め
で
は
な
い

ま
た
こ
の
発表
会
は
外
来
者
が
入
場

券
を
買
っ
て入
場
し
て
い
た
か
ら
、

公開
と
み
なさ
れ
る
。

し
たが
り
て本
件
集
会
は
大
学
の

学問
の自
由と
自
治
の
保
護
を
受
け

ず
、
警
冒が
こ
の集
会
に
は
い
った

こ
と
は
大
学
の
掌
間の
目
由
と
自
治

こ
と
は
、
髪
間
の
闘
由
、
大
学
の
目

治
を
慢
害
し
な
い
と
し
ても
、
憲
法

の
保
障
す
る
集
会
の
目
由
を優
し
な

お
そ
れ
は
あ
る
。
し
かし
警官
の
立

入
り
行
為
が
盤
法
だ
と
し
て
も、
手

田
被
告
が
警
官
が
立
ち
去
ろ
うと
し

た
の
に
暴
行
を
加
え
た
の
だ
か
ら緊

急
や
む
を
え
な
い
行
為
と
は
い
えず

一、
二
審
が
い
う
よ
う
な
違
法件
の

阻
却
理
由
に
は
当
ら
な
い
。
(入
江

奥
野
、
山
田
、
斎
藤
裁
判冒
)

坂
裁
判
官
)

四
、
原
犠
は
ポ
ポ
ロ
劇
団
の
実
体
な

ど
を
明
ら
か
に
し
て
お
ら
ず
、
原
判

決
だ
け
で
は
警
冒
の
立
入
り
が
限
皮

を
越え
て
い
た
か
ど
う
か
判
定
で
き

な
い。
原
判
決
は
じ
ゃ
う
ぶ
ん
な
覆

理
を
行
って
い
な
い
。

裁
判
冨
)
(以都
新
聞
五
月
二
十
二
日
付
夕

刊
か
ら
の畷
引
)

中
教
審
答
申
案
(抄
)

▽
学
生
の
目
治
活
勤

一
、
学
生
の

自
治
活
動
が
と
く
に
目
治
活
駒
と
し

て
大
掌
教
胃
上
認
め
ら
れ
る
理
由
は

学
生
活
駒
に
お
け
る
自
律
性
の
か
ん

養
、
社
会
性
の
陶
治
あ
る
い
は
学
生

相
互
の
啓
行
な
ど
教育
的な
意義
に

て
ら
し
て
大
学
が
課程
外
の
教
育力

法
と
し
て
積
極
的
に
取
上
げ、
これ

に
淡
認
と
値
頼
を
与
え
る
と
こ
ろ
に

あ
る
。
一、
学
生
の
目
治と
漉
同
され
る
も

の
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
政治
的、

社
会
的
活
動
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は

大
学
の
目
治
で
ある
。
学
生
と
し
て

の
目
治
活
劉
と
頃
民
と
し
て
の政
治

活
則
は
別
で
あ
る
。
ま
た
学
生
の
身

分
に
即
し
て
認
め
ら
れ
る
掌
生
の
目

治
活
到
は
大
学
の
目
治
と
混
同
さ
れ

て
は
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
大
学
の
買

(横
田
正
俊
亀任
の
聴
開
を
学
囚
の
目
治
活
動
に
限

定
せ
ず
、
学
外
に
お
い
て
も
違
法
行

為
が
め
れ
ぱ
、
大
学
は
教
育
指
綿
の

賀
任
を
11
避
す
べ
き
で
な
い
。

教
育
は
国
民
生
活
の
全
分
野
に
亘
る
べ

き
も
の
で
あ
っ
て
、
現
代
国
家
に
お
い

て
は
、
国
民
の
す
べ
て
の
生
活
が
、好

む
と
好
ま
ざ
る
と
に
拘
ら
ず
、
政
治
に

関
浬
し
て
来
て
い
る
の
で
ある
か
ら、

学
問
的
活
蜘
や
教
鷲
的
活
蜘
に
し
て
改

治
よ
り
全
く
隔
絶
し
そ
れ
と
の
関
連
性

を
晃
全
に
遮
断
し
た
も
の
を
考
え
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
る
」
と
の
べ
て
い
る

ま
た
「学
生
が
政
治
的
、
社
会
的
挙

象
に
関
心
を
箭
せ
、
研
究
の
対
象
、
題

材
を
広
く
政
治
や
往
会
に
求
め
、
こ
れ

を
学
囚
活
蜘
に
お
い
て
、
広
い
意
駄
に

お
け
る
学
問
的
立
場
よ
り
研
究
的
に
取

り
扱
う
こ
と
は
、
学
間
の
目
由
の
蟹
要

な
内
岱
の
一つ
を
な
す
も
の
で
あ
る
」

殉.;
"鵠゚

と
し
て
、
たと
え、
ポ
ポ
ロ
座
の
公
漬

が
政
治
杓
を有
し
て
い
た
と
し
て
も
、

警
察
機
介
入が
台
法
化
さ
れ
る
も
の
て

は
な
い、
と
断
足し
て
い
る
。

さ
ら
に
「官
憲
の
違
法
翁
為
を
目
前

に見
て徒
らに
坐
視
し
、
こ
れ
に
対
す

る
適切
な
反
抗
と
抗
議
の
手
段
を
尽
さ

な
い
こと
は
、
自
ら
目
由
を
廃
棄
す
る

こと
にも
な
る
だ
ろ
う
。
目
由
は
、
こ

れ
に対
す
る
侵
略
に
対
し
て
絶
λず
一

疋
の防
勧
の
態
勢
を
と
って
護
って
行

か
なく
ては
侵
さ
れ
易
い
も
の
で
あ

る
」
こと
を
強
調
し
て
、
学
生
の
行
為

は
、
自
由を
守
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ

る
こと
を
圭
張
し
て
い
る
点
は
、
大
き

く評
価
しな
け
れ
ば
なら
な
い
。

こ
のよ
う
な
第
一審
の
阿
沃
に
た
い

し
、
検
察側
は
箇
ち
に
控
訴
し
た
が
、

三
十
一
年五
月
パ
日
、
巣
暴尚
裁
で
も

第
一審
判
決
を
文
持
し
て
検
畢
控
訴
を

棄
却
、
検
察
側
は
さ
ら
に
上
告
し
κだ

め
、
最
尚
裁
ま
で
亭
件
は
持
ち
こ
ま
れ

[て
い
,た
の
で
あ
る
。

　

ン

う
が
、
最
繭
救
判
決

と

こ

に
よ
れ
ば
さ
き
に
あ
げ

ー
k
く

た
検
察
側
の
主
張
が
全

面
的
に
取
入
れ
ら
れ
、
逆
に
第
一諾
判

決
は
憲
法
二
一二条
の
学
問
の
目
由
に
関

す
る
規
定
の
解
釈
を
誤
り
、
引
い
て
大

学
の
目
治
の
限
界
に
つ
い
て
も
誤
認
し

て
い
る
と
し
て
い
る
.
最
高
裁
判
決
の

主
張
し
て
い
る
点
は
①
憲
法
上
の
学
問

の
目
由
を
「富
圓的
研
究
の
目
申
ζ
研

究
鯖
果
発
表
の
目
由
」
と
し
、教
授
や

研
究
者
の
学
問
的
目
由
を
保
障
す
る
規

足
と
解
釈
し
た
②
し
た
が
っ
て、
自
治

も
純
学
問
的
な
も
の
と
制
限し
、
学
生

集
会
も
学
間
的
で
な
い
故
治、
社
会
活
.

}
劇な
ど
は
大
学
の
も
つ学
問
の
目
由と

目
治
の
鋤
囲
外
に
あ
ると
し
て
いる
。

⑬
と
く
に
ポ
ポ
ロ
座
公
痴は
、
松
川
串

側
を
ナ
ー
マ
と
し
た政
治
的
、
社
会
的

活
動
で
あ
り
、
幡般
公
開
し
た
以
上
入

場
券
を
買
っ
て
入
っ
た
警
冨
の
行
為
は

逸
法
で
な
い
、
な
ど
で
あ
る
。
(毎
日

三
十
八
年
五
月
二
十
二
日
ー
ダ
刊
)

こ
こ
で
間
題
に
な
る
の
は
、
学
問
の

臼
由
、
大
学
の
目
治
の
範
謝
を
「純
学

問
的
な
も
の
」
に
制
限
し
て
い
る
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
観
点
か
ら
「政
治
、
社

会
活
勤
」
は
、
学
問
の
目
由
と
目
治
の

範
囲
外
に
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
.
こ
の
解
釈
に
従
う
と
、
現
在

の
学
生
集
会
は
も
と
よ
り
、
サ
ー
ク
ル

活
動
の
大
多
数
が
、
大
学
の
自
治
の
鋤

囲
外
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の

績
果
蚤
然
の
よ
う
に
日
夜
警
察
権
力
の

介
入
に
お
び
や
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

　

㍉
ノ

点
に
関
連
し
て
、
騨

こ

の

段
と
注
馨

換
起
す
る

く

く

必
要
が
あ
る
のは
、
一

月
二
十
八
日
に
中
教
審
(中
央
教
育審

議
会
)
が
答
申
し
た
「学
生
の厚
生
補

導
」
に
つ
い
て
で
あ
る
(資料
参
考
)

そ
の
答
串
の
中
で、
と
く
に
「学
生
の

自
治
活
動
」
に
つ
い
て
とし
て次
の
よ

う
に
の
べ
て
い
る
.
「
学
生
の自
治
と

混
同
さ
れ
る
も
の
が
二
つあ
る
.
一
つ

は
政
治
的、
社
会
的活
勤
で
あ
り
、
も

う
一
つ
は
大
学
の
自
治で
あ
る
。
学
生

と
し
て
の
目
治
活助
と
市民
と
し
ての

政
治活
蜘は
別
で
ある
.
また
学
生
の

身
分
に
即
し
て
認
め
ら
れ
る学
生
の
自

治
活
動
は
大
学
の
目
治
と
混同
さ
れ
て

は
な
ら
な
い
」

学
生
の
自
治
が
"政
信的
、
社
会

的
鐸
活
動
や
〃大
学
の
目
治召
と
混
同

さ
れ
て
は
な
ら
な
い
、
と
いう
中
教
審

の
答
申
と
、
こん
ど
の最
高
裁
判
決

「笑
社
会
の
政
治
的、
社
会
的
活
動
に

当
た
る
行
為
を
する
場會
には
、
大
学

の
有
す
る
特別
の
掌間
の自
由
と
自
治

は
皐
脊し
な
い
と
いわ
ね
ば
な
ら
ぬ
」

と
い
う判
例
と
を
、
結
合
し
て
国
家
権

力
が攻
撃
し
てき
た
場
合
、
学
生
の
目

治は
どう
な
る
か
は
、
火
を
見
る
よ
り

明
ら
か
な
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
よ

う
にな
った
時
、
学
生
の
臼治
侵
轡
が

いわ
ゆ
.O
,大
学
の
目治
4
の
侵
鴇
に

ま
で
発
展
し
な
い
な
ど
と
い
う
こ
と
が

考
兀ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
戦
前
の
一

連
の
歴
史
が
た
ど
った
跡
を
見
れ
ば
明

白
な
こ
と
と
な
る
だ
ろ
う
。

抵
抗
姿
勢
の
確
立
を

愛

学

大

・大

学

大

・

他
事
件

へ
の
影
響
は
必
至

ラ

　

現

十仁

擢
力
介
入
に
つ
い
て
の

く

〆
＼

事
件
は
「尿
大
ポ
ポ
ロ

座
學
件
」
の
ほ
か
に
[愛
知
掌
芸
大
畢

件
」
(二
十
七
隼
五
月
)
と
「大
阪
学

芸
大
嚇
件
」
(三
十
四
年
十
一月
)
の

二
つが
そ
れ
ぞ
れ
高
裁
で
裁
判
中
で
あ

る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
ポ
ポ
ロ
座

事
件
と
同
埋
由
の
も
と
に
第
一審
で
「

大
書

治。
塞

大
字の
。治
」
藷

。
て
戯
罪
と
な

っ
で
いる
だ
け
に
、
今
展
の
最
尚
悩判

例
によ
って
急
転
す
る
こ
と
03
ま
ぬ
が

れ
な
い
こと
で
あ
る
。

こ
のよ
う
に
最
高
裁
判
例
が
、
大
学

の
目治
を教
授
銭の
目
治
と
限
疋
し
、

学問
の
目
由を
紬
学
問
的
研
究
の
ワ
ク

内
に押
し
こめ
、
社
会
的
政
治
的
活
動

と
学問
と
の聞
に
一線
を
割
す
る
こ
と

闘r剛ll,川OII9,勘鱒o

学 園 騨 野
鯛II川10川1闘川8轟1

明
確
な
対
決
の
姿
勢
を

開

ボ
ボ
ロ
事
件
判
決
に
反
対
す
る

え
る
と
思
う
。
こ
の
上
に
た
っ
て、
現

在
の
最
高
裁
判
決
が
い
か
に
そ
の無
罪

判
決
に
挑
戦
LVて
い
る
の
か隔
その
姿

勢
の
検
討
は
お
の
ず
か
ら第
二次
世
界

大
戦
"
帝
圏
主
義
戦
争
の敗
北
の
後
、

近
代
的
な衣
装
を
ア
メリ
カ
によ
って

ヤ着せ
ら
れ
つ
つ
復
活
・
発展
す
る
日
本

の
権
力
機
椴
の
姿
勢
の
検討
と
い
う
側

面
を
持
た
ざ
る
を
勧
な
いが
、
こ
こ
で

は
昨
年
釆
、
政
府
の
重
要
な
政
策
で

で
も
あ
る
か
らで
あ
る
。

・・…

…

二
…

…

三

ま
ず
、
判
決
を
検
酎
し
て
み
よ
つ。

細
部
に
わ
た
って
の
法
曙

を
割
愛
す

る
な
ら
ぱ
、
わ
れ
わ
れ
に
と
って
凄

臨

な
間
題
は
二
つ
あ
る
。

、第
一は
、
い
う
ま
ヤ
も
な
く
、
そ
の

"学
岡
の
目
由
、
大
学
の
]]治
"
論
に

あ
る
。
判
決
は
憲
法
二
十
三
条
の
ワ学

間
の
目
由
4
の
一般
的
解
釈
を
込
べ
た

の
ち
次
の
よ
う
に
い
う
。

す
な
わ
ち
、
「大
学
に
お
け
る
字
同

の
目
由
を
保
陣
す
る
た
め
に
、
伝
統
則

に
大
学
の
目
治
が
認
め
られ
て
いる
。

こ
の
目
治
は
、
特
に
大
与
の
教
授
そ
の

他
の
研
究
省
の
人
嶺
に
関
し
て
躍
め
ら

れ
、
ま
た
、
大
学
の
馳
設
を
字
生
の
醤

理
に
つ
い
て
も
あ
る
程
皮
認め
られ
て

い
る
」
。
そ
レ
て
「大
学
の
掌
生
が
「

般
の
国
民
以
上
に
学
間
の
目由
を
學
月

し
、
ま
た
大
学
当
局
の
目
治
署
濯
し

よ
る
蝕
設
を
利
用
で
き
る
の
は、
大
字

の
教
ぜ
モ
の
他
の
研究
首
の有
す
る
狩

別
な
学
固
の
目
甲と
国治
の効
果
と
し

て
で
あ
り」
と
断
じ
て
いる
。
こ
こ

で
は
、
モ
の
ワ学固
の
目由
躍
論
が、

孔
会
七
、政
治性
を
ア
・プ
リ
オ
リ
に

梼
た
な
い純
7学
問
4
の
保
陣
と
し
て

の
軸
囲
囚
に押
し
こめ
ら
れ
、
ま
た
、

そ
の
,大牛
の
目治
`
論
は
、
大
学
を

構
成
する
一
都
にす
ぎ
な
い
教
撹
の
身

目
治
ら以
外
の
何
物
で
も
な
く
な
って

い
る
。し
か
し
、
社
会
性
、
政
治
性
を

持
た
な
い
"学
同
両
な
ど
は
匹米
現
缶

で
は
ほと
ん
ど
存
在
し
得
な
い
こ
と
は

明
ら
かで
あ
る
。
し
た
が
って
、
そ
の

ため
の
〃目治
∬
な
い
し
そ
の
保
陣
と

い
う
こと
は
、
こ
れ
も
漂
た
笑
体
が
な

いと
い
って
よ
い
。
そ
し
て
さ
ら
に
、

大
学
び教
授
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る

ので
は
な
い
し
、
そ
の
璽
裏
な
一部
分

で
める
宰生
を
故
恵
に
対
立
的
に
把
え

な
が
b
拶教
授
為
の
細
〃学
問
甜
を
保

鰻
し
よ
う
と
い
'つ段
に
な
って
、
こ
の

判
決
の
目
指
す
も
の
が
何
で
あ
る
の
か

が
よ
り
麟
骨
に
衣現
さ
れ
て
い
る
と
い

う
べき
で
あ
ろ
う
。

歴
更
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
判決
文

が
、
「本
件
集
会
は
、
公
開
とみ
な
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
し
て
みれ

ば、
本
件
樂
会
は
、
大
学
の学
問
の

自
由
と
目
治
を
亭
有
しな
いも
の
で
あ

っ
て
、
こ
れ
に
警
娠
官が
立
ち
入
った

こ
と
は
、
大
学
の
目
由
と
目治
を
犯
す

も
の
で
は
な
い
」と
いう
に
お
よ
ん
で

,天
字
の
目治
幽は
凸兀全
に
窒
中
分

解
し
、
大
学
をし
て改
意
に
柄
力
の
下

に
膝ま
ずか
せ
る
も
の
と
な
って
い
る

と
断
ぜ
しる
を
袖な
いの
で
あ
る
。
す

な
わ
ち、
前
記
し
た
よ
う
に、
当
初
か

ら
情
鞭収
集
と
い
う
目
的を
持
った
警

察
冒
虐大
学
囚
に
立
ち入
ら
せ
る
こ
と

が
り大
字
の
目治
両
への
挑
戦
で
あ
る

と
い
う
こ
と
に対
し
て
一おも
ふ
れ
な

い
で
お
い
て
は、
そ
の
〃大
学
の
属
治

`
論
は
もは
や
慧
駄を
な
さ
す
、
む
し

ろ
こ
の
判決
が
も
っと
も意
図
し
て
い

る
方
向
を
目
ら
明
ぢ
か
にし
てし
ま
っ

て
いる
と
断
定
し
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う

す
な
わ
ち
、
去
る
へ
月
に
出
さ
れ
た

中
教
蓄
答
申
が
機
力
の
教
脅
雌
策
で
あ

と
す
る
な
ら
、
こ
の
判
決
は
、
判
例
と

いう
形
を
と
り
な
が
ら
今
後
の
〕口本
の

教
甫
界
を
完
全
に
箪
握
し
、
権
力
の
目

指
す
も
の
を
裁
判
所
み
ず
か
ら
が
先
取

し
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ

こ
に
お
い
て
、
こ
の
判
決
の
慾
昧
す

る
も
の
が
、
完
金
に
そ
の
り第
三
省
4

性
を
か
な
ぐ
り
捨
て
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
、
と
見
抜
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
だ
。
と
す
る
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
こ

れ
に
対
す
る
態
皮
は
明
ら
か
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
〃大
学
の
目
治
あ
の
敗
北

の
歴
史
に
学
び
、
最
高
裁
判
決
の
欺
胴

性
を
見
抜
き
、
自
ら
の
手
で
柵
力
支
配

を
た
ち
切
って
い
く
こ
と
、
こ
れ
し
か

な
い
.

に
よ
っ
て
、
昨
年
米、
日
囚
に
お
い
て

も
、
や
っ
と
廻
求
さ
れ
よ
う
と
し
た
新

し
い
大
字
の
目
治
概
念
の
萌
芽
は
鯉
残

に
も
つ
み
と
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
西
え

よ
う
。

一
　

　

に
課
せ
ら
れ
た
こ
れ

学

生

か
ら
の
擾

的
な
魑

く

く

は
、
こ
の
判
決
に
よ
っ

て
勇
気
づ
け
ら
れ
て
政
府
が
中教
審
答

申
の
笑
質
化
を
邉
っ
て
く
る
の
を
、
い

か
に
し
て
防
ぐ
か
に
あ
る
だ
ろ
う
。
す

で
に
内
醸
文
部
事
務
次
官
は
判
決
の
直

レ

五
月
二
十
二日
、
最
高
裁
大
法
廷

は、
昭
和
二十
七
年
二
月
に
東
募
大
掌

本郷
梅
囚
に警
察
宮
が
情
報
収
集
の
た

め
に侵
入
し
た
た
め
起
った
"ポ
ポ
ロ

座
寧件
g
に対
欺

一、
二
審
の
無
灘

　

判
決
を破
棄
し
、
有
罪
の
根
拠
を
い
く

つ
か示
し
て
「差
し
戻
し
」
と
い
う
判

決
雫
し
た
.

こ
の
,ポ
ポ
ロ座
4
覇
件
お
よ
び
そ
.あ
る
,人
づ
く
り
`
政策
の
一環
と
し

の
無
罪判
決
は
、
戦
後
の
民
王
教
青
徹

厘化
の
舜
つ
の証
左
と
し
て
、
い
わ
ゆ

る
夢大
学
の自
治
鐸
の
ま
ぎ
れ
も
な
い

成
果と
して
「わ
れ
わ
れ
の
梱
利
主
張

の砦
と
し
て
竃
要
な
位
巖
に
あ
った
の

た
と
いう
こ
と
は
ま
ず
は
っき
り
と
い

げ聾

b

鑑

卍̀

て
の
「大
学
管理
」と
、
そ
の
当
否
を

め
ぐ
っ
て
ゆ
れ勘
く摘
蛸
に
対
し
て
今

回
の
判
決
が
持
つ
慧
義
との
相
関
闘
係

を
見
て
み
よ
う
。
それ
が、
も
っと
も

の
今
日
的
な
問
題
の把
握の
方
法
で
あ
り

わ
れ
わ
れ
旨身
の
力向
を
撫
る
方
法

…

…
:
三
…

…
・

第
二
に
、
判
決
は
"ス
与
の
目
治
あ

と
い
う
もの
が
歴
史
剛
に
と
の
よ
う
な

も
の
で
あ
った
か
、
聯
実
と
し
て
い
か

な
る
もの
.」あ
った
か
に
対
す
る
完
全

な
る
無
知
、
ま
た
は
故
慧
に
歪
曲
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
だ
う
つ。
す
な
わ
ち
、
〃大

学
の
自治
`
は
そ
の
も
っ
と
も
生
々

し
い
囚
細と
し
て
、
権
力
か
ら
の
,目

治
醒
以
外
の
何
物
で
も
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
直

接
尉
に
は
擬
漿
権
力
と
の
抗
争
の
歴
史

で
あ
り
、
事
実
と
し
て
は
そ
の
敗
北
の

後
「
大学
人
の
敵
治
的
活
動
は
憲
法
で

保
隊さ
れ
る
字間
の
目由
の
軸
囲
に
は

は
い
らな
い
こと
が
、
と
の
判
決
で
明

ノ

ら
か
にさ
れ
た
こと
は
恵
義
が
あ
る
。

大
学は
政
治
的
な
活
動
に
行
き
す
き
る

べ
きで
な
い.
そ
の
κめ
に
、
大
学
は

学
囚
の集
会
の
肝
可
な
ど
を
い
っそ
う

慎翼
にし
てほ
し
い
」
(朝
目
五
月
二

十
二目
-
夕
刊
)
と
の
べて
い
る
.

学
生
の
目治
活
動
への
弾
圧
に
そ
な

え
て
、
いま
す
ぐ
断
呼
た
る
抵
抗
の
姿

勢を
碓立
す
べき
で
あ
ろ
う
。
(萩
)

注
第
一器
判
決
潤
由
は
、
冨
沢
他
編

「戦
後
秘
密
警
察
の
笑
態
」1
三
一醤

房
か
ら
の重
6ー
。
ま
た
、
ポ
ポ
ロ
座
事

件
の粧
過
は
菓
大
新
聞
「
三十
八
年
四

月
十
目
号
」を
参
勇

灘難欝
慧 鞭

繊 欝灘
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(月 曜日)昭和38年(1963年)5月27日

対

政
府
4
へ
の
発
展
を

[鞭
繋

出
発
は
現
実
生
活
の
場
か
ら

米原
子
力
潜
水
艦
寄
港
問
題
が
ク
ロ

ー
ズ
・ア
ップ
さ
れ
る
申
で
、
反
対
勢

力
の
たち
お
く
れ
が
表
面
化
し
、
平
和
L

運勤
の再
建
が
各
方
面
か
ら
い
わ
れ
は

じめ
てい
る
。

・

再
建
が
聞
題
と
な
る
の
は
、
3
・
ー

ビ
キ
ニザ
ー
を
前
に
し
て
二
月
二
十
八

日
に安
井
原
水
協
碑
串
長
ら
、
全
担当

常
任
理
事
が
辞
任
し
、
最
終
的
に、
原

水
協
の
機
能
が
喪
失
し
た
か
ら
で
あ

る
.
最
終
的
に
と
い
う
の
は、
いう
ま

で
も
な
く
昨
年
八
月
の第
八
同原
水
禁

大
会
に
お
い
て
、
特
に
ソヴ
ィ
エト
の

核
実験
を
め
ぐ
る
社
・共
の
対
立で
す

で
に
畢異
止
機
能
を
喪
失
し
て
い
たか

らで
あ
る
。

そ
れ
故
「す
べて
の
核
笑
験反
対
」

と
いう
平
和
運
勤
が
当
然
ふ
ま
える
べ

き
原
則
を
拒
絶
し
た
日
共
の責
任
は
巨

大
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
日本
乎
和
運

動
は
、
構
勢
に
規
定
さ
れ
て
一
個
の転

換
期
を
迎
え
て
い
る
よ
う
に見
える
。

(
一)

日
本
原
水
禁
運
動
は、
五
十
四
年
の

ビ
キ
ニ
の
〃死
の
灰
4
によ
る
久
保
山

為
吉
氏
の
死
を
契
機
と
し
て
いる
。
そ

の
運
動
は
、
環
京
杉
並
区
の主
婦
た
ち

が
開
始
し
、
急
速
に
全
国民
を
と
ら
え

て
い
った
。
原
水
爆
禁
止
の署
名
連
動

が
そ
の
初
ま
り
で
あ
る
。そ
の嬰
求
は

飾兜常 白

鳳

轍
撫 窪

、繍灘

糠
轍
灘

 謙

囎 究

鍵 雛酸

饗嚇義謬
漁

 
(

ρ¥

讐

、

の蕪
轍

講
灘

　
霧二鷺鱒日
繭

 

§

也純開新
あ
る
い
み
で
は
素
朴
で
あ
り
、
そ
れ
故

に
生
々
し
い
も
の
で
も
あ
っ
た
。

①
原
水
爆
禁
止
の
た
め
全
国
民
が
署
名

し
ま
し
ょ
う
。
②
世
界
各
国
の
政
府と

国
民
に
訴
え
ま
し
ょ
う
。
③
人
類
の生

命
と
幸
福
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

と
い
う
三
つ
の
ス
ロ
ガ
ン
で
あ
る
こ

の
署
名
運
動
は
、
二
千
万
人
を
こえ
、

そ
れ
を
累
計
す
る
も
の
と
し
て原
水
爆

禁
止
署
名
全
国
協
議
会
が
生
まれ
、
日
。

協
議
会
が
生
ま
れ
、
日
本
原水
協
へ発

展
的
に
解
消
す
る
の
で
あ
る
。ご
の時

点
で
は
、
ま
だ
、
ほ
と
ん
ど政
治
色
を

も
た
つ
政
党
も
関
与
せ
ず、
い
わ
ば

"純
粋
乎
和
遮
勤
π
と
でも
いう
べき

様
相
を
て
い
し
て
い
だ
が
こ
のよ
う
な

累
朴
な
要
求
に
方
向
を与
え
た
の
は
、

国
際
共
産
主
義
渥動
に
おけ
る
乎
和
共

存
路
線
で
あ
り
、
実
験
禁止
協
定
、
軍

縮
の
方
向
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
こ
の
よ
うな
ス
ロー
ガ
ン
が

特
に
イ
ン
テ
リ
ゲン
チ
ャを
と
ら
え
た

と
し
て
も
、
こ
の運
勘
に
参
加
し
た
、

圧
倒
的
な
大衆
は
、
現
実
の
生
活
の
場

か
ら
発想
し
たで
あ
ろ
う
。
謹
と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
に
し
て
力
向

を与
え
ら
れ
た
原
水
協
は
、
も
ち
ろ
ん

五
十
六
年
の
砂
川
闘
争
な
ど
に
み
ら
れ

る
基
地
闘
争
と
い
った
、
具
体
的
な
反

椎
力
闘
争
を
問
題
に
し
な
か
っ
た
わけ

で
は
な
い
し
、
常
に
、
乎
和
運
動
の
論
闇闇

理
と
階
級
闘
争
の
舗
理
の
結
節点
が
討

論
さ
れ
た
の
も
串
笑
で
ある
。し
かし

こ
の
間
の
運
動
は
、
ほ
ぼ
原
水爆
実験

の
即
時
か
つ
無
条
件
禁
止
協
定と
いう

協
窟
要
求
闘
争
と
し
て
の
性
格を
も
ち

具
体
的
活
動
も
、
原
水
禁
大会
へ向
け

て
竃
伝
、
啓
蒙
、
署
名、
行
進
と
い
っ

た
も
の
に
限
足
さ
れ
て
いた
。

し
か
し
、
そ
の様
相
は
、
安
保
闘
箏

前
後
か
ら
変化
し
は
じ
め
た
よ
う
に
見

え
る
。
そ
の
こと
は
「政
党
系
列
化
が

で
て
き
た
のに
は
い
つか
の
原
因
が

あ
りま
す
が
、
こ
の
こ
と
は
原
水
爆
禁

止運
勤
が
政
治
と
の
対
決
を
明
確
に
し

細
謎

塾
勤
髄

馨

塾

井
郁
氏
の
発
莚
う
か
が
う
こ
と
がエ

き
る
。
安
井
氏
も
い
う
よ
う
に
「こ
う

し
た
運
動
は
安
保
反
対
闘
争
と
も結
び

一安
は
、
資
本
主
藏
の
相
対
的
安
足
に
よ

って
帝
国
主
義
聞
の
競
争
ー1対
立
が
い

ま
だ
成
熟
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

ろ
う
.

そ
れ
故
、
こ
の
政
治
へ
の
対
決
11
反帝

闘
争
を
包
枯
し
つ
つ、
従
来
の運
動
を

発
展
さ
せ
る
こと
が
必
費で
あ
った
し

こ
の
転
期
を
の
り
き
る
か否
かは
日
本

平
和
運
動
の
今
後
を決
す
る
も
ので
あ

っ
た
。
こ
の
間
題
をめ
ぐ
っ
て日
本
平
和
運

動
が
い
か
な
る方
向
を
と
った
か
は
後

}に
述
べ
る
とし
て、
こ
の間
題
に
つい

まの前的う つ点 る制実て りのつねでに間な たで支
の 、い まとき9高籍馨 燕霜馨 史護を 匙醒

鳶霧篭奮あ 導覇鋳 驚讐吟芭oミ高
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欝 蘂聯 馨嫌 購
つ分 も しれ こて け う軍 る 境 形十
た製 し'必 のも7こ と事 ゜と を年
の を た以 然 よ ま地 す 体 覇 しと口
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昨
秋
米
の
あ
の
大
学
管
理
法
紛粋
闘
争
は
、

外
か
ら
の
大
学
目
治
"
学
問
の自
由
を
お
か
そ

う
と
す
る
も
の
へ
の闘
いで
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
らこ
の大
学
の
目治
を
く
いも
の
に

し
よ
う
と
する
怪
物
は
、
私
達
の
大
学
内
に
も

い
る
ので
す
。
も
し
私
蓮
が
こ
の
怪
物
を
そ
の

ま
ま
にし
て
いる
な
ら
、
今
般
の
あ
の
最
高
裁

のポ
ポ
ロ座
判
決
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
一

層強
い圧
力
を
、
外
か
ら
の
椿
力
に
対
し
て
抗

する
こ
と
は
、
で
き
な
く
な
る
で
し
よ
う
。

敗
戦
後
、
私
達
の
先
輩
は
りわ
だ
つ
み
の
悲

劇
を
再
び
く
り
返
す
ま
じ
ぼ
の
誓
い
の
も
と

に、
軍
国
主
義
的
教
授
の
遺
放
"
学
園
民
ま
化

の
旗
の
も
と
で
、
レ
ッド
パ
ー
ジ
闘
争
窮

法
案
反
対
闘
争
、
わ
だ
つ
み
事
件
、
天
騒
拳

件
、
学
生
部
次
長
制
反
対
闘
争
、
大
管
法闘

争
、
等
々
の
闘
い
を
起
し
て
き
ま
し
た
。
そ
う

し
て
、
こ
う
し
た
闘
い
に
よ
っ
て
外
部
椎
力
の

侵
入
、
警
察
権
の
一方
的
行
使
に
対
し
大学
を

守
り
続
け
て
釆
た
の
で
す
。
し
か
し
こ
うし
た

私
達
の
闘
い
に
対
す
る
弾
圧
は
決
し
て
外か
ら

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
こと

は
、
同
学
会
の
二
度
にわ
たる
解
散
、
な
ら
び

に
活
動
停
止
、
そ
し
て数
十
人
にの
ぼ
る
大
学

を
守
る
た
め
に
闘
っ
た私
達
の
先
輩
への
処
分

等
の
事
実
が
示し
てく
れ
ま
す
.
大
学
の
自
治

を
危
す
怪
物
は
こ
の学
園
内
に
あ
る
の
だ
.

今
年
十
一
月
京大
にお
い
て
は
二
十
一代
目

の
総
長
を
決
定
す
る
選゚
挙
が
な
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
選
挙
に
関
与
で
き
る
の

は
、
京大
構
成
員
の
一%
に
も
み
た
な
い
教
授

達
だ
け
な
の
で
す
。
全
国
の
大
学
中
、
こ
の
京

大
の
よ
う
に
、
総
長
選
挙
椿
を
教
授
だ
け
に限

選
挙
権
を
広
範
囲
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雛
鍵
霧
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う
て
い
る
の
は
、本
板
し
か
な
いの
で
す
。
確

か
私
達
京都
大
学
は
、
大
正
三
比
の
沢
柳
事
件

に
よ
っ
て、
最
初
に総
長
選
挙
権
を
獲
得
し
た

の
でレ
た
.そ
う
し
て
そ
れ
以
釆
滝
川
亭
件
を

初
め
と
し
て、
大
掌
の
目
治
を
守
り
え
た
の
は

決
し
て
教授
会
の
力
ご
は
な
く
、
官
僚
組
織
の

中
で
、
東
大
と
と
も
に
有
力
な
地
位
を
示
し
て

いた
と
いう
畢
実
だ
け
が
、
名
は
か
り
の
大
学

の
日治
を
守
った
の
で
す
。
そ
う
し
て
今
も
な

お
、
大
学
の
目
治
は
教
授
会
が
守
る
も
の
と
い

う
、
公
理
が
こ
の
大
学
に
は
通
用
し
て
い
る
の

羅
難
縫
織
灘
綴
懸灘
灘

己
の
学
部
、
大
学
に
お
い
て
、
憲法
上
保
障
さ

決
定
さ
れ
る
の
で
す
。
事
実
、
京
都
大
学
学

畑

れ
て
い
る
学
問
研
究
の
目
由
、延
いて
は
大
学

長
選
挙
基
準
の
中
に
は
、
学
長
立
候
補
制
もし

椰

の
自
治
が
侵
害
さ
れ
る
、
虞
のあ
る
行
為
に
関

か
れ
ず
、
従
って
一股
の
人
々
は
、
ど
う
い
っ
蹄

鍵
講
辮
講
叢
繋
鞭
諜

{

く
て
は
な
ら
ぬ
∬
(昭和
36
年
8
月
14
日
、
名

が
、
外
か
ら
の
権
力
の
侵入
に対
し
て、
大
学

晒

地
裁
)
.
私
達
は
こ
こ
で
、
高
ら
か
に
確
認
し

の
自
治
ー1
学
固
の
目
由
を守
る
賓
任
者
で
あ
る

副

二

嚢
嚢

讐

もので究
私達
卿

b
ゐ
覧

〃総
畏
選
挙
はガ
ラ
ス張
り
に
な
さ
れ
て
ζ

圃

そ
、
大
学
の
目
治
を守
る
代
表
者
に
ふ
さ
わ
し

刷

い
人
を
選
ぷ
こ
と
がで
き
、
そ
う
し
て
こ
そ
大

"

学
の
社
会
的使
命
は
果
さ
れ
る
の
だ
と
`

畑

学
内
民
主
化
委
員
会

め攣

難

簸

曜蕪

と
を
要
求
し
、且
つ
、全
学
友
請
君
の
積
極
的
な

鞠

な莚

難
ん鰐萎
髪

参雛

灘
露

難

軸

く
、
社
会
の
た
め
の
も
の
℃
あ
り国
民
の
た
め

ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

噸

②
今
、
総
長
選
挙
が
い
か
に
し
て
、
準
備
さ

畑

の
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
大学
の
代
表
者

雛

嚢

暴

護

齢
卿讐

学貧
会の笑体と機能
㎞

任
は
果
せる
だ
ろう
と
。

③
総
畏
の
y
候
補
制
を
碓
立
せ
よ
。

隙

・礎
馨

C馨
馨
鵜
弊縫
難
難
鷺

れ
は
、
実
貫的
には
、
も
う
七
月
末
日
に
、
総

示
せ
よ
。

卿

長
が
決
短
せ
られ
る
と
いう
事
異
で
す
.
す
な

⑤
総
長
は
団
交
に
免
せ
よ
。
(文
賀
・崎
間
)
卿
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て
我
々
に
、
興
昧
あ
る
経
験
を示
し
て

い
る
イ
ギ
リ
ス
百
人
会
員
会
の運
動
を

ま
つ
見
て
お
こ
う
。

運
動
を
左
右
す
る
情
勢

一

(二
)

一
イ
ギ
リ
ス
平
和
運
動
は
「核
兵
器非

武
装
蓮
勤
」
(略
称
G
。N
・
D、
五

十
八
年
組
織
)
か
ら
百
人委
員
会
へ
の

展
開
過
程
に
転
期
を
とげ
た
よ
う
に見

え
る
。「σ
・N
・
Dは
、
動
揺
し
な
が
ら

も
目
標
と
し
ては
學方
的
非
核
武
装
を

か
か
げ
てき
た
が
、
手
段
と
し
て
は
大

衆
的
直接
行
動
よ
り
も
、
権
力
政
治
や

既
成
の政
治
勢
力
への
は
た
ら
き
が
け

に
う
ごき
す
ぎ
、
イ
ギ
リ
ス
の
核
禁
運

動を
独
立
的
政
治
運
動
と
し
て
展
開
す

る
こと
に
成
功
し
た
と
は
い
え
な
か
っ

た
』
(
「世
界
」
五
月
号
・
久
野
論

文
)
の
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
行
勤
も

地
域
集
会
、
訴
願
、
デ
モ
、
大
衆
(有

名
な
オ
ル
ダ
マ
ス
ト
ス
行
進
な
ど
)
と

翻
墜
学
び
た
い
英
国
の
経
過

い
っ
た
も
ので
あ
り
、
百
人
委
員
会
に

見
ら
れ
る
直接
的
大
衆
行
動
に
よ
る
国

防
省デ
モ、
ホ
ル
ン
コ
ッホ
(イ
ギ
リ

ス
唯
一
のポ
ラ
リ
ス
ミ
サ
イ
ル
赫
地
)

デ
モな
ど
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
さ
は
な
か
っ

た。
こ
の
よ
う
な
C
・N
・D
が
な
ぜ

自
人
委
へと
って
か
わ
ら
れ
た
の
か
、

百
人
委
の
指
導
者
、
A
・マ
ノ
ク
スウ

ェル
は
、

-
、
椎
力
政
治
へ
の不
信
、
従
って
協

定
要
求
の
よ
う
に権
力
へ
のお
願
い
な

ど
で
問題
は
か
た
つか
な
いこ
と
。

を
上
げ
て
いる
。
こ
れ
は
C
・N
・

D
の椎
力
への
働
き
か
け
が
無
力
で
あ

っ
たこ
と
への
反
省
で
あ
ろ
う
。

2
、
そ
の
こ
と
は
何
ら
か
の
協
定
を
待

つの
で
は
な
く
、
自
国
政
府
と
の
対
決

によ
って
、
騨方
的
非
核
武
装
を
目
ざ

し
て
い
る
こ
とで
あ
る
。

こ
の
よ
う
に、
門)・N
・D
が
目
ざ

し
た
い
わ
は
一般
的
な
平
和
運
動
の
無

力
が
白
人委
員
会
を
目
国
政
厨
へ
の
対

決
と
いう
方
向
へ導
び
い
た
主
要
な
動

力で
あ
った
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
.

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
C
・N
・D

か
ら
百
人
委
員
会
へ
の
脱
皮
を
さ
さ
え

た
大
衆
が
魯
在
し
た
こ
と
に
注
目
し
て

お
か
ね
ば
な
ら
な
い
.
つ
ま
り
、
米
・
一

ソ
ニ
国
の
核
独
占
が
く
つれ
、
西欧
諸

国
が
力
量
を
回
復
す
る
こ
と
によ
っ
て

五
十
九
年
に
イ
ギ
リ
スが
、
つづ
いて

仏
が
、
核
兵
器
を
保有
す
る
に
いた
り

西
独
も
時
聞
の問
題
で
あ
る
こ
と
ー
こ

の
よ
う
な
學態
にあ
って
は
、
米
・ソ

問
の核
竸
争と
いう
よ
り
は
、
多
国
の

核
保
伺
と
、
そ
れ
に
と
もな
う
帝
国
諸

国
家
聞
の
得
編
がも
た
ら
す
危
機
感
(

例
え
は
、
最
近
の多
角
的
核
武
装
への

ギ
リ
ソ
ヤ
の
反対
デ
モ
な
ど
)
に
よ
る

運
動
へ
の
参加
が
著
し
く
な
った
の
で

あ
り
、
日本
の
平
和
趣
動
の
転
期
も
実

は
、
こ
のよ
う
な
、
帝
国
王
義
再
編
に

規
足
され
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
もあ
れ
、
こ
の
よ
う
な
転
期
を
イ

ギ
リ
ス平
和
煙
動
は
、
1
、
協
定
要
求

か
ら
目
国
の
一力
的
非
核
武
装
、
2
、

自
国
政
府
へ
の
ラ
デ
ィ
ヵ
ル
な
戦術

八但
し
、一力
で
、宜
伝
活
動
は
、き
わめ

て
沽
発
で
あ
り
、
参
加
者
闘
の意
見
の

柏
異
も
是
認
さ
れ
て
いる
)
と
いう
方

向
で
脱
皮
し
た
こ
とは
、
我
々
にも
大

き
な
教
訓
を
与
え
るよ
う
に思
え
る
。

あ
り
う
る
運
動

の
過
激
化

魏
の匿

(三)

政
党
へ
の
系
列
化
が
問
題

(第3種郵鋤嘱翻第1152(3,

日
本
平
和
運
勤
が
立
っ
て
い
る
地
点

の
尺
度
を
は
か
る
の
に
目
高
六郎
氏
は

次
の
よ
う
な
「七
〇
年
に
安
保改
定
が

再
び
行
な
わ
れ
る
。
だ
と
す
る
と、
必

ず
、
そ
の
前
に
憲
法
第
九
条
を中
心
に

憲
法
改
足
が
問
題
に
な
る
だ
ろ
う
。
又

近く
に
せ
ま
って
い
る
中
共
の
核
武
装

によ
っ
て日
本
の
排
外
主
義
が
あ
お
ら

れ
る
だ
ろ
う
」
(
「現
代
の
眼
」
・5

月
号
し
と
圧
目
す
べ
き
見
解
を
述
べ
て

案
大
のポ
ポ
ロ
座
那
件
の
判
決
は
、
最
高
裁
の段
階
で
こ
れ
ま
で
の
一冨
、
二
番
の
無
罪
判決
が
破
棄
さ
れ
、
,

大
学
の自
治
κ
の
一つ
の
解
答
を
出
し
た
。
これ
にし
て、
判
決
の
翌
日
、
京
都
府
掌
連は
直
ち
に抗
議
行
動
に
起

ち
上
った
が
、
キ
に
こ
の
判
決
を
受
け
て泣
つ大
学
側
の
反
響
を
談
話
の
形
で
ま
と
め
てみ
た
。
(編
集
部
)

政
治
権
利H
八
の
獲
得
を

今
度
の
最
高
裁
判
決
の
特
徴
は
、最
高

裁
が
真
向
う
か
ら
憲
法
二
十
三
条
の規

定
を
下
し
、
学
生
の
政
治活
動
と
大
学

の
自
治
を
分
離
し
、
前
者
への
警
察
の

介
入
に
法
的
根
拠
を与
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
こ
れ
を
公
認し
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
大
学
へ
の権
力
支
配
の
更
に
一

層
の
徹
底化
の現
わ
れ
で
あ
り
、
最
近

の
公
務
員
争議
への
違
憲
判
決
等
々
、

一連
の
判
決
にみ
ら
れ
る
犬
衆
運
勤
全

体
の
抑
圧
の
一翼
を
に
な
う
反
動
判
決

の
一つ
で
あ
る
。ま
た
こ
の
判
決
は
純

学
問
的
な
も
の
の研
究
発
表
と
政
治
活

木/

健

彦

11

動
と
を
明
確
に
分
離
し
て
い
る
が
〃純

学
問
的
甜
な
も
の
と
い
っ
て
も人
文
・

社
会
科
学
の
分
野
は
現
実
の政
治
社
会

と
密
接
な
関
連
が
あ
る
以上
、
こ
の
聞

で
一線
を
画
す
る
こ
と
はほ
と
ん
ど
不

可
能
で
あ
る
に
も
か
かわ
ら
ず
、
そ
れ

を
強
引
に
区別
し
て
いる
の
は
大
き
な

問
題
であ
る
。
この
判
決
が
出
た
こ
と

に
よ
っ
て学
内
の
石
翼
勢
力
か
ら
の
学

生
運
動の
弾
圧
が
更
に
強
ま
る
で
あ
ろ

うし
、
他
方
で
は
警
察
の
弾
圧
と
、
学

生運
勤
は
両
面
か
ら
攻
撃
さ
れ
る
の
で

ま
すま
す
困
難
な
闘
い
に
な
る
こ
と
が

予想
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
わ
れ
わ
れ
と

し
ては
各
大
学
囚
で
政
治
的
権
利
を
獲

得
し
て
い
く
闘
い
を
更
に
一層
徹
底
的

に
行
な
い
、
こ
の
判
決
を
大
学
に
適
応

さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
きた
い
。最

後
に
、
個
々
の
学
生
が
こ
の
判
決
を
目

分
の
問
題
と
し
て
把
え
、
主
体
性を
も

って
反
対
運
動
に
起
ち
上
がる
こと
を

期
待
し
た
い
。

(周学
会
委
員
畏
)

問

題

あ

る

予

防

的

侵

入

ー-
浅
井
健
次
郎
11

精
密
科
学
で
割
り
切
れ
ぬ
法
律
や
そ
れ

に基
づ
く
裁
判
と
い
う
も
の
に
絶
対
の

権
威
を
認
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
最

高
裁
と
い
え
ど
も
、
人
間
が
決
定
す
る

以
上
純
法
的
な
も
の
以
外
の
要
因
が
入

お
こ
と
は
い
な
め
な
い
。
ポ
ポ
ロ
座
事

件
判
決
に
関
し
て
も
あ
の
判
例が
絶
対

の
も
の
で
あ
る
と
は
思
っ
て
いな
い。

'こ
う
い
う
と
法
律
家
にお
こら
れ
る
か

も
知
れ
ぬ
が
、僕
は、
僕
の
生
活
環
境

か
ら
生
ま
れ
た
需
識の
力
を
重
ん
じ
ま

す
ね
。
ま
た
、
学
囚集
会
の
政
治
的
社

会
的
の
解決
と
し
て
は
、
学
生
が
主
催

し
学
内
で学
生
か
行
な
う
沽
動
は
す
べ

て
学
内問
題
で
あ
って
政
治
的
云
々
の

い
かん
を
間
わ
ず
掌
外
の
者
が
関
与
す

べき
で
は
な
い
。
ま
た
政
治
的
銀
々
の

解
釈
は
、
客
観
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ

の
意
味
か
ら
も
外
か
ら
の
関
与
を
ゆ
る

す
べき
で
な
い
。
ま
た
関
与
す
る
場
合

は
予
防
的
な
も
の
は
一さ
い
ゆ
る
す
べ

き
で
な
く
、
事
後
に
お
い
て
の
物
的
証

拠
等
が
あ
る
場
合
に
の
み
学
校
当
局
を

通
じ
て
行
な
う
べ
き
で
あ
る
。
ポ
ポ
ロ

座
の
件
も
私
服
刑
繊
が
入
っ
て
それ
の

学
生
側
の
対
処
に
関
し
て
い
ろ
い
ろ問

題
に
な
っ
て
い
る
が
、
予
防
的
目
的で

入
っ
た
こ
と
じ
た
い
に
一
番閻
題
が
あ

る
と
思
う
。

(理学
部
助教
授
)

ほ
し
か
っ
た

人
権

の
擁
護

11
杉
村
敏
正
11

今
皮
の
最
高
裁
判
所
の
判
定
は、
ポ
ポ

　

ロ
座
肇
件
に
い
た
る
ま
で
に、
そ
の当

時
、
秘
密
警
察
と
い
う
か、
秘
密
情報

活
動
が
行
なわ
れ
て
いた
と
いう
こ
と

に
触
れ
て
い
な
い。
そ
の
点
、
一、
二

審
の
、決
の
舌心
し
た
と
こ
ろ
を
見
逃

が
し
て
いる
。
ま
た
捕
足
意
見
に
呂
及

す
れ
は、
大
体
、
超
法
規
的
な
違
法
阻

～
却
理
由が
、
基
本
的
込
権
の
擁
護
と
い

う
立
場で
理
論
構
成
さ
れ
て
き
た
が
、

そ
の点
が
十
分
計
価
さ
れ
て
い
な
い
。

総
括
的
に
い
って
最
高
裁
判
所
は
基
本

的
人
権
を
尊
重
し
、
擁
護
し
、
そ
れ
を

実
現
す
る
使
命
を
持
って
い
る
と
思
う

け
れ
ど
、
そ
の
点
に
虫
点
を
お
い
て
判

決
し
て
も
ら
い
た
か
っ
た
。
政
治
的
、

社
会
的
活
動
の
問
題
と
純
掌
問
的
活
動

の
問
題
が
分
離で
き
る
か
どう
か
と
い

う
こ
と
、
さ
ら
に
思想
表
現
の
目
由
と

集
会
の
自
由
が
ど
のよ
う
に
公
共
の
福

祉
に
か
かわ
る
かと
いう
こ
と
は
、
か

な
り
む
つ
かし
い
こと
だ
し
、
は
っき

り
と
し
た文
章
にし
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
だ
ろう
。

(法
学
部
助
教
授
)

学

生

の
行

動

の

制

限

は

遺

憾

帥
河
野
健
ニ
ー-

判
決
理
由
に
お
い
て
政
治
的、
社
会
的

集
会
の
問
題
が
取
り
上
げ
られ
て
いる

が
、
政
治
的
な
り
社
会
的と
いう
意
昧

を
仏
範
囲
に
取る
こ
と
によ
って
、
学

生
の
政治
教
育
、
杜
会
教
育
が
制
限
さ

れ
る
こと
は
遺
憾
に思
う
。
だ
か
ら
と

い
っ
て、
大
学
の
自
治
に
制
限
が
な
い

と
い
うの
で
は
な
い
。(敦
養
聾
験
)

政
治
色
云
々
は

ナ

ン

セ

ン

ス

ーー
石
合
勲
勧
、

ポ
ポ
ロ
座
が
当
時
松
川
畢件
を
テ
ー
マ

に
し
た
劇
を
上
演
し
た
ζと
が
、
純
学

問
的
な
も
の
で
な
く、
全
く
政
治
的
集

会
と
し
て
、
最
高
裁で
は
差
し
戻
し
を

判
決
し
た
わ
け
です
が
、
演
劇
と
い
う

も
の
、
少
な
くと
も
僕
達
が
演
劇
を
考

え
る
場
台
、
現在
の
位会
に
お
け
る
生

活
の
中
か
ら
生ま
れ
る
問
題
を
現
在
の

慧
識
で
ほ
り下
げ
て
行
く
の
で
あ
って

そ
こ
に
は、
直接
政
治
的
問
題
を
あ
つ

か
っ
たも
ので
な
く
って
も
、
政
治
的

な
も
の
も、
文
化
的
な
も
の
も
、
社
会

的な
も
の
も
含
ま
れ
て
こ
ざ
る
を
得
な

い。
問
題
は
政
治
色
が
あ
る
か
な
い
か

で
は
な
く
、
そ
こ
に
僕
達
の
問
題
が
あ

る
か
な
い
か
な
の
だ
/
こ
う
い
っ
た
か

ら
と
い
って
演
劇
が
ア
ジ
テ
ーシ
ョン

的
う
った
え
を
も
と
う
と
す
る
ので
は

な
い
。
あ
く
ま
で
僕
達
の問
題
を
深
め

て
行
く
の
で
あ
る
。
(劃団
創
造
座
)

周い
る
。
い
ま
や、
憲
法
改
足
が
問
題
と

さ
れ
る
地
点
に
立た
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
こと
は
、
当
撚
に
も
日
本

平
和
運
動
に影
響
を
与
え
な
い
で
は
お

か
な
い
。

第
一結論
と
し
て
、
こ
の
平
和
運
勤

は
、
憲法
闘
争
に
吸
収
さ
れ
て
い
く
と

い
う
こと
が
い
え
る
.

し
かし
、
こ
の
こ
と
は
、
決
し
て
平

和
運
動
の独
自
の
存
在
意
義
を
認
め
な

いこ
と
で
は
な
い
。

だ
が
そ
れ
は
、
従
釆
の
、
協
定
要
求

と
い
う
方
向
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
の
運
勤

が
た
ど
った
よ
う
に
自
国
政
府と
の対

決
の
方
向
を
た
ど
る
であ
ろ
う
し
、
た

ど
ら
ね
ま
な
ら
な
い
。こ
の方
向
は
、

好
き
き
ら
ゼ
の
問
題で
は
な
く
、
事
物

の
論
理
に
よ
る客
観
的
な
方
向
で
あ
る

「日
本
の
安
保と
核
武
装
への
道
が
開

か
れ
た
こ
ろ
から
、
日
本
の
政
治
そ
の

も
の
と
鋭
く鮒
決
す
る
と
い
う
姿
勢
を

是
非
は
別
とし
て取
る
よ
う
に
な
り
は
[

し
め
た
わ
けで
す
」
(文
芸
春
秋
・五

月
月
・
安井
郁
氏
)
と
は
い
え
誤
解
な

き
よ
う
に
一一「自し
て
お
け
は
、
こ
の
政

治
と
の対
決
と
は
、
あ
ら
め
る
反
政
府

闘争
を
行
う
具
体
的
な
軍
事
増
強
政
策

へ対
決
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
三の
結
論
は
、
こ
の
反
政
府
闘
争

で
あ
る
以
上
、
そ
れ
が
、
具
体
的
な
戦

術
に
よ
る
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
運
勤
を
共
な

う
こ
とが
あ
り
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
例
え
は
、
現
在
問
題
に
な
っ
て
い

る
米
原
子
力
潜
水
艦
寄
港
な
ど
は
そ
の

囎例
で
あ
る
。

と
は
い
乳、
こ
の
こ
と
も
、
一力
に

お
け
る
宣
伝
、
啓
蒙
活
動
な
ど
を
決
し

て否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
よ

う
な
ラ
デ
ィカ
ル
な
闘
争
が
組
ま
れ
れ

は
、
組
ま
れ
る
だ
け
、
一方
で
、
そ
の

よ
う
な
冠
仏
活
動
は
璽
要
さ
を
増
す
で

あ
ろ
う
。翻
墜

以
上
の
よ
う
な
点
が
確
認
され
なけ

れ
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
いわ
ゆ

る
政
銘
へ
の
糸
列
化
と
い
う問
題
に
ふ

じ

コロ

ぜ

の

れ
て
お
こ
う
.
こ
の
こと
は
、
3
・ー

ビ
ヰ
ニ
デ
ー
を前
にし
て分
裂
し
た
原

水
協
が、
社
・共
の
対
立
に
よ
って
も

た
ら
され
た
こ
と
に
よ
って
、
"国
民

運動
と
し
ての
平
和
遅
動
`
が
主
張
さ

れ
て
いる
時
だ
け
に
明
ら
か
に
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
に
お
い
て
も
、
先
に
述
べ
た

よ
う
に
、
政
治
と
の
対
決
を
否
応
な
し

に
せ
よら
れ
た
平
和
運
動
が
政
党
の
影

響
を
受
け
た
こ
と
は
、
ま
っ
沈
く
当
然

の
こ
と
で
あ
った
.
し
か
し
、
こ
れ
が

「系
列
化
」
と
い
わ
れ
る
に
は
、
それ

な
り
の
理
由
が
あ
る
.

つ
ま
り
、
日
本
の
政
党
が
,
大
衆
的

に
根
を
も
た
ず
、
そ
れ
故
、
大衆
団
体

の
執
行
部
を
占
拠
す
る
こ
と
によ
っ
て

ノ

政
治
闘
争
を
行
な
お
う
とす
る
伝
統
的

な
「赤
色
」
主義
が存
在し
て
いる
こ

と
は
、
労
働
組
合
な
どで
は
多
く
の
人

々
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
通
り
で
あ
る

お
そ
らく
、
原
水
協
に
お
いて
も
、
こ

の
よ
う
な政
党
の
セ
ク
ト
主
義
が
は
た

ら
い
てお
り、
そ
れ
故
に
、
平
和
運
動

が当
然
ふま
え
ね
ば
な
ら
ぬ
諸
原
則
を

逸
脱
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

我

は々
、
平
和
運
勘
が
、
そ
の
内
容

か
ら
し
て
、
プ
チ
ブ
ル
ヒ
ュー
マ
ニ
ズ

ム
に
広
範
に
依
拠
し
℃
お
り
℃
そ
の
部

分
が
、
"ア
メ
帝
・平
和
の
敵
、
社
会

主
義
・平
和
の
臥
方
`
と
い
う
本
質
を

ま
ず
埋
解
す
る
も
の
で
な
い
以
上
諸
現

象
を
通
じ
て
、
こ
の
よ
う
な
本
質
を
も

認
知
し
て
ゆ
く
よ
う
に
し
て
ゆ
かね
は

な
ら
な
い
の
で
ある
。

鯉す
べ
て
の
原
水
爆
反対
4と
いう

平
和
運
動
の
原
則
を認
め
ず
し
て
は
と

う
て
い
遡
動は
成
立し
な
いの
で
あ
る

そ
の
慧
妹
にお
い
て、
我

は々
、
日

共
の
〃敵を
明
碓
に庭
と
い
う
路
線
は

ま
っ
た
く
の教
条
主
義
的
あ
や
ま
り
で

あ
る
と考
える
。

か
か
る点
を
不
明
確
に
し
た
ま
ま
で

の
統
一は
、
ま
近
に
せ
ま
った
中
共
の

核
実
験
にあ
た
うて
は
再
び
、
も
ろ
く

も崩
製す
る
で
あ
ろ
う
し
、
日
本
の
ナ

シ
ョナ
ル
リ
ズ
ム
の
前
に
決
し
て
対抗

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
.

(京
大
文
学
部
四
回
生
・前
間学
会委

員
長
)

写
翼
は
原
子
刀
潜
水
鑑
と栞
に間
題
に

な
って
い
る
板
付
蓬
地
に
配
置さ
れ
た

F
一〇
五
型
ジ
エ
ッ
ト
機

◇
ナ
力
ニシ
ヤ
書
店
◇
①
会
社
就
職
案

内
(大
与
編
)
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
②
激

動
す
る
韓
国

松
本
博
一著

岩
波
新

占
⑤
思
想
の
流
れ

荒
正
人
著

毎
日

新
聞
柱
④
創
蓮
性
の
開
発

フ
ァ
ン
シ

ェ吉
・加
隙
・岡
村
訳

岩
波
醤
唐
⑤

日
本
銀
打
占
野
俊
彦
善

岩
波
新
薔

親しみやすい

洋食の専門店

7レ,シzラ:ンチ
LUNCHFRESH

TEL(胃)4955

"
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に同系会社、126国に代理店をもつ従業員5万 人亀資本金600億 リラ

(350億円)の 事務機械綜合メーカです。
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履歴書、写真、成績証明書、身上調書、人物調書

戸籍抄本、身体検査票
昭和38年6月10日(送 り先本社)

選考の日時、場所は本人に直接通知します
1次、2次 ら3次 とも面接選考

本社人事選考部宛
職敵 または本社人事選考部にお掲合せ下さい.

腰用人員

応暮甕格

費彙部社員160名 ・1飼野系(読 許)若 午名

(イタ,ア 語会話のできるもの若干を5く む)
昭和39年3月 、大学ならびに大学院卒業見込のもので
下記の要件を充し、セールスマソとして、早期に幹都

社員の活躍を希望するもの。専攻学部は問いませ病
1.事務能率の改善業務に関心を有する人

2.健康、明朗で指導力を有する人
3.フμγテア精神艦富み℃演極的噂こ仕事と
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雫

改
憲
の
実
質
化
に

巧
妙
な
権
力
側
の
攻
撃

濫
愛
立
義

く
こ
の秋
に正
式
の
形
で
提
起
され
て

く
る
だろ
う
こ
と
は
、
ほ
ぼ
雁
か
だろ

う
と
思
いま
す
。
憲
法
問
題
を
考
え
る

場
合
に
、
条文
が
正
式
に
変
わ
る
と
い

う
以
前
に
、現
在
の憲
法
と
現
実
に
立

法
と
か
、
具
体
的な
行
政
処
分
と
か
い

う
も
の
と
憲
法
と
の問
に
あ
る
矛
盾
を

は
っ
き
り
さ
せ
てお
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
訳
で
ず
。憲
法
に逆
行
す
る
よ
う

な
現
実
と
い
う
も
のが
、
現
実
に
た
く

さ
ん
作
ら
れ
て
いま
す
と
、
そ
れ
だ
け

憲
法
の
効
力
は
害
な
われ
で
いる
こ
と

に
な
り
ま
す
し
、
そ
れ
が極
端
に
進
ん

で
い
る
場
合
に
は
、
憲
法
と
いう
条
文

は
春
在
し
て
い
て
も
、実
は
憲
法
は
な

い
の
と
同
じ
だ
と
い
う
こ
と
に
なり
ま

す
、
そ
う
い
う
慰
味
で
法律
な
り
、
具

体
的
な
行
政
処
分
な
り
、
ある
いは
具

体
的
な
制
度
で
、
憲
法
が
ど
れ
だけ
ゆ

が
め
ら
れ
て
い
る
か
、
蟹
法
の器
本
的

な力
向
に
反
す
る
よ
う
な
状
況
がど
れ

だ
け
作
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
とは

娠
法
間
題
を
考
え
る
場
合
に
非
常
に
大

亭だ
と
考
え
ま
す
.

日
本
の憲
法
が
で
き
て
か
ら
、
そ
う

い
う憲
法
に
反
ず
る
よ
う
な
状
況
が
、

い
つ
ごろ
か
ら
で
き
て
き
た
か
と
い
う

こ
と
を考
え
ま
す
と
、
私
は
、
日
本
国

蟹
法
が
でき
た
そ
も
そ
も
の
当
初
か
ら

日
本
の
最高
法
規
で
は
な
か
っ鬼
と
考

え
て
い
る
駅で
す
。
米
軍
の
占
領
と
い

う
事
笑
が
あ
り、
そ
の意
昧
で
決
定
的

に
制
約
さ
れ
で
いた
.
だ
か
ら
日
本
国

憲
法
が
で
き
あ
が
った
時
に
は
、
管
理

法
体
系
つ
ま
り占
領
法
規
の
体
系
と
、

そ
の
下
に
従
属す
る廠
法
体
系
が
考
え

ら
れ
た
.
し
か
し、
こ
の座
談
会
で
は

最
近
の
日
本
の
政
治状
況
の
大
き
な
転

換
期
で
あ
る
安
保以
後
の
憲
法
状
況
に

焦
点
を
し
ぼ
っ
てお
話
し
願
い
た
い
.

一九
六
〇
隼
以
後
(安保
以
後
)
と

い
う
こ
と
に
な
りま
す
と
、
我

思々
い

出
す
の
は
や
は
り
治
安立
法
と
いう
こ

憲法改悪の問題犠
おそら
韓

鶴

艶

野
肋鮒

営
葉
が
非
常
に
よ
く
便
われ
ま
し
て
、

結
局
馬
政
暴
法
と
い
う
も
の
がで
て
き

た
訳
な
ん
で
す
が
、
ま
ず
中
山さ
ん
か

。ら
…
…
。

中
山

そ
れ
は
、
安
保
条
約
反対
の予

想
以
上
の運
動
の
.勧ま
り
、
溝外
で
も

評価
され
て
いる
よ
う
な
民
衆
運
動
の

筋
薪

りだ
・た
訳
で
す
が
ど

れ
喬

と
か
し
なけ
れ
ば
、
つま
U
、
安
保
条

約
は
曲
り
な
り
にも
通
った
の
だ
が
、

そ
の
週
う
た
安保
条
約
に
お
け
る
体
制欝

「石
翼
暴
力
が
は
び
こ
る
のは
左
翼
の

曇
力
"
集
団
週
勤
が
高
揚
し
た
ので
、

こ
れ
に
対
抗
す
る
た
め
に
石
翼が
あ
の

よ
う
な
形
で
ふ
る
う
よ
う
に
な
っ
た
の

だ
」と
い
って
左
右
暴
力
験
を
引
き合

い
に出
し
て
、
政
暴
法
と
い
う
形
で新

た
に融
防
法
を
上
ま
わ
る
よ
う
な
内
奮

を
も
っ
てで
てき
た
.

特
に
こ
の中
には
憲
法
的
に
認
め
ら

れ
た
刑
事
法
の
関係
諸
原
則
の
問
題
が

あ
る
訳
です
が、
そ
れ
が
曲
げ
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
、
憲法
問
題
と
関
連
し
て

非
常
に
盟
要
な
こ
とで
あ
る
。
つま
り

政
暴
法
は
日
本
国憲
法
の
示
し
て
い
る

刑
嶺
法
分
の
諸
原
則
を非
常
に
ま
げ
て

例
え
ぱ
、
政
治
的
目
的
によ
る
、
教
唆

扇
助
の
処
罰
、
教
唆
は
い
いの
で
す
が

扇
勤
罰
の
処
罰
が
い
ろ
ん
な点
で
人
権

の
保
陣
に
も
と
る
よ
う
な規
定
の
仕
方

が
あ
る
。
そ
こ
で
反
対
運動
が
功
を
奏

し
て
流
産
し
た
の
で
す
が
、も
ち
ろ
ん

そ
の
甲
に
は
、
政
鹸
法
の成
立
に
益
す

る
よ
う
な
若
干
の
エ
ラー
も
あ
り
ま
し

た
。と
こ
ろ
が
も
ち
ろ
ん
こ
う
い
った
治

安
立
法
が
、
安
保
体制
を刑
郭
法
的
に

確
M
し
て
い
こ
う
と
い
う
動き
が
底
洗

と
し
て
ど
う
し
て
も
残
る
わけ
で
あ
り

ま
し
て
、
た
と
え
は
刑
法
改正
の
問
題

と
し
て
飛
火
す
る
わ
け
で
す
が、
形
法

改
正
か
ら
刑
串
訴
訟
法
の
改
正と
いう

こ
と
が
底
流
に
つ
ま
り
基
本
法
の改
正

が
問
題
に
な
って
い
き
ま
す
し、
話
が

少
し
と
び
ま
す
が
政
暴
法
が
流
産
しま

し
た
の
で
、
と
く
に
今
年
に
な
っ
て
か

ら
は
例
の
新
曇
力
法
と
い
い
ま
r
心
、

O

1

暴
力
行
為
処
罰
に関
す
る
法
律
改
正
と

い
う
形
で
同
し
意
図が
新
し
い形
で
あ

ら
わ
れ
て
い
る
と
い
う
のが
現
状
で
は

な
い
か
と
思
わ
れま
す
。

御
承
知
の
よ
う
に刑
法
改
正
問
題
は

ご
く
最
近
、
誘
か
い
事件
を
契
機
と
し

て
、
刑
亭
警
察
の無
能
ぶり
に
対
す
る

世
論
の
批
判
、
こ
れ
を
た
く
み
に
さ
け

る
つま
り
権
力
者
側
は
そ
う
い
う
こ
と

は
熱
心
だ
と
示
す
た
め
に
刑
法
改
正
を

正式
に法
政
番
議
会
に
踏
間
す
る
と
い

う
ζ
と
が前
面
にあ
ら
わ
れ
て
い
ま
す

日
本
の今
の刑
法
は
、
明
治
四
年
に

で
き
た
も
ので
古
く
さ
いか
ら
変
え
る

と
い
う
も
の
です
が、
こ
れ
を
憲
法
の

主
旨
に
応
じ
て
変
え
る
ので
は
な
く
て

む
し
ろ
参
照
さ
れ
て
いま
す
が
、
戦
前

の
昭
和
十
五
年
の
改正
刑
法
仮
案
と
い

う
も
の
が
そ
の
礎材
に
な
っ
てお
る
。

そ
の
仮
案
と
い
う
の
は、
大
平
洋
戦
争

突
入
前
後
に
で
き
た
、
い
わ
ば、
フ
ァ

中

山

研

一
氏

}

シ
ョ
的な
刑
法
の
興
形
だ
と
思
う
の
一て
い
い
の
で
は
叔
い海
と
忌
わ
れ
る
.
一

L
O
楯
に
闘
、し

で
す
が、
そ
う
いう
も
の
を
今
礎
材
に

し
て
刑
法
を改
正
す
る
.
そ
う
い
う
姿

勢
を
一
般
に示
し
てお
る
。
つま
り
、

反
憲
法
的
な
姿勢
を、
刑
法
自
体
が
、

.基
不
法
の
改
正
に
つ
い
ても
、
そ
れ
に

応
じ
た
周
辺
の
治
安
立法
の改
正
に
つ

い
て
も
、
試
み
ら
れ
て
お
る。
こ
れ
が

一般
的
な
傾
向
で
あ
る
と
思
われ
ま
す

山
下

い
ろ
ん
な
問
題
が
こ
の治
安
立

法
に
あ
る
と
思
う
の
で
す
け
ど、
非
常

に
大
き
く
い
い
ま
し
て
治
安
立法
と
我

は々
例
え
ば
、
政
暴
法
な
ん
か
の
場合

に
は
、
こ
れ
は
割
合
説
明
し
て
もよ
く

分
って
も
ら
え
る
の
で
す
が
。

中
山

ま
た
現
在
行
な
わ
れ
て
い
る刑

法
の
墨
本
法
な
ら
び
に
そ
う
い
う
治
安

立
法
の
周
辺
の
屋
本
的
な
方
向
は
決
し

て日
本
国
憲
法
に
含
致
し
た
改
正
で
は

な
いと
い
う
こ
と
に
庄
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
我
π
が
今
、
碓
か
に
法
律

に不
備
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
認
め
る

一わ
け
で
す
が
。

♂

ゆ
9

,

の
姿
勢

労
働
者
側

資
本
家
側

7

国
内
関
係
法
改
悪
で
対
処

、労
協
の
問
題
は
日
本
の
労
働
看す
べ
て

の無
権
利
状
態
の
一つ
の
象
徹
であ
っ

て、
そ
う
い
う
状
態
で
は
組
合員
同志

が
争
議
行
為
を
行
った
と
い
っ
て
批
難

し
あ
う
と
い
う
こ
と
は
当
然
あ
り
う
る

'

 

働

片
岡

今
の
組
合
員
の
意
識
は
、
一
面

非
常
に
と
ぎ
す
ま
さ
れ
た
権
利
意
識

を
も
って
いる
よ
う
に
う
け
と
っ
て
い

るん
で
す
け
ど
馬
た
だ
そ
れ
と
い
わ
ゆ

る
一般
市
民
と
の
関
係
が
、
う
ま
く
交

流
され
て
いな
い。
職
場
の
労
働
者
に

と
っ
て政
防
法
は
何
を
意
味
す
る
か
に

い
う
こ
とは
、
お
そ
ら
く
、
簡
単
な
説

明
に
よ
っ
て理
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
し
、

　ノ

私
のこ
れ
ま
で
の
経
験
に
よ
る
と
、
今

ま
で
の
労
働
運
助
の
申
で
労
働
者
自
身

が
権
利
に
対
す
る
自
覚
を
も
っ
と
も
強

く高
め
て
き
た
時
機
と
い
っ
て
い
い
の

で
は
な
いか
と
い
う
気
が
す
る
の
で
す

こ
れ
は
I
LO
問
題
な
ん
か
で
は
っ
き

り
す
るん
だ
け
ど
、
と
こ
ろ
が
そ
れ
と

　

片

岡

昇

氏

脚

釜

組
織
さ
れ
な
い
労
働
者
と
か
、
一般
市

民
と
の
関
係
を
ど
う
い
う
風
に
運
動と

し
て
組
織
し
て
い
く
か
と
い
う
面
が、

安
保
以
来
懸
案
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

中
山

そ
れ
は
つ
ま
り
、
憲
法
が
霞
か

れ
た
条
文
と
し
て
で
は
な
く
、
そ
の申

味
が
ど
の
程
度
国
民
の
中
に
混着
し
て

い
る
か
と
い
う
間
題
に
な
る
と
思
いま

す
が
、
い
わ
は
憲
法
の
活
字
の
改
正
に

つい
て
の
軸
い
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、

そ
の背
後
に
憲
法
の
中
味
を
民
主
的
な

勢力
が
、
ど
の
程
度
が
っち
り
と
握
っ

て
いる
か
、
ど
の
程
度
中
味
を
と
ら
え

て
いる
か
と
い
う
こ
と
が
本
当
は
瓶
要

では
な
いの
で
す
か
。

片
岡
私
の
感
し
で
は
、
た
と
え
は
今

公
労
協
の労
働
省
公
務
員
の
組
合
の
ス

ト
ライ
キ
権
利
が
は
く
だ
つ
さ
れ
て
い

る
。考
え
て
み
る
込
公
務
員
と
か
公

労
協
の労
働
霜
は
法
律
に
よ
って
ス
ト

ライ
キ
櫓
を
確
か
に
制
限
さ
れ
て
い
る

し
、民
間
労
働
者
は
そ
の
よ
う
な
一般

ノ

的制
限
禁
止
、
の
規
足
が
な
い
。

だ
か
ら民
間
労
働
者
の
場
合
に
は
、
敢

然
す
る
と
こ
ろ
の
な
い
争
議
権
が
現
実

に篠
在
し
う
る
の
か
と
い
う
と
か
な
ら

ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
非
常
に
皮
肉

な
言
い
方
を
す
る
と
、
私
は
、
争
議
植

を
禁
止
さ
れ
て
い
る
公
労
協
の
組
合

員
の
方
が
、
実
際
に
は
争
議
椎
を
自
分

達
の
手
で
は
っき
り
と
持
っ
て
い
て
、

民
聞
労
働
者
の
場
合
に
は
む
し
ろ
そ

う
い
う
状
態
さ
え
な
い
と
も
い
え
る

よ
う
状
況
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
わ

け
で
す
.
だ
か
一気
そ
う
い
う
風
な
公

●

こ
と
だ
U
「
最
高
裁
判
所
の
こ
の間
の

判
決
が
争
議
行
為
が
何
か
当
然
に必
然

的
犯
罪
に
な
る
と
い
っ
た
風
な毒
え方

が
意
識
と
し
て
は
日
本
の
非
常
に
運れ

た
労
便
関
係
を
反
映
し
て
い
る
と
言
っ

そ
れ
を
ど
の
よ
う
に変
え
て行
く
か
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の水
準
に高
め
て
行
く
か

と
い
う
問
題
は、
私は
や
は
り
総
評
を

中
心
に
し
て
運
営
し
て
い
る権
利
闘
箏

が
ど
う
い
う
発
展
を示
す
か
と
いう
こ

と
に
か
か
って
い
る
と
思
う
。し
か
し

こ
れ
は
組
合
側
の
条
件
だ
けで
は
決
ま

ら
ず
、
資
本
家
が
当
面
し
て
い
る状
況

貿
易
自
由
化
、
合
理
化
と
の
かね
あ
い

の
閥
題
が
あ
り
ま
す
ね
。

労
働
運
動
は
全
体
と
し
て
い
う
な
ら

ば
I
L
O
の
問
題
が
ど
れ
だ
け
一般
の

民
間
組
合
に
も
支
持
を
受
け
る
か
と
い

う
こ
と
に
か
か
って
く
る
。
も
し
現
在

の公
労
協
だ
け
を
一つ
の
資
料
に
と
っ

て薦
え
て
み
る
と
現
在
の
状
況
が
昭和

二
十
三年
以
釆
の
制
約
の
ま
ま
で
続
い

て
いる
わ
け
で
す
か
ら
、
つ
ま
り
占
領

中
の停
滞
的
状
況
が
継
続
し
て
い
る
わ

け
だ
がそ
れ
が
憲
法
二
十
八
条
の
精
神

と
、
大き
な
衝
突
、
矛
盾
の
関
係
に
あ

る
と
い
う
こと
は
、
非
常
に
よ
く
わ
か

っ
て
い
る
。組
合
に
と
って
は
。
だ
か

ら
そ
う
い
う人
違
は
そ
の
間
題
が
岡
時

に
憲
法
の
問
題で
あ
る
と
す
ぐ
に
理
解

で
き
る
わ
け
です
が、
現
在
の
状
況
で

は
民
間
産
築
の労
働
者
と
公
労
協
と
の

間
に
必
ず
し
も
充分
な意
志
の
疎
通
が

行
な
わ
れ
て
い
る
わけ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
或
い
は
ま
た
、
こ
う
いう
見
方
も

で
き
る
と
思
う
け
れ
ど
公労
協
の橋
利

.闘
争
が
実
は
民
聞
の
権
利闘
争
を
支
え

て
い
る
と
い
う
笑
状
で
は
、
そ
の問
題

の
帰
ス
ウ
に
よ
っ
て
笑
は
民
聞塵
業
の

労
働
者
の
状
態
も
変
わ
っ
て
く
ると
い

う
関
係
に
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
双方

の
間
に
充
分
な
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
形

式
と
い
う
も
の
が
碓
立
さ
れ
な
い
と
い

う
こ
と
は
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
と
も
思
い

ま
す
が
。

大
衆
に
低
い
権
利
意
識

を
逮
成
す
る
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
一

事
力
を
背
景
に
し
な
が
ら
国
内で
治
安

立
法
を
行
って
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

国
民
の
民
主
的
、
政
治
的
潴
催
利
と
い

う
も
の
を
、
う
ば
っ
て
い
き
、
は
っ
き

り
と
民
主
的
な
も
の
を
政
治
の
申
か
ら

沫
殺
し
よ
う
と
し
て
い
る
、
つ
ま
り
～

反
民
主
的
な
フ
ァ
シ
ョ
的
な
傾
向
に
入

って
い
く
の
が
は
っき
り
み
え
る
わ
け

で
す
が
、
し
か
し
そ
の
あ
ら
わ
れ
か
た

は
、
笑
に
巧
妙
に
な
り
一見
治安
立
法

で
は
な
い
よ
う
な
形
を
も
っ
て
き
て
い

る
こ
と
は
、
む
し
ろ
市
民
、
労
働
者
の

力が
、
政
府
の
勝
手
な
行
動
を
許
さ
な

いほ
ど
強
く
な
って
き
た
と
い
う
こ
と

を意
駄す
る
の
だ
と
思
う
わ
け
で
す
.

片岡

田
中
碧
の
い
わ
れ
る
こ
と
に
全

部反
対
で
は
な
い
が
、
も
う
一つ
忘
れ

て
な
ら
ぬこ
と
は
経
済
構
造
自
身
が
近

代
化
を要
求
す
る
と
い
う
一面
を
碓
か

に
も
っ
て
いる
と
い
う
気
が
す
る
。
そ

れ
は
專
間で
は
な
い
が
例
を
上
げ
る
と

最
近
は
技
術が
非
常
に
単
純
に
な
り
ま

し
て
、
労
働
者
が独
立
化
す
る
の
が
非

常
に
早
い
と
いわ
れ
て
い
る
。
し
か
も

教
育
の
せ
い
もあ
る
け
れ
ど
、
一人
前

の
労
働
看
に
な
る
こ
いう
こ
と
は
、
そ

れ
だ
け
国
覚
、
独
立
心を
強
め
る
こ
と

に
な
る
わ
け
だ
け
れ
ども
、
そ
れ
が
従

釆
の
古
い
労
務
覚
潤
によ
り
は
ば
ま
れ

て
い
る
の
で
そ
う
い
う自
覚
を
充
分
伸

張
す
る
条
件
が
な
い
、
それ
が非
常
に

大
き
な
摩
際
を
起
し
て
いる
。そ
れ

か
ら
常
識
的
に
考
え
て
も
わ
かる
よ
う

に、
こ
れ
だ
け
大
き
く
企
業
の
合理
化

と
か
貿
易
の
目
由
と
か
に
当面
し
て、

労
働
者
の
利
益
が
高
ま
る
と
い
う
こ
と

は
もち
ろ
ん
資
本
の
要
舗
で
あ
り
、
同

時
にま
た労
働
者
の
創
意
性
を
フ
ル
に

発
揖
さ
せ
な
いか
ぎ
り
充
分
な
生
産
性

を
上
げ
る
こと
が
で
き
な
い
要
請
が
一

面
に
あ
る
と思
う
.

だ
か
ら
私
は
日経
連
が
最
近
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
風
の
労
便
協調
のイ
デ
ー
を
打
ち

だ
そ
う
と
い
っ
て
いる
琿
由
も
わ
か
る

と
思
う
.
だ
か
ら
そう
いう
面
か
ら
粂

件
を
考
え
て
み
る
必
畏が
あ
る
.
こ
れ

は
組
合
が
ど
う
し
て
も
当面
し
な
け
れ

は
な
ら
な
い
も
ん
だ
い
だ
と
思
う
.例

え
ば
そ
う
い
う
一人
前
に
扱
わ
れ
な
い

と
いう
人
た
ち
の
要
求
を
、
組
合
が
全

面
的
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い

える
。
だ
か
ら
こ
れ
を
い
か
に
解
決
す

る
かで
す
ね
。

中
山
で
は
お
聞
き
し
た
い
の
で
す
が

近
代科
学
と
い
う
場
合
に
で
す
ね
あ
る

程
度労
働
者
に
権
利
を
み
と
め
て
あ
る

と
い
う
こ
と
を
含
ん
で
い
る
の
で
す

カ
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う
ん
こ
れ
は
3
・15
の
最
高
裁
判決
で

大
幅
に
制
限
さ
れ
る
傾
向
にあ
る
わ
け

で
す
ね
.
現
在
の
と
こ
ろ
は
政
府
の方

と
し
て
は
む
し
ろ
、
根
強
い考
え方
と

し
て
、
多
少
I
L
O
の
面
で
譲
墨し
て

も
公
労
協
の
争
議
権
に
お
い
で
はで
き

る
だ
け
大
き
な
制
約
を
か
ち
と
り
た
い

と
い
う
考
え
方
が
基
本
的
に
は
つ
ら
な

っき
り
現
わ
れ
て
い
る
で
しよ
う
・

中
山

そ
う
す
る
と
、
労
働
法
の
分
野

で
政
府
が
受
け
身
に
た
元
さ
れ
て
いる

と
い
う
も
っと
も
大
き
な
理
由
は
日
本

の
労
使
の
力
関
係
及
び
統
制
面
で
の
関

係
が
国
際
的
な
資
本
主
義
糖
国
の
水
準

I
LO
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の

ね
、
に
お
よ
ん
で
い
な
い
.
少
く
と
も

工
LO
な
み
ま
で
は
戦
か
え
る
現
状
で

政
府を
受
け
身
に
た
た
ぜ
て
戦
え
る
、

い
う
こと
が
理
由
に
な
って
っ
ま
り
国

一際
的
な
水準
の問
題
と
関
連
が
あ
る
ん

で
し
よ
う
ね
。

片
岡

そ
う
で
す
ね
、
工
LO
に
は
ー

L
O
の
根
本
的
性
格
と
して
確
か
に
限

界
が
あ
り
ま
す
。
例
え
は
工
L
Oの
労

働
者
榔
の
埋
嚇
の
顔
ぶ
れ
を
みま
す
と

「

の
籔
伝
と
い
う
分
類
の
形式
を
惜
り
て

い
い
ま
す
と
、
今
の話
と
し
て
は
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
憲
法
の部
に
入
っ

て
く
る
の
だ
と
思
い
ま
す
が、
安
保
以

後
、
憲
法
目
体
は
変
っ
て
い
な
い.
そ

の
他
に
法
的
な
制
度
の
変
化は
あ
る
訳

で
す
が
、
労
働
還
勘
に
関
し
て…
.

片
岡

え
え
、
そ
れ
は
ね、
現在
で
は

む
し
ろ
、
政
府
の
側
が
受
身
にた
った

形
で
、
つ
ま
り
I
L
O
の
運
勤を
通
b

て
権
利
奮
還
闘
争
を
少
な
く
と
も
ζこ

十
年
に
わ
た
って
く
ん
で
き
た
わけ
で

す
ね
.
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
こ
ん
どは

国
内
法
を
整
備
す
る
と
い
う
必
要
が
で

てき
た
わ
け
で
す
ね
。

山
中
な
ん
と
か
法
と
い
う
形
で
政
府

が積
極
的
に
で
て
き
て
成
功
し
た
と
い

う
曝例
は
仮
に
な
い
と
し
ま
し
て
、
最

高
裁
の判
例
と
か
、
通
達
と
か
に
ょ
っ

て
今
ま
まで
のあ
る
法
律
で
そ
の
適
用

`毎
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公
共
の
福
祉
"論
に
対
処
を

中
山

僕
は
こ
の
結論
と
し
て
、
そ
う

い
う
弱
さ
と
い
う
や
つ
はで
す
ね
、
我

々
の
中
で
残
っ
て
い
る
.
だ
か
ら、
こ

う
い
う
判
決
、
最
高
裁
が
、
最
近色
ん

な
判
決
を
や
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
と
に

か
く
こ
う
い
う
反
撃
に
合
わ
ず
に、
公

共
の
福
止
の
結
論
で
も
っ
て
そ
れ
が入

って
争
く
と
い
う
事
は
弱
さ
が
あ
る
か

ら
で
は
な
い
か
、
そ
う
い
う
弱
さ
が残

って
い
る
か
ぎ
り
、
非
常
に
わ
か
り
や

す
い
あ
ら
わ
な
や
り
方
で
出
た
場
命は

こ
れ
に
対
す
る
反
撃
は
出
釆
る
け
れ
ど

も
巧
妙
な
形
で
そ
れ
が
提
起
さ
れ
た
場

合
に
は
非
常
に
弱
い
取
り
組
み
し
かで

き
な
い
の
は
そ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
前
野

そ
う
す
る
と
治
安
立
法
の
巧
妙

さ
と
い
う
点
で
は
、
戦
後
ず
っ
と
み
て

見
ま
す
と
破
防
法
か
ら
政
暴
法
、
そ
れ

か
ら
新
暴
力
行
為
法
と
い
う
こ
と
に
、

一連
の系
列
を
た
ど
って
み
る
と
、
本

質
を
いん
ぺい
す
る
技
術
と
い
う
も
の

は
ま
す
ま
す
う
ま
く
な
って
い
る
と
思

いま
す
。
そ
れ
か
ら
破
防
法
の
と
き
は

は
っき
り
破
壊
目
的
を
も
った
大
き

な犯
罪
だ
け
を
と
り
し
ま
る
も
の
で
あ

っ
た。
と
こ
ろ
が
政
暴
法
に
お
い
て
は

政
治
目
的
と
い
う
の
が
入
って
い
て
も

それ
は
普
通
の
デ
モ
と
か
大
衆
行
動
の

中
心
ひ
ん
は
ん
に
お
こ
り
う
る
。
そ
し

て新
暴
力
行
75法
に
な
る
と
、
治
安
立

法
の外
見
す
ら
と
って
い
な
い
わ
け
で

す
が
、
本
質
的
に
は
治
安
立
法
で
あ
る

のに
か
か
わ
ら
ず
政
治
目
的
と
い
う
性

格
か
ら
も
は
ず
れ
て
い
る
し
た
だ
単
な

る
複
数
人
が
集
ま
る
と
い
う
数
的
慨
念

だ
け
で
、
規
制
対
称
に
な
る
。
し
か
も

果
し
て
き
て
い
る
機
能
は
押
し
も
押
さ

れ
も
せ
ね
治
安
立
法
と
い
う
本
質
を
も

うて
い
る
か
ら
、
そ
こ
を
正
碓
に
み
ぬ

いて
啓
蒙
し
て
い
く
と
い
う
必
要
が
ま

す
ま
す
大
き
く
な
って
き
て
い
る
の
で

は
な
い
か
.

田中

民
κ及
び
刑
法
な
ん
か
の
関
係

で
す
け
ど
へ
こ
の
間
題
を
やは
り
少
し

つ
っこ
ん
で
者
え
て
み
る
必
要が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
例
え
ば商
法
と

か
会
社
法
と
か
を
含
む
の
で
す
が、
民

法
と
が
財
産
法
と
か
い
う
法
律
の分
野

で
は
そ
う
い
う
市
民
に
榴
利
を
与
え
て

いく
と
い
う
こ
と
が
支
配
者
の
意
志
に

必
ず
し
も
矛
盾
し
な
い
と
い
う
面
があ

る
わ
け
で
す
が
例
え
は
政
治
的
な
行
動

思
想
、
団
結
の
目
由
と
か
い
っ
た
面
に

-関
し
て
い
え
ぱ
、
こ
れ
は
、
支
配
者
に

ま
っこ
う
か
ら
対
立
す
る
よ
う
な
力
と

な
って
出
て
く
る
と
い
う
こ
と
を
文
配

者
は
よ
く
み
ぬ
い
て
い
る
と
いう
こ
と

で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
刑
法
とか
治安

立
法
の
中
で
は
法
律
の
も
っ
て
いる
緩

和
的
、
権
力
的
な
性
格
が
非
常
にあ
か

ら
さ
ま
に
出
て
く
る
と
い
う
こ
と
だ
と

思
う
の
で
す
。
ま
之
政
治
悩
勢の
最

近
の
う
ご
き
を
み
て
み
る
と
、
安
保
が

で
き
る
ま
え
の
管
理
法
体
系
、
安
保
後

の安
保
法
体
系
と
い
う
も
の
の
申
で
℃

非
常
に狩
徴
的
に
で
て
い
る
こ
と
は
、

安
保
法
体
系
に
な
る
と
日
本
の
独
占
資

本
がも
の
す
ご
く
強
力
に
復
活
レ
つ
っ

あ
っ
てし
か
も
、
彼
ら
が
自
分
の
野
望

.労
使
協
調
"
を
前
面
に

組
合
を
攻
治
活
動
か
ら
隔
離

片
岡

そ
うで
す
ね、
私
は
お
そ
ら
く

労
働
組
台
を完
全
に否
認
す
る
と
い
う

こ
と
は、
い
わ
ば総
資
本
の
意
志
と
し

て
は、
お
さ
えな
け
れ
ば
い
け
な
い
時

期
だ
と
思
う
。古
い組
合
を
み
と
め
な

い
と
か
親子
関
係
で
いき
ま
し
ょ
う
と

内
翁
が
問
題
だ
と
憩う
ん
で
す
.
だ
か

ら
労
働
遣
動
と
し
て
大き
く
経
済
主
義

の
方
向
に
固
定
する
と
いう
こ
と
は
一

貫
し
て
い
る
。
政
治活
動か
ら
隔
罷
す

か
い
っ
ても
も
う
通
用
し
な
い
。
こ
れ

だ
け
国
際的
な
労
働
運
動
の
連
滞
が
強

ま
っ
て
いる
点
か
ら
い
って
も
ね
、
だ

い
た
い自
由化
自
体
が
そ
う
い
う
条
件

を
示し
て
いる
。

中
山
た
ん
な
る
誤
歩
と
か
そ
う
い
う

の
では
な
く
て
、
な
に
し
ろ
、
そ
れ
を

し
ても
権
力
者
側
の
利
益
と
し
で
い
か

ざ
る
を
えな
い状
況
に
実
は
あ
る
ん
だ

と
み
られ
て
いる
わ
け
で
す
ね
.

片
岡

そ
こで
の
労使
関
係
の
訴
し
い

る
こ
と
が
資本
の要
請
と
し
て
当
然
で

て
く
る
。

労
働
組
合
主義
を
旗
印
に
す
る
。
そ
の

か
わ
り労
働
組
合
が
そ
う
い
う
取
引
団

体
と
し
て
と
どま
る
限
り
に
お
い
て
汲

認
す
る
。
そ
の上
で
労
使
は
協
力
と
い

う
こ
と
に
なる
のだ
ろ
う
と
思
う
.

申
山

そ
う
いう
新
し
い
動
き
を
労
働

組
合
は
意
識
的
に串
ヤ
ッチ
し
て
、
対

応
ず
る
姿
を
なし
て
いる
の
で
し
よ
う

か
?

(こ
の
時
田
畑先
生
出
席
)

片
岡

安
保
以
来
の労
働
問
題
の
焦
点

と
い
う
の
は
、
経
済
的
には
合
理
化
で

あ
り
自
由
化
で
あ
る
ので
す
け
れ
ど
、

労
働
組
合
の
中
で
い
った
ら
権
利
問
題

で
す
ね
。
I
L
O
を中
心
と
し
て
権
利

闘
争
な
ん
で
す
け
れ
ど、
合
理
化
、
自

由
化
は
安
保
改
定
の経
済
的
背
景
で
あ

った
の
で
す
け
れ
ど
、
それ
は
安
保
と

三池
を
組
み
合
わ
せ
てみ
た
と
き
に
組

合
側
の
塒
嶽
で
確
か
に起
ち
遅
れ
て
い

た
と
い
え
ま
す
ね
。

山
下

例
の
渡
辺
洋
三さ
ん
の
も
に
従

って
、
法
律
と
し
て
の憲
法
、
制
度
と

し
て
の
憲
法
、
イ
デオ
ロギ
ー
と
し
て

範
囲
を
広
げ
て
い
く
そう
いう
畢
例
は

で
て
き
て
い
る
が
…
。

片
岡

例
え
ば
、
こ
の
問
の病
院
ス
ト

に
対
し
て
で
す
ね
、
労
調
法
三十
六
粂

の
解
釈
を
拡
張
し
て
、
病
院勤
務
者
は

人
命
の
安
全
に
関
与
す
る労
働
者
だ
か

ら
で
き
る
だ
け
争
議
行
為
は
制限
す
べ

き
だ
と
い
う
通
遣
が
労
働
省
か
らで
て

く
る
と
か
で
す
ね
そ
の
他
最
高
裁
の職

例
に
対
す
る
判
決
が
で
る
の
は
一連
の

動
き
の
中
で
把
え
ら
れ
る
と
思
う
ので

す
が
。
た
だ
私
は
労
働
法
の
分
野で
は

む
し
ろ
、
さ
き
ほ
ど
い
っ
た
よ
う
に政

府
の
方
は
受
け
身
で
あ
る
と
思う
ん

だ
。
と
い
う
の
は
、
昨
年
だ
さ
れ
た下

級
番
の
一
浬の
判
決
を
みま
し
て
も、

ほ
と
ん
ど
岨
台
側
の
権
利
拡
張
の
要求

を
、
い
や
応
な
し
に
考
慮
せ
ざ
る
をえ

な
い
状
況
に
お
か
れ
て
両
少
く
と
も根

本
的
な
立
場
か
ら
と
り
く
ん
だ
い
るよ

う
な
判
決
が
多
か
っ
た
。
例
え
ば
佐賀

県
粂
例
の
無
罪
判
決
、
全
逓
中
央
郵
便

局
に
お
け
る
郵
使
法
の
適
用
の
問題
の

無
罪
判
決
を
出
し
た
例
で
す
ね
。
もち

敗
北
的
な
"
事
実
と

し

て
の
憲
法

〃
論

田
畑

籔
法
で労
働
基
本
権
を
保
障
し

て
い
る
で
し
よ
う
。淀
だ
℃
保
陣
さ
れ

て
い
る
の
だ
け
れ
ど
℃そ
れ
が簸
法
ど

お
り
ご
薦
施
さ
れ
℃
な
礎
と
い
う状
態

に
な
り
つ
ρあ
る
。
つ
ま
り
、
下
位
の

法
令
が
憲
法
ま
で
歪
っ
て
い
な
い
.
そ

れ
を
考
つさ
せ
て
き
た
の
は
、
や
は
り

安保
莱
籾
体
制
が
兼
刃
締
補
に
よ
っ
て

石
塁

の
人
笑

。
て
い
な
い
.

こ
れ
は
政
府
が
労
働
者
側
の
代
哀
の
住

命
棉
を
も
って
ぎ
す
か
ら
、
自
由
労
連

系
の代
表
を
好
ん
で
選
択
す
る
と
い
う

条
件
も
あ
り
ま
す
け
れ
ど
、
そ
の
意昧

か
ら全
労
代
表
の
統
一の
立
場
か
ら
薦

え
て碓
か
に限
界
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
中
山君
が
いわ
れ
た
よ
う
に
、
我

が
国
の労
使
関係
の
水
準
は
I
L
O
が

要
望
す
るよ
うな
水
準
に
さ
え
到
達
し

て
い
な
い
状況
で
す
ね
、
だ
か
ら
現
在

争
議
権
を
票止
し
て
も
、
公
労
協
に
対

ず
る
鎖
議
樵
の
禁止
は
そ
れ
自
身
問
題

が
あ
る
が
、
か
り
に
そ
の点
が
い
い
と

し
て
も
…
。

片
岡

イ
42判リ
ス
で長
い聞
例
の
市
場

法
と
い
う
法
律
が
あ
っ
て七
十
奪
聞
運

続
.
そ
れ
が
実
は
封
建
時
代
の法
徳
で

す
よ
.
そ
れ
が
目
勤
的
に
産
菓
の構
遣

が
近
代
化
を
襲
求
す
る
か
ら
自勤
的に

噂労
使
関
係
か
ら
く
る
法
律
規
制も
渇
代

化
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い。

む
し
ろ
そ
の
点
で
労
働
運
勤
の
側
が
ど

う
し
て
も
権
利
の
同
復
を
せ
ざ
る
を
え

な
い
と
い
う
さ
し
せ
ま
った
状
態
に追

い
込
ま
れ
て
、
そ
の
上
に
立
っ
て
橘
利

同
復
の
要
求
を
し
て
い
る
と
い
う
現
状

そ
こ
で
横
み
か
さ
ね
ら
れ
て
き
た
占
領

時
代
の
制
度
が
ど
う
い
う
風
に
法
律
的

内
お
を
き
強
し
な
い
で
ど
れ
ほ
ど
長
く

持
続
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
と
い

う
状
態
に
な
って
く
る
。

山
下

田
畑
先
生
、
労
働
首
の
権
利
と

憲
法
と
の
関
連
は
ど
う
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
か
?
。

で
き
たと
いう
こ
と
が
一番
大
き
な
契

機
にな
って
いる
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。安
保
兼約
は
勿
諭
、
憲
法
第
九
条

に
対
する
進
反性
を
強
く
拷
,て
い
る

ので
す
けれ
ど
も
、
そ
れ
が
も
と
に
な

っ
て、
塔本
椎
に
つい
て
も
憲
法
に
保

障
さ
れ
て
い
る墨
本
的
人
権
、
教
育
榴

戸五
面
に
つ
づく
)

ト
ヨ
タ
ニ
六
年
の
歩
み
に
は

「
日
本
人

の
頭
と
腕
で
純
国
産
の
自
動
車
を
つ
く

ろ
う
し
と
い
う
創
立
の
意
忘
が
ピ
ジ
ピ

ヅ
ド
に
活
き
て
い
ま
す
●
そ
し
て
現
在

の
ト
ヨ
タ
は

触世
界
の
ト
冒
タ
し
を
め

ぎ
し
て
い
ま
す
.
研
究
部
門
の
若
く
柔

軟
な
区
本
の
頭
脳
、
生
産
部
門
の
世
界

に
ピ
ケ
を
と
ら
ぬ
国
産
の
技
術
、
二
の

二

つ
が
ガ
ッ
チ
リ
と
結
び
つ
い
て
.
謹
嚇

・き
に
み
ち
た
こ
の
冒
標
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

ト
ヨ
タ
を
目
指
さ
れ
る
方
の
た
め
に
・8

ト
ヨ
タ
の
ニ
ニ
に
目
を
つ
け
て
く

だ
さ
い

G
望
の夢
の
撒
刷を
血}く
地
位

日
本
の
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
胃
ン
を
渕

花
さ
せ
た
第

一
の
功
労
者
o
生
産
佐

㌔
生
産
量

。飯
売
量

・研
究
力
・…
8

あ
ら
ゆ
る
面
で
ト
ッ
プ
レ
ペ
〃
を
つ

く
存
在
で
す
。

●
そ
の
開
発
力

創
菜
の
理
念
が
一
貫
し
て
今
日
ま
で

生
き
て
い
ま
す
。
大
衆
乗
用
車
の
実

現
は
そ
の
今
日
的
な
所
産
の
ひ
と
つ
.

び
ろ
い
国
民
的
支
詩
を
得
て
塾
ま
す
o

●
国
際
的
な
活
耀
舞
台

ク
ラ
ウ
ン

コ
ロ
ナ
○
パ
プ
リ
カ
や

ラ
ン
ド
ク
〃
ー
ザ
ー
が
ど
ん
ど
ん
海

外
に
輸
出
さ
れ
て
い
ま
す
●
ア
メ
ン

カ
、
中
南
米
、
響
ー
ロ
ッ
〆
ヤ
業
南

ア
ジ
ア
の
新
し
い
道
を
ト
ヨ
タ
の
新

車
が
駆
け
て
い
ま
す
。

●
進
歩
の
先
端
を
ゆ
く
経
営
管
理

管
理
業
務
や
事
務
の
合
理
化
に
は
深

い
関
心
が
つ
ね
に
払
わ
れ
,
I
B
M

電
子
計
算
機
、
最
新
型
通
信
機
な
ど

時
代
の
先
端
を
ゆ
く
新
鋭
設
備
が
活

躍
し
て
い
ま
す
。

●
ト
ヨ
タ
・
マ
ン
の
豊
か
な
暮
し

日
本
で
も
最
高
の
福
利

・厚
生
諸
施

設
が
壮
員
の
筑
ネ
〃
ギ
ー
の
源
を
そ

だ
て
て
い
ま
す
。
入
間
の
個
性
と
能

力
を
も
つ
と
も
置
二互
す
る
の
が
ト
翼

タ
の
特
色
で
す
。

着
い
人
材
の
意
欲
的
参
加
を
心
か
ら
お

ま
ち
し
て
い
畿
す
。
六
得
下
旬
ま
で
に

ほ
「就
職
の
た
一め
の
ユ↓
蛆
15四坐
T」を
催
幽9

予
定
で
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
下
紀
の

い
ず
れ
か
に
お
閤
い
あ
わ
せ
く
濯
さ
い

「日本の頭脳』がつくうてきた。・・

「あなたの着いカ」でそだってゆく

トヨタ自動車

社

劉
鰻

会

飾

式

・
電
購
綴

パブリグランブサ自
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(四
面
か
ら
つ
づ
く
)

に
つ
いて
も
生
存
橿
に
し
て
も
、
労働

基
本
椙
に
し
て
も
片
端
か
ら
歪
め
ら
れ

て
し
ま
って
い
る
。
そ
の
状
態
を渡
辺

洋
三溜
が
と
ら
え
る
よ
う
溺
、
暴実
と

し
て
の
懸
法
だ
と
と
ら
え
る
こ
と
に私

は
反
対
だ
.
畢
実
と
し
て
の
無
法と
と

ら
え
る
こ
と
は
非
常
に
変
なん
で
す

ね
.
憲
法
と
い
う
のは
覇
笑で
は
な
く

て
規
範
な
ん
で
す
。
違
矯
の
実現
象
を
噛

薬
実
と
し
て
の
憲
伝
と
智
う
のは
、
敗

北
主
義
的
な
ん
で
す
よ
。
渡辺
君
が
い

わ
れ
て
い
る
の
は
、
ど
う
い
う意
脈
な

の
か
詳
し
く
は
知
ら
な
い
けれ
ど、
集

実
と
し
て
の
憲
法
と
い
う
のは
お
か
し

い
と
思
い
ま
す
。

中
山

憲
法
の
運用
の
異体
と
いう
憲

昧
で
使
わ
れ
て
い
る
ので
は
な
い
で
す

か
.
田
畑

憲
法
に
反す
る
事
笑
が
める
と

い
う
の
はい
い
ので
す
よ
.

片
岡

そ
う
い
う廠
臥
で
し
ょう
ね
。

田
姻
し
かし
それ
を
制
度
と
し
て
の

惣
法
、
事実
とし
て
の憲
法
だ
と
い
う

の
は
閥逮
っ
て
いる
。事
異
と
し
て
の

憲法
は
、、規
範
と
し
て
の
憲
法
だ
と
い

う意
殊
で
は
な
いの
で
、
あ
って
は
な

ら
な
い
ので
す
。
憲
法
が
あ
って
箪
実

を規
律
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
に

な
っ
てい
る
の
に
、
そ
う
で
は
な
く
て

憲
法
に逸
反
じ
た
事
実
が
ど
ん
ど
ん
出

てき
て、
そ
れ
が
懸
法
を
な
し
崩
し
に

し
て
いる
わ
け
な
ん
で
す
。
そ
う
い
う

　

状
態
に
も
拘
わ
ら
ず
、
亭
笑
とし
て
の

憲
縁は
こ
う
だ
制
度
と
し
て
の
慧法
は

こ
う
だ
な
ど
と
分
け
て
考
え
る
のは
問

達
うて
い
る
.

中
山
田
畑
先
生
の
お
っし
や
る
こと

と
渥
勉
君
の
憲
図
と
は
あ
ま
り
変
っ
て

い
な
い
.
む
し
ろ
、
為
政
者
の側
で
は

現
媛
の
状
況
が
固
足
し
て、
それ
が憲

法
の
本
当
に
期
待
し
て
い
るも
の
で
あ

る
か
の
よ
う
に
考
え
さ
せよ
う
と
し
て

い
る
し
、・一般
の
人
達
も
その
よ
う
な

受
取
り
方
を
し
て
い
る
。あ
る
べき
照

法
は
こ
う
い
う
の
だ
、し
か
し
、
実
際

ノ

は
こ
う
い
う
嵐
に
な
っ
て
いる
と
い
う

こ
と
を
は
っき
り
区
別し
なけ
れ
は
な

ら
な
い
。

国
姻

そ
う
い
う
こと
は
書
う
べき
で

は
な
い
ん
で
す
。結
局
は
構
力
に
つ
い

て
行
く
こ
と
にな
って
し
ま
う
ん
で

す
。権
力
にガ
ン
と
抵
抗
し
な
け
れ
ぱ

な
らな
い時
に
一歩
も
二
歩
も
後
漫
し

て、
そ
れ
を
學
実
と
し
て
認
め
る
こ
と

は
聞
違
って
い
る
と
思
う
。
そ
れ
は渡

辺
君
だ
け
で
は
な
く
て
、
か
な
り
そ
う

いう
部
分
は
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。政

府
が
基
本
的
人
栂
の
中
で
学
問
の
目由

擢
は
人
榴
だ
と
は
っき
り標
走し
て
い

な
い
ん
で
す
よ
。
と
ζ
ろ
が
生活
旋
の

場
合
に
は
権
利
だ
と
決
め
て
いる
ん
で

す
.
教
育
の
場
合
だ
っ
て
権利
だ
と
決

め
て
い
る
。
労
働
権
の
場
含、
権
利
だ

を
是
醜
する
こと
に
な
る
.
彼
自
身
が

そ
う
い
う意
識
がな
いと
し
て
も
結
果

とし
て
そう
いう
こ
と
に
な
って
い
る

んで
す
.

田中

今
、
田
畑
先
生
が
言
わ
れ
た
こ

と
に
つい
て
、
法
律
学
に
と
って
は
非

常
に
問
題
だ
と
思
う
ん
で
す
。
つ
ま
り

そ
の
底
に
は
法
と
い
う
も
の
に
対
す
る

根
本
的
な
相
違
が
あ
る
わ
け
で
、
渡
辺

さ
ん
な
ん
か
の
場
合
は
法
と
い
う
も
の

を
購
実
と
し
て
と
ち
え
た
場
合
は
、
こ

「,,剛
」
中

蔵

樹

氏

〒

と
使
って
あ
る
け
れ
ど
も
、
し
かも
そ

れ
を
権
利
で
は
な
い
と
い
うん
で
す
か

ら
ね
。
そ
う
い
う
見
方
をし
て
いる
で

しよ
う
。

山
下

具
体
的
な
謂求
権
で
な
い
と
い

う
わ
け
で
し
よ
う
。例
え
ば
二十
九
条

に
し
て
も
…
.

田
蜘

道
穂
的
な権
利
で
あ
る
と
か
な

い
と
か
そ
う
い
う暮
葉
で
法
的
な
橿
利

で
は
な
いと
杏
足
す
る
た
め
に
書
って

い
る
んで
す
よ
。

片
岡

そ
の点
、
生
存
権
の
場
合
、

十七
条
の勤
労
権
の
場
合
と
、
二
十
八

条
の
いわ
ゆ
る
労
働
三
権
の
場
合
と
区

別
し
て
いる
の
で
は
な
い
で
し
よ
う

か
.
田
姻

区
別
し
な
い
で
擢
利
と
し
て
杏

窺
す
る
と
い
う
政
策
の
た
て
ま
え
にな

って
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か。

片
岡

無
差
別
に
そ
ん
な
立
場
に立
っ

て
い
る
と
し
た
ら
そ
れ
は
問題
で
す
。

田
鋼

無
差
別
に
権
利
と
し
て認
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
.
あ
る
もの
は
権
利

だ
と
考
乳
る
の
に
、
し
か
も櫃
利
と
い

う
雷
葉
を
は
っ
き
り
使
う
てあ
る
の
に

樒
利
で
は
な
い
と
い
う
こと
を
い
って

い
る
の
だ
か
ら
非
常
に
これ
は
お
か
し

い
。
そ
れ
が
事
笑
と
し
ての
綴
法
だ
と

い
う
こ
と
に
な
る
の
でし
よ
う
。
聯
笑

と
し
て
の
憲
法
だ
と
い
うこ
と
は
政
府

の
こ
う
し
た
権
力
とし
ての
廠
法
解
釈

れ
は
よ
り
法
現
象
を
説
明
し
よ
い
と
い

う
風
に
譜
え
ら
れ
る
の
で
し
よ
う
し
、

田
畑
先
生
の
場
合
は
批
判
と
し
て
と
ら

え
た
方
が
よ
り
、
法
の
異
現
、
実効
柱

を
果
た
す
た
め
よ
り
有
麹
で
あ
る
と
い

う
風
に
と
ら
え
ら
れ
る
と
思
う
ん
で
す

が
、
ぼ
く
は
、
ど
ち
ら
の
譜
え
方
も
不

　
充
分
だ
と
思
い
ま
す
.
し
か
し
、
こ
の

問
題
に
つ
い
て
は
学
者
が
真
剣
に
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
、
こ
こ
で

討
議
す
る
問
題
で
は
な
い
.
唯
非
常
に

間
題
だ
と
思
う
こ
と
は
、
例
え
ば
憲
法

轡
か
れ
て
い
る
い
く
つ
か
の
権
利
が
か

り
に
笑
現
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ

て
も
そ
れ
で
万
事
こ
と
終
れ
り
と
い
う

も
の
で
は
な
い
.
つ
ま
り
、
現
在
の
憲

法
そ
れ
自
体
が
ど
れ
ほ
ど
近
代
の
労働

者
階
級
の
解
放
と
か
国民
の自
由、
平

等
を
保
隙
し
て
い
る
かと
いう
点
を
考

え
て
み
る
と、
例
え
は生
存
権
の
規
定

を
い
う
のは
明
ら
かに
階
級
対
立
が
あ

る
と
い
う前
提
を
認
め
て
い
る
点
に
そ

れ
自
体
が階
級
対
立
を
容
認
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。現
在
の
憲
法
が
か
り

に
守
ら
れ
ると
いう
こ
と
があ
って
も

そ
の
ま
ま
、
非民
主
的
と
か
、
非
平
等

的
な
も
の
が解
決
さ
れ
る
と
は
考
え
ら

れ
な
い
。し
かし
そ
う
い
って
も
現
在

の
憲
法
が条
文
通
り
守
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
を
否定
す
るも
の
で
は
決
し
て
な

い
。
片
岡

話
を労
働
法
の
問
題
に
も
ど
す

と
、
I
L
Oな
み
の
現
在
の
労
使
の
力

関傑
の
法
制
度
に
な
った
と
し
て
、
そ

れ
が
現嶽
法
と
ど
の
程
度
ギ
ャ
ップ
が

あ
る
か
。そ
の
「
つ
のメ
ル
ク
マ
ー
ル

は
、
I
」0
は
、
本
当
に
欠
く
こ
と
の

核
武
装

へ

蘭

で
き
な
い
械
関
的
亭
業
、
腸
え
ば
争
議

行
為
に
よ
る
国
民
の
全
部
獣
た
は
一
部

の
生
活が
蟹
じ
る
レ
く阻
脳
され
ると

い
う
事
態
の
よ
う
な
纂漿
、
そ
の嶺
桀

に
つ
い
て
は
争
議
行
為を
藥
止
す
る
こ

と
が
で
き
ると
いう
前
提
に
た
って
い

ま
す
。と
ころ
が
二十
八
条
に
は
少
く

と
も
それ
を
な
ん
ら
か
の
禁
止
を
す
る

こと
ので
き
る
と
いう
規
定
は
入
って

いな
い。
そ
こ
で
か
り
に
I
L
O
が
現

在我

が々
行
わ
れ
て
い
る
争
議
規
制
を

や
むを
え
ざ
る
る
ま
に
お
け
る
ぬ　　
で
懸
権
を
与
え
て
、
洌
え
ば直
接
に国
家
が

輸
送
力
を
つ
か
っ
て
、物
資
を
補
給
す

る
。
そ
う
す
る
と
国民
生活
にな
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
だ
から
争
議行
為
を

禁
止
す
る
と
い
う
諭
理は
で
て
こな
い

の
で
す
.
も
し
憲
法
がそ
の
よ
う
な立

場
を
と
って
い
る
も
の
な
ら
工
L
Oは

た
し
か
に
ま
だ
そ
の
距
離は
遠
い
ので

す
。
と
ζ
う
が
そ
の
I
L
O
の水
準
ま

で
も
い
っ
て
い
な
い
の
で
す
.憲
法
と

実
情
の
解
離
が
い
か
に
あ
る
かと
いう

こ
と
で
す
。
顧応
の
尺度
で
す
か
らね

工
L
O
は
。

の
道
歩
む

山
下

労
働
運
動
の
こ
と
は
こ
の
辺
で

し
め
く
く
って
、
司
会
と
し
て
感
想
を

いう
な
ら
は
、
政
府
の
攻
撃
は
か
な
り

対
象
を
限
定
し
て
や
ら
れ
る
場
合
が
あ

る
。
こ
のよ
う
な
各
假
撃
破
で
こ
ら
れ

難
灘
}

米
原
子
力
潜
水
艦
寄
港
の
意
図

衡

山下

日
本
の
核
武
装
化
と
い
う
こ
と

が
急
越
に
進
ん
で
い
る
こ
と
は
は
っ
き

り
し
て
い
る
.
た
と
え
は
原
子
力
潜
臓

の
間
題
に
し
ま
し
て
も
、
寄
港
と
い
う

こ
と
ぱ
を
つ
か
っ
て
い
て
も
や
は
り
あ

れ
は
日
本
の
港
を基
地
と
し
て
つ
かう

し
か
も
新
レ
い
ア
メ
リ
カ
の
核
戦略
と

し
て
行
う
と
い
う
こ
と
な
ん
で
、
これ

は
結
局
日
本
の
近
海
を
核
武
装し
た
潜

水
駈
が
遊
泳
す
る
と
い
う
こ
とで
あ
っ

て
引
い
て
は
日
本
の
核武
装
に
つら
な

る
ζ
と
に
な
る
と
思
いま
す
。
板
付
に

き
た
F
も

5
です
が、
あ
れ
は
羅

}

核
武
装
と
い
う
ζと
にな
って
く
る
。

前
野

韓
国
の槽
勢
不
安
にと
も
な
い

日
本
の
核
基地
と
し
ての
躍
要
性
撰
高

ま
っ
て
いる
。

田姻

そ
れ
は
安
保条
約
締
精
時
か
ら

のね
ら
い
だ
った
.の
で
は
な
いで
す
か

溜
水
艦
や
F
1
0
5
が
や
って
き
て
、

ま
た
ア
メ
リ
カ
が
そ
う
い
う
も
の
を
も

って
き
て
米
軍
が
そ
れ
を
使
う
と
い
う

た
て
ま
え
を
と
って
い
て
、
そ
れ
か
ら

自
衛
隊
に
あ
る
程
厩
や
ら
せ
る
の
で
は

な
い
で
す
か
.

山
下

宏
保
の
と
き
畢
前
協
議
と
か
交

蕎
公
文
が
あ
る
の
だ
か
ら
安
心し
ろ
と

い
わ
れ
た
の
で
す
が
安
心
で
き
な
い
の

だ
と
反
融
し
た
の
で
すよ
。
そ
の嶺
実

が
今
正
に
我
々
の
目
の前
に展
開
さ
れ

て
い
る
わ
けで
す
ね
.

田
煩

む
こ
う
の
イ
ニシ
ァチ
ブ
の
も

と
で
覇前
協
議
を
す
る
と
い
う
の
だ
か

ら
、
こち
ら
が
主
体
性
を
も
って
い
る

と
いう
ので
は
な
い
の
で
す
よ
.
憲
法

九
条
を
前
も
っ
て
捨
て
て
い
る
ので
す

噸
山

下

健

次

氏

か
ら
主
体
性
をみ
ず
か
ら放
棄
し
てる

の
で
ず
。

山
下

例
の
治安
行
勤
草
案
の
間
題
で

す
け
れ
ど
、
自衛
隊
が治
安
行
動
にう

つ
る
側
面
と
い
う
の
が案
外
皆
に気
づ

か
れ
て
い
な
いと
いう
…
。

中
山

非
常
に距
雌
の
遠
い所
に
あ
る

と
い
う面
があ
る
感
じ
で
す
ね
。

田
畑

治安
行
動
草
案
が
あ
る
と
い
う

こ
と
を知
っ
てい
な
い
で
す
よ
。

中
山
こ
れ
は
警
寮
に
つい
て
も
そ
う

い
え
る
ので
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
刑

亭警
察
で
は
な
く
て
公
安
警
傭
の
方
で

非
常
に力
が
お
か
れ
て
い
る
が
そ
れ
を

国
民
には
あ
ま
り
知
ら
さ
れ
て
い
な
い

そ
う
いう
変り
方
を
し
ら
せ
る
と
い
う

必
嬰
があ
る
の
で
は
な
い
か
…
。

山下

軍
事
化
、
基
地
は
拡
張
さ
れ
、

嶽
法調
査
会
に
関
連
し
て
徴
兵
制
が
日

程
にの
ぼ
うて
き
て
い
る
よ
う
に
盛
じ

るわ
け
で
す
.

田姻

自
衛
隊
の
核
戦
力
化
、
も
う
脚

つ徴
兵
制
の
二
本
立
て
で
し
ょ
う
ね
.

田
中

ポ
ポ
ロ
座
覇
件
に
関
し
て
も
わ

か
る
の
で
す
が
最
高
裁
の
態
展
が
安
保

以
後
き
わ
だ
りて
反
動
化
し
て
き
た
と

い
う
峯
笑
、
人
●
に
し
て
も
、
最
高
裁

と
い
う
の
が
も
は
や
描
力
の
御
用
機関

と
し
て
、
こ
れ
は
は
じ
め
か
らわ
か
っ

て
い
る
こ
と
で
す
が
ね
.
笑
に
は
っ
き

り
し
て
き
た
と
い
え
る
わ
けで
す
.

権
力
介
入
を
許
す
ス
キ

古
い
"大
学
人
"の
自
治

概
念

山
下

そ
れ
で
は
、
大
掌
の
問
題
に
。

田
煩

学
間
や
研
究
の
目
由
と
い
う
ζ

と
は
保
障
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
け
れ
ど

も
、
そ
の自
由
が充
分
に莫
現
さ
れ
な

へ

い
わ
け
です
よ
。学
問
に
従
拳
し
て
い

る
省
目
体
か
ら国
分
で
自
分
の
目
由
を
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ど
う
し
力
髪
協

圏

暢
舞
艶
粥羅
叶舞

よ
う
。
頁
大11
総
供
紹
高
六
憶
円
、
轡籍
部
一憶

三
千
四百
万
円
(二
二
・三
%
)
食
堂部
一

億
騨
壬
万円
(
一八
・三
%
)

東大
H
総
供
給
身
四
懸
二
千
四百
万
円
、

膚籍
部
二千
三
百
力
円
(五
・四
%
)
食
党

部
一
糠五
千
四
百
万
円
(三六
・
三%
)
食

骨
十
パ
ン
シ
ョ
ソ
プ
ニ憶
三百
万
円
(四
八

%
)予
算
と
い
う
も
の
は
だ
いた
い
前
年
度
の

冥
旗を
淋
準
と
し、
それ
に
若
干
の
修
正
が

加
昧
さ
れ
て
豆
て
られ
る
の
で
、
こ
の
数
字

が
藺
生
協
適
営
の現
状
と
み
て
ほ
ぼ
ま
ち
が

い
な
い
。
と
こ
ろで
、
両
生
協
の
決
定
的
な

ち
が
いは
、
樋
大
が
槽
籍
中
心
であ

る
の
に対
し
て
京
大
で
は
食
掌
に大

轟

き
く依
存
し
て
お
り
、
概籍
の比
盟

がき
わ
め
て
低
い
こと
で
あ
る
。全

儒
鱒

部門
中
で
も
、
康大
で
は
蟹
籍
が
、

③

圏

ら藻

.籐
蘇

そ
れ
に
畢
務
用
品
、
日
用
品
な
ど
の購
売
部

門
が
中
心
に
な
る
こ
と
が本
釆の
運
営
方

針
の
あ
り
方
だ
し
、
京大
生
協
が
現
在
の

て
くる
鯖
果
に
な
って
い
る
。
本
釆
な
ら大

学
生協
ぞ
は
需
霜
、
購
売
と
い
う比
較
的
利

益
率
の明
確
な
部
門
で
一定
の実
績
を
継
持

し
、
食
堂
部
門
で
は
そ
の
分
だけ
で
き
る
か

ぎ
り
利
益
を
押
え
て
い
く
べ
き
な
のだ
。

こ
う
し
た
こ
と
は
最
近
理
串会
内
部
で
も

問
題
に
な
って
き
つ
つ
あ
る
.

ε
O

ろ
で
、
整
前
ま
で
、
昊

⊂
し

の
食
堂
部門
で
も
か
な
り
大
き

な
利
益
率
が
計
上
され
、
四
〇
%
に
達
す
る

つま
り
東
大
よ
り
も
さ
ら
に
一段
阻
前
から

改
蓄
策
を
打
た
ね
ば
な
ら
な
か
ワ
た
わ
け

だ
.鶴

行叶褻
灘
鐸

は
、
成
果
は
と
も
か
く
と
し
て
、
そ
の
こと

自
体
、
大
き
な
意
藏
を
持
つ
も
の
であ
っ

た
。
霞
籍
部
の
立
て
薩
し
は
単
に
一
部門
の

改
曹
を
意
味
す
る
だ
け
で
な
く、
さ
き
に
の

べ
た
よ
う
な
運
営
体
制
の
移行
へ
の第
一段

体
質
改
善
に
取
組
め

書
籍
、購
売
に
移
行
が
必
要

多
くし
て
いく
こと
が
幽
つの
大
き
な
対
策

であ
ろ
う。
輿
大
の醤
籍
に
突
績
が
あ
る
の

も
、駒
場
で
教
料
雷
を
す
べ
て
取
り
扱
って

いる
こと
が
基
盤
と
な
って
い
る
。
と
こ
ろ

が
、
京
大
で
は
せ
い
ぜ
い
三
ー
四
割
で
、
他

は
学
外
の
醤
店
に
握
ら
れ
て
い
る
。
教
罎
の

注
文
も
ほ
と
ん
ど
庄
協
に
は
な
い
。

両
様
の
こと
が
購
売
部
に
つ
い
て
も
い
え

る
.
亭
務
用
品
に
つい
て
、
大
掌
と
の
取
引

き
は
大
学
全
体
か
ら
す
れ
は
、
コ
ン
マ
以下

の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
し
か
な
い
と
い
わ
れ

る
.0

㈲

銑

職
議

警

簸

齢
勲

数
に
あ
り
、
そ
ζ
で
使
わ
れ
る
齋
籍、
文
房

具
.
単
務
用
品
な
ど
は
巨
大
な
量
に
の
ぼる

は
ず
だ
.じ
か
も
、
そ
の
大
半
を
組倉
只と

す
る
京
大
生
協
が
、
そ
れ
を
吸収
し
えな
い

の
は
ど
う
し
た
こ
と
か
。

福
島
理
扇
畏
は
「大
学
関係
に
つい
て
購

売
都
の
取
扱
い
が
一%で
も
増
え
れ
ば
浬
営

内
答
は
大
き
く
変
っ
てく
る
」
と
指
摘
し
て

い
る
。
た
し
か
に、
この
こと
と
教
科
轡
の

取
扱
い
と
が
、
二
邪門
の
笑
績
を
引
き
あ
げ

る
ポイ
ント
であ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
ま

た
、築
務
上
か
ら見
た
体
質
改
醤
の
竃
要
な

ポ
イン
ト
にも
な
っ
てい
≦

こ
れ
ら
を
具

体
的
に推
進
し
て
いく
週
営
方
針
が
、
今
後

理
硲会
の
課
題
と
な
る
べ
き
だ
。

(雅
)
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放
棄
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
あ
る

}の
で
は
な
い
で
す
か
.
自
分
自
身
で勝

手
に
せ
ぱ
め
て
い
る
ん
だ
。
例
え
ぱ
学

術
会
議
に
つ
い
て
み
て
も
、
今
展は
あ

あ
い
う
決
慧
を
し
て
くれ
て
非
常
によ
!

.

か
った
の
で
す
け
れ
ど
、
弱
い
の
で
す

よ
線
が
、
た
だ
ね
、
原
子
炉
が
潜
水
髄

に
つい
て
い
る
と
か
原
子
力
と
い
う
も

の
が
ま
だ
よ
く
わ
か
ら
な
い
か
ら
危
険

だ
と
い
って
プ
ロ
テ
ス
ト
し
て
い
る
わ

け
で
す
け
れ
ど
、
も
っ
と
問
題
は
大
き

い
の
で
す
.
そ
れ
に
真
向
か
ら
と
っく

ん
で
そ
れ
を
い
け
ない
と
いう
こと
が

ど
う
し
て
い
え
な
い
の
か、
学問
の
目

由
権
は
そ
れ
を
保
蹄
し
て
いる
ん
で
す

か
ら
、
な
ん
で
も
なげ
こ
と
で
す
よ
。

政
府
権
力
に
遠
砿し
す
ぎ
て
い
る
の
で

な
り
多
い
ん
で
す
ね
.
た
と
えぱ
、
京

大
な
ん
か
は
学
長
の選
挙
椹
を
教
授
だ

け
に
限
定
し
て
い
るわ
け
で
し
ょう
.

鶴
野

偉
い先
生
の中
には
、
非
常
に

偏見
を持
たれ
る
方
が
あ
って
、'政
治

的で
あ
る
こと
既
望
間
的
で
な
い
と
思

う
人
があ
る
ん
で
す
け
ど
.

雛
難
聾
麺
魅

け
で
す
。

田

畑

忍

氏

,

蝦
大
で
は
食
堂
が首
位
に
な
っで
お

り
、
パ
ン
ソ
ヨ
ップ
も
加
え
る
と
五

〇
%
に
も
及
ぶ
部分
を
占
め
て
い
る

食
堂中
心
か
ら
そ
う
し
た
方
向
に
移
行し
て

い
くこ
と
は
、
理
愈
倒
に
も
要
求
され
る
。

さ
ら
に
、
現
突
の
運
営
状
況
をみ
ても
そ
れ

は
指
摘
さ
れ
る
。
こ
こ
数
年
来斗
食
堂
部
門

が
他
の
杢

の
湾

と
く
に建

、溌

、

印
刷
に
出
る
赤
字
分
の穴
埋
め
を
一手
に
引

き
受
け
て
い
る
た
め
に利
益
率
を
三
五
%
程

度
以
下
に
落
す
こと
が
で
き
ず
、
勢
い
物
価

値
上
り
の
影
響を
押
え
ら
れ
な
い
で
い
る
。

そ
こ
か
ら
、
たと
え
ぱ
"メ
シ
が
島
い
`
と

い
う
鰯般
的
な不
満
が
組
合
員
の
中
か
ら
出

ほ
ど
に
な
った
こ
ど
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

当
時
の
理
事
会
は
こ
れ
に
メ
ス
を
入
れ
て
大

幅
に
引
き
下
げ
を
行
な
っ
て
現
在
に至
っ
て

い
る
。
こ
の
串
災
は
駁
大
生
協
の
現状
を
み

る
と
き
、
大
き
な
小
唆
を
含
んで
いる
。東

大
が
そ
う
し
た
改
革
を
で
き
た
のは
、
一
つ

に
は
轡
籍
部
の
実
顧
を
屠
頼で
き
た
か
ら
で

あ
ろ
う
.
と
こ
ろ
が
、
京
大
の毒
籍
に
は
そ

れ
が
全
く
な
か
っ
た
。
な
か
った
ど
ころ
か

わ
け
の
わ
か
ら
ぬ
ボ
ウ
大
な赤
宇
を
出
し
て

,生
協
の
ガ
ン
π
と
さ
λ
いわ
れ
て
き
た
.

階
と
な
り
うる
から
で
あ
る
。
理
鶏
会
の
基

本
的
な問
題
憲
議
も
そ
こ
に
あ
っ
た
と
み

る
。の
㈲
実灘
雑
醗
鑓
罷

のよ
う
な
わ
け
の
わ
か
ら
ぬ
ロ
ス
は
皆
無
に

な
った
。し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
充
分
だ
と

す
る
こと
は
で
き
な
い
し
、
今
後
ど
の
よ
う

に
し
て
槻
繕
の
ウ
エ
イ
ト
を
大
き
く
し
て
い

く
か
を
目
指
さ
ね
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
教
科
轡
、
参
考
醤
の
取
り扱
い
を

す
よ
.
そ
の
点
か
ら
いう
と
一
二
一人

の
科
学
省
が
声
明
を
出し
た
あ
の
声
朋

は
非
常
に
よ
か
っ
たと
思
いま
す
。

山
下

前
の
大
学管
理
制
度
の
反
対
で

す
ね
.
あ
の
場
缶確
か
に
我
々
が
相
当

反
対
し
た
か
ら
むこ
う
が
一応
、
中
止

し
た
と
いう
そ
う
いう
扇
憎
が
な
い
と

は
い
えな
いが
、
し
か
し
少
し
皮
肉
な

み
か
た
融す
る
と
、
学
養
の
方
で
自
主

的
に池
田
酋
網
の
思
つよ
つな
こ
と
を

や
る
だ
う
つか
ら
み
て
み
ま
し
ょ
う
と

いう
こ
と
で
す
ね
。
そ
の
黒
多
少
み
く

びら
れ
て
い
る
と
思
う
の
で
す
。

中
山

大
学
の
囲
治
と
い
う
非
常
に抽

象
的
な
慨
愈
で
す
け
れ
ど
、慨
愈
諭
争

は
よ
く
や
ら
れ
ま
す
けれ
ど、
現
契
の

場
で
ど
の
裡
箋
際
抵抗
を
し
み
ち
に

ゃ
れ
る
か
と
いう
と
非
常
に
あ
や
し
い

ん
で
、
そ
の
黒を
今
後
し
っか
り
し
て

い
か
な
いと
自
分
か
ら
大
学
の
目
治
を

侵
す
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

田畑

現
に
崩
壊
し
て
い
る
の
が
、
か

前
野

そ
れ
と
編
び
つ
い
て
、
大
宇人

の
將
権
謡

を
間
魍
に
し
な
けれ
ぱな

ら
な
い
。

田
中

そ
れ
は
、
学
囚
の
民
午化
と
砧

び
つ
け
て
い
か
な
け
れ
ぱ
い
な
いと
思

い
ま
す
。
僕
ら
が
学間
の
白由
を
問

題
に
す
み
と
き
「学問
の
目由
は
こ

れ
を
保
障
す
る
と
いう
」例
の
第
二

十
三
条
の
「学問
」と
いう
の
を
非
常

に
狭
い
恵妹
に解
し
て
いる
の
で
は
な

い
か
.
大
字
℃わ
な
わ
れ
て
い
る
も
の

を
一肢
に
4間
と
見
な
し
て
い
る
わ
け

で
、
学問
の
目由
と
い
つこ
と
のh
代

的
慧
駄
は
そ
つい
う
こ
と
で
な
く
、
国

民
の
甲の
文
化
な
り
政
治
凶
白
覚
を
尚

め
て
い
く
と
い
う
役
司
を
持
つ
も
ので

現
在
の
富
閲
の
自
由
は
、
異
は
、政
府

に
と
って
好
ま
し
く
な
い
の
は、
そう

鵬
雌藷
饗
罐
欝
欝
}

肇
閥
の
目
由
を
保
騨
され
て
いる
の
で

す
。
そ
れ
に
園
運
が
めり
ま
すが
、
こ

と
に
日
本
め
社
会
科
学
の
面
で
は
非常

に
学
閥
の
幣
が
あ
り
ま
す
.

中
山

大
学
の
目
由
と
し
て
は教
え
る
}

と
い
う
狭
い
視
野
か
ら
少し
発
展し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い.
現
在
の大

学
の
目
治
を
支え
る
本当
の力
と
な
る

研
究
者
の
目
覚
があ
ま
り
な
いと
思
い

ま
す
.
私
は
そ
う
い
う
意
味
で
、
研
究

者
が
、
戦
争賀
任
と
い
う
こ
と
を
も
う

一
回考
え
てみ
る
こ
と
が
必
竪
だ
と
思

い
ま
す
。
つま
り
、
ま
た
も
と
来
た
道

を
歩み
出
し
て
い
る
よ
う
な
日
本
の
現

状
の中
で
、
ど
う
し
た
ら
再
び
そ
う
な

らず
にす
む
か
と
い
う
こ
と
を
ζ
の
際

学問
的
な
面
か
ら
も
考
え
て
み
る
必
要

があ
る
。
刑
法
で
も
今
学
界
の
主
流
を

なし
て
いる
方
々
は
、
戦
争
中
は
戦
争

に迎
合
さ
れ
た
方
も
あ
る
わ
け
で
、
学

問
的
な
態
度
で
も
そ
う
だ
っ
た
の
で
す

が
、
そ
の
反
省
が
ど
の
程
度
行
な
わ
π

た
か
が
問
題
で
あ
っ
て
、
そ
ζ
か
ら
、

何
の
た
め
に
学
閥
す
る
か
と
い
う
こ
と

か
ら
出
発
し
な
い
と
大
学
を
良
く
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

山
下

そ
れ
は
非
常
に
大
切だ
と
思
う

ん
で
す
.
掌
聞
の
目
由
に対
し
て攻
撃

が
加
え
ら
れ
た場
合
に、
そ
れ
に反
撃

す
る
中
昧
が
、今
、
人
によ
っ
て非
常

に
ま
ち
まち
で
、
自
分
の
や
り
た
い
こ

と
に
干
渉す
る
か
ら
反
対
す
る
ん
だ
.

極
端
に
誉
え
ー6、
国
民
の
為
に
な
ろ
う

と
な
る
ま
いと
、
自
分
の
や
り
た
い
こ

と
は
やる
ん
だと
い弧
人
も
い
る
.
何

の
た
め
にと
いう
こ
と
を
考
え
な
い
で

研
究
だ
け
や
うて
お
れ
ば
と
い
う
の
で

は
学問
の
目由
は
守
れ
な
い
.
大
禦
の

自
治
の間
題
に
闘
連
し
ま
し
て
は
、
今

「展
の
学術
会
議
の
輝
明
そ
れ
に
対
す
る

政
府
の攻
撃
、
そ
れ
か
ら
、
ポ
ポ
ロ
座

串件
の
最
簡
裁
の
判
決
な
ど
論
し
た
い

「問
題
は
た
く
さ
ん
あ
び
ま
す
け
れ
ど

も
、
こ
の
へん
で
一般
的
な
日
本
の
状

勢
と
改
慰
問
題
と
の
関
運
を
総
括
的
に

話
筍
うて
い
た
だ
き
た
い

中
山

そ
の
同
題
に
っ
い
ては
、
権
力

首
側
の
.心え
は
誕
箱
に
は
っき
リ
レ
て

い
て
、
安
保
体
制
の
下
に、
ま
す
ま
す

G
れ
を
虫
化
し
て
い
こ
う
と
し
て
、
そ

れ
に
反
対
す
る
舅力
を
何
と
か
纐
め
て

い
き
た
い
と
尽
つ
りけ
で
、
憲
法
で
琶

え
ぱ
,改
正
為を
何
と
か
し
て
納
待
さ

せ
て
、
あわ
よ
く
は十
を
と
りて
形
式

「的
に
も
可決
し
て
行
こ
う
と
し
て
い

}る
。
それ
は
、
非
常
に
巧
妙
な
形
で
出

て
いる
し
、
篶

は
、
今
超
って
い
る　

問
題
の
す
べて
が
、
憲
法
状
況
を
変
え

る
力向
に
嵐
識
的
に
、
し
か
も
非
常
に

婁

い
て
い
る
。
一
方
、
同
じ
問
題

を
、
こ
れ
を
守
る
側
も
提
起
で
き
る
。

山
下

今
ま
で
畿

そ
の
他
の
問
題
を

個
々
に
見
て
き
た
の
で
す
が
、
改
憲
の

〒動
き
と
か
ら
ま
せ
て
最
後
に
一言
付
け

加
乳て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
?
。

.
ボ

ボ

口

田
畑

非常
に
巧妙
な
手
段
を
と
っ、て

蟹
法
改
悪
へ
む
か
って
い
る
と
思
い
ま

す
が、
ポ
イ
ン
ト
は
や
は
り
徴
兵
制
あ

たり
で
は
な
いで
す
か
?
そ
れ
と
関
連

的
に
現行
憲
法
の
改
悪
が
な
さ
れ
て
い

る
のだ
と
いう
こ
と
を
特
に
注
意
し
て

み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
ね
〃改
正
4
な
ん
て
言
葉
は
断
し

て使
う
べき
で
な
い
で
す
よ
。
は
っ
き

り
拶改
悪
β
と
い
う
べ
き
で
、
こ
う
す

る
こ
と
が
学
者
と
し
て
国
民
に
対
し
て

科
学
的
か
つ
貨
任
の
あ
る
態
度
を
と
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す

中
山

簸
法
調
査
会
の
存
征
と
いう
の

は
無
視
で
き
な
い
と
思
い
ます
。
これ

は
た
く
窓
ん
の
お
金
を梗
っ
て
い
ろ
い

ろ
簸
伝
し
て
い
る
.
と
こ
ろ
がわ
れ
わ

れ
の
立
場
の
側
の
宇
薔
の組
織
化
と
い

う
の
は
実
は
あ
まり
表
立
たな
い。
地

道
な
活
勤
を
続
け
て
いる
と
は
思
いま

す
が
、
も
っ
と
も
っと
粘
り
強
く
積
み

あ
げ
て
い
か
な
けれ
はな
ら
な
いと
思

い
ま
す
.他
に
は方
法
が
な
いと
思
い

ま
す
の
で
.

座

判
決
は
遺
憾

田
畑

そ
れ
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
詰
が
前

に
聴
る
と
慰
つの
で
す
が
「ポ
ポ
ロ
座

亭
件
」
の
判
決
に
つ
い
て臼
論
だけ
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、あ
れ
は
非
常

に
間
違
っ
た
判
決
だと
思
いま
す
ね
。

は
っ
き
り
そ
う
い
え
ると
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
最
高
藏
の判
決
が
出
た
か
ら

と
い
っ
て
、下
級
裁
判
所
が
す
ぐ
石
へ

な
ら
え
し
ても
ら
うて
は
困
る
。
饅
高

裁
と同
じ結
論
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
いう
こ
と
は
な
い
の
だ
し
、
条

理
を
つく
し
で
も
う
一度
初
め
か
ら
や

り
なお
し
て
も
ら
い
た
い
、
と
い
う
こ

と
を
付
け
加
え
て
お
き
ま
す
。

山
下

最
後
に
司
会
省
と
し
て
ま
と
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
第
一に
改

惣
が
明
ら
か
に
幾
多
の
遮
憲
の
蟹
み
の

上
に
な
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
、
第
二
に

憲
法
調
査
会
の
で
き
方
、
経
過
な
ど
い

ろ
い
ろ
そ
の
瀞公
共
性
π
を
強
調
す
る

た
め
、
公
聴
会
、
海
外
で
の
調
査
な
ど

を
し
て
冠
伝
し
て
い
る
の
で
し
よ
う
が

討
議
の
状
況
、
あ
る
い
は
報
告
窃
を
見

て
も
非
常
に
ま
や
か
し
も
の
だ
と
考
え

ざ
る
を得
な
い
。意
見
の
対
Mと
い
っ

「て
も、
例
え
ば第
九
条
の
場
台、
肝
心

の
目衛
隊
・軍
備
の
同
題
に
つ
い
て
は

鷺
"レ

あ
ん
ま
り
璽
って
い
な
い
.
こ
う
い
っ

た
嫌
怯調
査
会
の
渠
体
を
見
抜
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
い
い

た
い
.
こ
の
二
口川を
鹸
彼
に
筍
に
い
っ

て
お
毒
た
い
と
だ
い
ま
す
。

管
管
杭
築

晒
鋼

建
讐
磐

管

水
水
鋼
鋼◇
簑工斯

申芳井
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年
度
の
京
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イ
ラ
ン
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
パ
キ
ス
タ
ン
学
術

㎜

調
査
隊
は
仏
教
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
主
眼
と
し

た
が
、
こ
れ
を
よ
り
広
く

川

漂
く
碑
解
ず
る
た
め
に

一
般
醐
査
を
か
ね
て
お
こ
な
っ
た
。
八
、
九
月
の
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一
一ヵ
月
聞
に
三
名
の
旅
行
班
が
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
東
北
部
と
、
イ
ラ

ン
藁
北
部
に
調
査
旅
行
を
し
た
。

-
凹挫

容
漏

騨

㎞

門邊

が
あ
つ
ま
った
よ
う
に
穐
類
が
多
い
。

タ
ジ
ー
ク
、
ウ
ズ
ベ
ッ
ク
、
ト
ル
コ
マ

ン
、
ハザ
ラ
と
そ
れ
に
ア
フ
ガ
ン
(プ

シ
ュト
)
が
ま
じ
って
い
る
。
タ
ジ
ー

ク
は
ペル
シ
ァ
詣
を
は
な
す
イ
ラ
ン
系

で、
ア
フ
ガ
ニス
タ
ン
東
北
部
に
と
く

に
分布
が
多
い.
ソ
連
領
で
は
タ
ジ
ー

ー

麿
の玄
隼
三蔵
が
、
イ
ン
ド
で
な
が

い求
法
生
活
を
お
え
て
帰
国
の
途
に
つ

き
、
ア
フガ
ニス
タ
ン
を
通
過
し
た
の

が、
六
四
三年
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
っ

た
、
カ
ー
プ
ル河
と
パン
ジ
ル
河
易

さ
か
の
ぼ
り
、
ヒ
ンド
ワク
ー
シ
ュの

山
な
み
を
い
く
ど
か越
え、
ア
ン
ダ
ラ

ー
プ
か
ら
ク
ン
ド
ゥツ
にで
た
.

わ
た
く
し
た
ち
は
軍
でカ
ー
ブ
ル
か

ら
ク
ン
ド
ゥ
ツ
に
む
か
一、た
.カ
ー
ブ

ル
が
標
高
一、
八
〇
〇
耕
の高
地
にあ

り
わ
た
く
し
た
ち
の
越
え
た
ヒ
ンド
ウ

ク
ー
シ
ュが
三
、8
0
響

あ
った
。

そ
こ
を
越
え
て
北
に
進
む
と
、
高
度
は

どん
どん
さ
が
リ
ク
ン
ド
ゥ
ツ
で
は
五

〇
〇溜
以
下
と
な
った
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン領
と
ソ
連
高
原
の
い
ち
ば
ん
低
い

と
こ
ろ
をア
ム河
が
流
れ
て
い
る
。
そ

れ
ぷ
両国
の国
境
で
あ
る
.
ク
ン
ド
ゥ

ツ
は
国
境
にち
か
い大
き
な
町
で
、
カ

タ
ガ
ン
州
に属
す
る
。低
地
で
あ
る
た

め
か
な
り
暑
い
。
ク
ンド
ゥツ
川
流
域

に
は
、
稲
、
愛
、
綿
が
裁培
さ
れ
、
メ

ロ
ン
や
ス
イ
カ
や
ブ㌃
ウ
が
豊
窟
に
あ

る
。
国
境
に
ま
で
、
ソ
連
の石
油
が
パ

イ
ブ
で
輸
送
さ
れ
て
き
て
いる
と
いう

こ
れ
を
カ
ー
ブ
ル
に
運
ぶ
大
型ト
ラ
ッ

クが
発
着
す
る
の
で
、
町
は
活
気
があ

る
。町で
み
る
人
の
顔
は
、
人
種
の
見本

一.鵬酬

一99,,,,,,諸

川

二
==

≡
;
…
一
"

の
わず
か
し
か
み
あ
た
ら
な
い
。
た
い

て
いは
テ
ペ
の遺
跡
で
表
面
に
散
乱
す

る土
器を
ひ
ら
っ
てみ
る
と
、
起
兀後

世
紀
か
ら
五世
紀
こ
ろ
の
も
の
が多
い

町
の
北
方
に
周
囲
四
、
五
ヂ
綴
の
城壁

が
の
ζ
っ
て
い
る
。
内
部
に
は
紬
薬
の

か
か
っ
た
イ
ス
ス
ラ
ム
陶
片
がち
ら
ば

れ
て
い
る
の
で
、
発
掘ル
徽
いと
古
い

層
が
わ
か
ら
な
い
。
こ
の種
の城
壁
跡

を
バ
ル
ク
や
タ
シ
ュ
ク
ル
ガン
で
も
み

か
け
た
。

ク
ン
ド
ゥ
ツ
の
調
査
後
ふ
た
び
玄
奪

の
帰
路
を
た
ど
っ
て
東
へ
す
す
む
こ
と

に
し
た
。
こ
こ
か
ら
パ
ミ↑
ル
の
狭
谷

の
入
ロ
で
あ
る
イ
シ
ュ
カ
シ
ム
ま
で
の

踏
査
を
お
こ
な
う
.
匝
離
は
四
〇
〇
寄7

M川程
度
だ
が
山
谷
の
危
険
な
道
な
の
で

片
道
三
日
を
要
し
た
.
ク
ン
ド
ゥ
ツ
か

ら
六
、
七
〇
キ。M川ゆ
く
と
、
タ
リ
カ
ン

と
いう
町
に
つく
.
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
が

玄
奨
の
帰
路
を
た
ど
る

ク
共
和
国
を
つ
く
って
い
る
.
ウ
ズ
ベ

ック
、
ト
ル
コ
マ
ン
は
ト
ル
コ
系
で、

ト
ル
コ艶
を
は
な
し
、
ペ
ル
シ
ァ
器
も

理
解
す
る
.
分
布
は
や
は
り
ア
フ
ガ
ニ

タン
の
北
部
で
あ
る
。
ハザ
フは
ト
ル

コ
・
モン
ゴ
ル
系
で
ペ
ル
シ
ァ
語
を
は

なす
。分
布
は
ア
フ
ガ
ニス
タ
ン
の
中

央
部
に
かた
ま
る
。
ア
フ
ガ
ン
人
は
ヒ

ン
ド
ゥ
クー
シ
ェ
の南
側
の
民
族
で
あ

る
。
現
在
のア
フガ
ニ
スタ
ン
の
政
権

を
に
ぎ
り
、
か
れ
ら
のブ
シ
ェト
語
を

公
用
語
に
定め
た
が、
アブ
ン
ガ
ス
タ

ン
で
は
ペ
ル
シ
ア請
の
ほう
がは
る
か

に
通
用
範
囲
が
ひ
ろ
い
。
ア
フガ
ン
人

で
も
ペ
ル
シ
ァ
語
で
日
常
の用
を
た
す

機
会
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
鼻
の高
い

目
の
す
る
ど
い
イ
ラ
ン
系
と
鼻
の低
い

ひ
げ
の
う
す
い
ト
ル
コ
・
モ
ン
ゴ
ル系

と
の
対
照
は
著
し
い
。
わ
た
く
レた
ち

は
鼻
の
低
い
ほ
う
の
な
か
ま
にま
ち

が
え
ら
れ
た
玄
奨
の
と
お
っ
た
こ
ろ

は
、
ト
ル
コ
人
が
こ
の
地
方
を
支
配
し

て
い
た
.
ト
ル
コ
人
が
こ
の
地
域
の
歴

史
に
あ
ら
わ
れ
る
の
は
そ
の
こ
ろ
か
ら

で
、
イ
ラ
ン
系
人
糎
の
ほ
う
が
、
は
る

か
に古
い歴
史
を
も
つ
.

わ
たく
し
た
ち
は
ク
ン
ド
ゥ
ツ
に
数

日
滞
在し
て遺
跡
を
調
査
し
た
。
仏
教

遺跡
と
は
っき
り
わ
か
る
も
の
は
ほ
ん

っ
て
いる
。十
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
こ

ペ
ル
シ
ァ
イ
ン
ド
に
侵
略
し
た
と
き
の

ろ
のも
のて
あ
ろ
う
か
。
す
っか
り
埋

キ
ャ
ン
プ
に
な
った
と
こ
ろ
で
あ
り
、

マル
コポ
ー
ロ
の
旅
行
記
に
も
で
て
く

る
わ
た
く
し
た
ち
は
タ
リ
カ
ン
の
町
を

す
ぎ
て
、
ま
も
な
く
川
唇
を
さ
ら
し
た

広
い川
を
渡
った
.
流
れ
が
あ
っ
た
の

で
水
をく
も
う
と
し
て
お
ど
ろ
い
た
。

ひ
どく
塩
か
ら
く
て
、
と
て
も
飲
め
な

い
タ
リカ
ン
は
塩
の
産
地
だ
った
.
途

中
で
、
石
を闘
に
つん
だ
ロ
バ
の
列
に

で
あ
っ
た
が、
そ
れ
が山
か
ら
き
り
だ

さ
れ
た
岩
塩
だ
っ
た
のだ
。町
の
バ
ザ

ー
ル
に
は
塊
の
ま
ま
売
っ
て
いる
。

タ
リ
カ
ン
よ
り
東
は
バ
タク
シ
ャン

州
に
な
る
。
フ
ァ
イ
ザ
バ
ード
に政
庁

が
あ
る
。
わ
た
く
し
た
ち
は
キ
シ
ム
で

一泊
し
て
、
フ
ァ
イ
ザ
バ
ー
ド
に
到
着

し
た
.
玄
箕
も
ク
ン
ド
ゥ
ツ
、
タ
リ
カ

ン
、
キシ
ムと
通
って
き
て
い
る
が
、

そ
こ
か
ら
フ
ァイ
ザ
バ
ー
ド
に
い
た
る

ま
で
に、
も
う
一
つの
町
を
昏
い
て
い

る
。
それ
が咽
摩
明
羅
国
で
あ
る
。
手

許
の
一QO
万
分
の
一の
地
図
に
よ
る

と
、
フ
ァイ
ザ
パ
ー
ド
の
西
北
の
地
域

各
時
代
に
わ
た
る
遺
跡

ふ
た
た
び
カ
ーブ
ル
に
も
ど
り
、
こ

ん
ど
ほ
ア
フ
ガ
ニ
スタ
ン
の
南
部
を
ま

わ
って
イ
ラ
ン
に
む
か
った
。
途
中
の

カ
ン
ダ
ハル
・フ
ァ
ー
ラ間
の砂
漢
の

なか
で
は
六
十
度
に
ち
か
い暑
さ
を
経

験し
た.
ヘラ
ッ
ト
を
え
てイ
ラン
に

入
国
する
。
イ
ラ
ン
の
環
の
都
会で
あ

る
マ
シ
バ
ッド
に
く
る
と
、
タ
ク
シー

と
メ
の数
の多
い
の
に
お
どス
き
久し

ぶ
り
に
都
会
の混
雑
さ
を
経
験
し
た
は

ク
ン
ドウ
ツ
や
ヘラ
ット
の
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
の
町は
、
馬
車
が
ま
だ
一般
の

乗
り
物
で
ある
。
マシ
バ
ッド
よ
り
途

中
ニ
シ
ャ
プ
ル
や
ダ
ム
ガ
ン
で
遺
跡

を
見
学
し
な
が
らテ
ヘラ
ン
に
到
着
し

た
。
テ
ヘラ
ン
には
、
八
月
末
よ
り
九

月
十
日
ま
で
滞在
し
た
.
こ
こ
で
軍
の

修
理
の
た
め
予想
外
の
日
数
を
要
し
た

そ
の
聞
に
、
テ
ヘラ
ン
近
辺
に
大
地
震

が
あ
り
、
わ
たく
し
た
ち
の
安
否
を
き

つ
か
って
い
ただ
いた
が
、
テ
ヘ
ラ
ン

市
内
は
ほ
と
ん
ど被
害
が
な
か
っ
た
.

震
源
地
の
カ
ズ
ヴ
ィ
ン周
辺
の
村
で

石
と
泥
の
家
の
た
め、
ま
った
く
廃
雄

と
化
し
た
と
こ
ろ
も
ある
と
聞
く
。

軍
の
修
理
が
で
き
た
ので
、
ふた
た

び
調
査
旅
行
を
は
じ
め
た.
テ
ヘラ
ン

か
ら
エ
ル
ブ
ル
ー
ズ
山
脈
を
越え
てカ

ス
ピ
海
の
南
に
で
た
。
往
き
は
マシ
バ

ッド
か
ら
テ
ヘラ
ン
ま
で
山
脈
の
南側

を
と
お
って
き
た
が
、
こ
ん
どは
山脈

の北
側
に
そ
って
閑
に
す
す
む
。
わ
た

くし
たち
の
調
査
し
た
マ
ザ
ン
デ
ラ
ン

ゴ
ルガ
ン
の
地
域
は
、
カ
ス
ピ
海
の
恩

恵
を
うけ
て
湿
潤
地
で
あ
り
、
乾
燥
国

の
代表
のイ
ラ
ン
に
お
い
て
、
め
ず
ら

し
い
地帯
で
あ
る
.
テ
ヘ
ラ
ン
か
ら
山

脈
を
こ
えた
と
た
ん
に
背
後
の
山
が
緑

と化
し
、
白
雲
が
浮
ぶ
の
を
み
て
、
わ

た
くし
た
ち
の
心
も
潤
う
お
も
い
だ
っ

た.
か
や
ぶ
き
の
勾
配
を
つ
け
た
屋
根

木
造
の家
、
水
田
な
ど
あ
ま
り
に
も
日

本
の情
景
と
に
て
い
る
。

イ
ラン
の
東
北
部
は
、
む
か
し
か
ら

ゆ
た
か
な
土
地
で
あ
っ
た
ら
しく
遺
跡

も
各
時
代
に
わ
た
り
多
く
存
在
する
。

ゴ
ル
ガ
ン
付
近
の
丘
陵
地
か
ら
海岸
平

野
に
う
つ
る
断
崖
に
は
旧
石
器
、新
石

器
時
代
の
自
然
洞
窟
が
み
つ
か
っ
て
い

る
。
先
史
遺
跡
と
し
て
有
名
な
テ
ペ
・

ヒ
サ
ー
ル
は
山
脈
の
南
側
の
ダ
ムガ
ン

に
あ
る
。
十
数
年
前
に
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ

ア
大
掌
の
シ
ュミ
ット
氏
ら
に
よ
っ
て

発
掘
さ
れ
、
彩
色
土
器
を
と
も
な
う
二

層
と
、
彩
色
な
し
の
光
沢
の
あ
る
黒
灰

色
土
器
を
ふ
く
む
一層
が
確
認
さ
れ
、

ノ
・ラン
先
史
の
編
隼
に
基
準
を
あ
た
え

て
いる
。
彩
色
の
あ
る
も
の
が
古
い

(起
兀前
三
〇
〇
〇
年
前
後
)
わ
た
く

し
た
ち
も
調
査
中
に
、
未
発
掘
の
テ
ペ

を調
査
し
た
が
、
衷
面
に
お
ち
て
い
る

土
器は
光
沢
の
あ
る
赤
色
、
黒
灰
色
の

土
器
で
、
テ
ペ
・亀ピ
サ
ル

窮
三
期

(紀
元
前
二五
Q
σ
年
前
後
)
に
相
当

し
よ
う
。

ゴ
ル
ガ
ン
の
聚
北
に
あ
る
巨
大
な
ト

ウ
↓
フン
・テ
ペ
を
訪
れ
る
と
、
ち
ょ

う
ど
フ
ラ
ン
ス
メ
学
者
が
発
掘
中
で
あ

った
。
目
下
の
と
こ
ろ
は
、
試
掘
し
て

層
位
関
係
を
調
べ
る
程
度
で
あ
っ
た
が

時
代
は
や
は
リ
テ
ペ
。ピ
サ
ー
ル
第
三

期
を
主
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。こ
ん
ど
の
調
査
で
は
、
ア
ケ
メ
不
ス

パ
ル
チ
ア
、
サ
サ
ン
の
歴
史
時
代
の
遺

跡
に
で
く
わ
さ
な
か
った
。
た
だ
ベ
シ

ャ
ハル
と
い
う
町
の
店
さ
き
で
、
赤
色

土
器
と
ブ
ロ
ン
ズ
の
剣
や
斧
な
ど
を
み

か
け
た
が
、
こ
れ
は
ル
リ
ス
タ
ン
出
土

のも
の
と
に
て
お
り
、
紀
元
前
一〇
〇

〇年
こ
ろ
の
も
の
と
お
も
う
。
サ
サ
ン

時代
の
銀
器
も
お
い
て
あ
り
、
詳
し
い

出土
地は
き
き
だ
せ
な
か
った
が
、
た

ん
ね
ん
に調
査
す
れ
ば
、
こ
の
時
期
の

遺
跡
の新
し
い発
見
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
.わ
た
く
し
たち
は
テ
ヘラ
ン
を
で
て

か
ら
、
チ
ャ
ルー
ズ
、
ア
モ
ー
ル
、
サ

リ
k

ゴ
ル
ガ
ン、
ゴ
ンバ
デ
ィ
・カ

ブ
ス
、ブ
ジ
ヌ
ル
ド南
マシ
バ
ッド
碍

寄
泊
じ
た
が
、
こ
れ
ら
の
町は
ほと
ん

ど
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
、
郊
外
に古
い

町
の
廃
城
を
も
っ
て
い
る
か、
あ
る
い

は
現
在
の
町
が
古
い
遺
跡
の
う
え
に
建

てら
れ
て
いる
も
の
で
あ
った
。

サ
リ
ー
の
町
の
道
路
工
嶺
あ
と
で
ノ・

スラ
ム陶
器
片
を
調
べ
て
い
る
と
、
一

メ
の男
が
完
形
に
ち
か
い
緑
紬
の
鉢
を

も
っ
てき
た。
か
れ
の
家
の
庭
か
ら
で

た
と
い
う。
い
っ
てみ
る
と
、
ち
よ
う

ど
井
戸
掘
りし
て
いる
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
。
イ
ス
ラ
ム陶
器片
や
ガ
ラ
ス
容
器

片
が
ぞ
く
ぞ
くで
て
いた
.
ゴ
ル
ガ
ン

で
は
、
床屋
の店
さ
き
に
イ
ス
ラ
ム
陶

片
の
陳
列
し
て
ある
のを
み
つけ
て
、

出
土
地
を
た
つ
ね
る
と郊
外
のレ
ン
ガ

工
場
の
土
と
り
場で
あ
っ
た。

ゴ
ン
バ
デ
ィ
・カ
ブ
スは
町
の外
に

広
大
な
都
市
遺
跡
が
あ
る
.ブ
ジ
ヌ
ル

ド
の
南
の
ミ
ヤ
ナ
バ
ー
ド
で
も
都
市
遺

跡
を
み
つ
け
た
。
マ
シ
バ
ッ
ド
郊
外
に

は
、
シ
ャ
ー
レ
・ト
ゥ
ー
ス
と
い
う
廃

城
が
あ
る
。
こ
こ
は
有
名
な
フ
ィ
ル
ド

ゥ
ー
シ
(
一〇
二
〇
年
没
)
の
生
れ
た

と
こ
ろ
で
墓
覇
が
あ
る
。
ま
た
こ
こ
は

シ
ー
ア
派
の
イ
マ
ム
・レ
ザ
ー
の
殉
教

の
地
で
あ
り
、
現
在
の
マ
シ
バ
ッド
の

町
は
、
犬
き
な
モ
ス
ク
を
中
心
に
構
成

さ
れ
た
宗
教
都
市
で
あ
り
、
各
地
か
ら

信
者
が
あ
つま
る
。
異
教
徒
は
け
,し

と
し
て
H
A
FT
A
Lの
名
を
記
し
て

い
る
.
現地
人
は
ヤ
フ
タ
ル
と
い
うて

い
る
。玄
莫
の
四
摩
咀羅
が現
在
の
ヤ

フ
タ
ル
の
地
域で
あ
り
こ
れ
が
歴
史上

の
エ
フ
タ
ル
啄
曜と
関
係
の
ある
こ
と

は
疑
い
な
い
こ
とで
あ
る
。
エ
フ
タ
ル

が
五
、
六
世
紀
に
こ
の
地
垣で
活
躍
し

た
民
底
で
あ
る
こ
と
は
閥
知
の
こと
で

あ
ろ
う
.
仏
教
の
逼
害
者
と
い
う
こ
と

で
悪
名
だ
か
い
が
、
わ
だ
く
し
た
ち
の

研
究
で
は
仏
教
但
害
と
は
直
擁
関
係
が

な
い
よ
う
に
お
も
う
.
玄
糞
も
エ
フ
タ

ル
王
が
カ
シ
ュミ
ー
ル
で
仏
教
が
迫
害

さ
れ
る
のを
聞
き
武
力
で
こ
れ
を
守
っ

た
と
い
う話
を
の
せ
て
い
る
.
ヤ
フ
タ

ル
と
い
う
地名
がの
こ
ワて
いる
よ
う

に
、
エ
フ
タ
ル民
族
の中
核
と
な
った

も
の
が
、
こ
こ
か
ら
生長
し
た
ので
あ

る
.
こ
の
あ
た
り
は
パ
ミー
ル
の山
奥

に
ち
か
く
、
現
在
で
は
ま
っ
た
く
辺部

と
い
う
ほ
か
は
な
い
が
、
か
う
て
は
ク

ン
ド
ゥ
ツ
か
ら
パ
ミ
ー
ル
山
中
を
ぬ
け

て
シ
‡

ル
キ
ス
タ
ン
(新
聾
省
)
に

で
る
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
一つ
と
し
て
発

達
し
て
い
た
の
で
あ
る
.
玄
奨
も
こ
の

道
を
と
お
って
帰
った
。
エ
フ
女
ル
民

族
の
興
隆
も
、
こ
の
西
と
渠
を
む
す
ぶ

交
易
ル
ー
ト
を
支
配
し
にこ
と
に
あ
る

エ
フタ
ル
は
六
世
紀
の
後
半
に
は
ト
ル

コ
勢力
にお
さ
え
ら
れ
て
し
ま
った
.

玄奨
の
四摩
咀
羅
の
記
述
は
、
衰
亡
後

の
エ
フ
タル
を
つた
え
た
も
の
で
あ
り

そ
の
な
ごり
が現
在
に
ま
で
お
よ
ん
で

い
る
わ
けで
あ
る
。

∴ノァ
イザ
バー
ド
よ
り
一日
を
要
し

て
イ
シ
ュ
カシ
ム
に
つ
い
た
.
標
高

三
、
0
0
0
折で
あ
り、
ま
わ
り
は
高

い
山
に
か
こ
ま
れ
て
いる
.
八月
中
旬

で
あ
った
が
、
雪
山
か
ら
ふ
き
おろ
す

風
の
冷
い
こ
と
.
山
か
ら
演
れて
く
る

水
に
は
、
な
が
く
手
を
つ
け
る
こと
が

で
き
な
か
,た
.
こ
こ
は
ア
ム
河
の屈

曲
点
に
あ
り
、
目
の
前
の
山
が
ソ
連
領

で
あ
る
と
お
し
え
ら
れ
た
.
写
翼
の
撮

影
は
禁
止
さ
れ
た
。
最
端
の
町
で
ま
っ

た
く
さ
び
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
.
国
境

守
備
兵
が
か
な
り
駐
屯
し
て
い
る
.
わ

たく
し
たち
の
宿
泊
や
食
事
の
世
話
し

二
人
のト
ル
コ
マン
の
当
番
兵
が
し
て

く
れ
た
.か
れ
ら
は
暖
か
く
て
食
物
の

ゆ
た
か
な
クン
ド
ゥツ
を
な
つか
し
が

っ
た
.
こ
こ
は半
年
が雪
に
う
つ
も
れ

る
冬
だ
と
い
う
。
わ
たく
し
たち
は
こ

こ
ま
で
き
て
、
ひ
き
か
えす
こと
にし

先
.

O

O

て
モ
ス
ク
の
内
部
に
入
るこ
と
がで
き

な
い
が
、
わ
た
く
し
た
ち
は
と
く
べ
つ

の
は
か
ら
い
で
内
部
に
は
い
り
、
モ
ス

ク
の
修
繕
に
つ
か
う
タ
イ
ル
・モ
ザイ

ク
の
製
法
も
観
察
す
る
こ
と
が
で
き

た
。こ
こ
で
わ
た
く
し
た
ち
の
イ
ラ
ン
旅

行
は
お
わ
る
が
、
イ
ス
ラ
ム
陶
器
の
出

土
地
を
確
認
し
、
そ
こ
で
採
集
し
た
陶

片
が
大
き
な
収
穫
と
な
っ
た
。
西
ア
ジ

ア
に
は
中
国
か
ら
輸
入
し
た
陶
磁
器
が

あ
り
、
そ
れ
を
模
倣
し
て
現
地
で
つ
く

った
も
の
も
あ
る
。
中
国
の
唐
宋
元
明

の陶
磁
器
の
発
達
と
比
較
研
究
す
る
こ

と
は
、
興
味
ふ
か
い
問
題
と
な
ろ
う
。

さ
て
わ
た
く
し
た
ち
は
イ
ラ
ン
を
で

て、
ア
フ
ガ
ニス
タ
ン
を
通
過
し
て
パ

キ
スタ
ン
へと
い
そ
い
だ
。
十
月
か
ら

は
パ
キ
スタ
ン
で
の
発
掘
が
待
って
い

る
か
らで
あ
る
。

(京
大
文
学
部
・大
学
院
生
)

簑
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、
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下
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。

.大

将

軍
4
自
慢
の
味
毘
胆
段

で
学
生
諸
君
の
お
い
で
を
お
待

ち
し
て
い
ま
ず
。

◇
コン
パ
゜
お
一人
二
五
〇
円よ
り

◇
献
立
の
蕊

}ロ
ー
ス
焼肉
三
〇
Q
円
ワ
ン
タ
ン
一〇
〇

}円

ギ
ョー
り
七
〇
円

ラー
メ
ン
七
〇
円
繭

◇お
座
蟹
斜
・サ
ービ
ス
斜
.腔軍
瓢ば
一切

濯婁
で
,
.

覇大將軍u
京○口縣撤 隙前TEし ・(田)9161.9162

一

店務

修

工ノ

崎

ラ

小

ミ株式会社

 

④
取締役社長

〔

杜・京都市 中京区夷川通河原町東入

電 話(23)90177番(代 表)

 

本

1川1111雪望1冨1冨婁1

響 畿

鳴

1ヒ鳴 りひび く

 

O

ノ
"

◎

φ

§

6

輸 出 功 績 全 濠 業 中 第 一 位 昨 年 初 の 総 理 大 臣 賞 に輝 く カ ネ ホ ウ

各 種 繊 維 の 原 料 か ら 最 終 製 品 ま で 一 貫 生 産 す る カ ネ ボ ウ

高 度 の 技 術 と品 質 を も っ て 消 費 者 の 皆 さ ま に奉 イ士す る カ ネ ボ ウ

,主要蒙1品 綿 ・毛 ・絹 ・化繊 ・ナ イロン ・高分'子・加工品 ・化粧品 ・アクセサリー

i事 賞 場 本部 大1坂 、,

営 業 所 東京 ・名古 屋 ・札 幌 ・仙『台 ・広 島 ・福 岡

工 場/綿7工 場 ・毛7工 場 ・絹3工 場 ・化合繊2工 場 ・ナ イロ ン1工 場 ・加工

1工 場・高分子2工 場 ・化粧 品2工 場・サー ビスステ ーシ ョン7・研 究所2

海外出張所/ニ ューヨーク・ハンブルグ・ナイロヒ・バンコック・シドニー・ブラジル・ホンコン・ホノルル

瞬

 

〆角
るカネボウ総合 の美をつ く世界で ただひ とつ繊維 製品 か ら化 粧 品 まて
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・篭人事課 まて人事部

大阪市都島区友淵町123TEL(921

採用に関す るお問い合せ はいつでも 本部
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